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　体育祭が終わってから、あっという間に二週間が過ぎた。

　高校生活最初の体育祭で、まさかの俺の偽物が登場。さらにかなりのゲス野郎でひなみを狙っていたのだが、何とか古こ井いさんと協力して阻止することができ、無事に体育祭を終えることができた。特にひなみが全校生徒の前で草くさ柳やなぎの正体を暴いてくれた時は、心底嬉うれしかった。

　ひなみを守るためにあの時は必死だった。だが、今こうして振り返ると、結構いい思い出ができたんじゃないか……？

　昼休み中、俺は教室で席に座りながら、スマホに保存した写真を眺める。

　借り者競争では、『千年に一人の美少女』と呼ばれているひなみをお姫様抱っこすることができたし、騎馬戦では俺達のチームが相手の王様のハチマキを取ることに成功し、大盛り上がり。さらには後夜祭のペアダンスでも一緒に踊ることができた。

　ひなみが草柳に狙われていたとはいえ、体育祭そのものは楽しめたかな。

「涼りよう君。さっきからにやついているけど、どうしたの？　面白い動画でも見ているの？」

　俺が写真を眺めていると、隣の席で友ゆ里りや古井さん達と机をくっ付けて弁当を食べているひなみが、首を少し傾けていた。

　ここ最近、俺はつい空腹のせいで早弁してしまうため、昼休みにやることが特にない。だから適当に時間を潰すため、音ゲーや動画を見たりしているが、優等生のひなみは違う。

　休み時間中は次の授業の予習・復習をしたり、分からなかったところを先生に質問しているため、早弁をすることはない。

　まあ、そもそも昼休み前に弁当を食べ終えている俺の方が、おかしいんだがな。

「いや、体育祭の時の写真を見ててさ。草柳の騒動があったけど、今こうして振り返ると、何だかんだ楽しかったなーって思ってさ」

「そうだね。私も沢山思い出が作れたから本当に楽しかったよ！　優勝もできたし！」

「ひなみの大活躍のおかげで、色んな種目で一位を取ることができて優勝できたしな。ＭＶＰにまで選ばれるとは、さすがだよ」

「い、いや！　私だけの成果じゃないよ！　他の皆がいっぱい頑張ってくれたおかげだよ！　皆がいてくれたからこそ、偶たま々たま私が活躍することができただけで……。実際、涼君の方が私なんかよりも沢山頑張ってたし……」

　最後の言葉だけやけに声量を落とすひなみ。

　俺の褒め言葉が嬉しかったのか、いつの間にか頬ほおが紅色に染まっており、手に持っていた弁当で口元をそっと隠していた。

　ひなみは学校一の美少女にして成績も優秀。普通、ひなみのような容姿だったら、少しぐらい傲慢になってもおかしくないが、彼女は非常に真面目で誰に対しても優しい。

　謙虚で努力家タイプだ。だからどれほど自分が好成績を残しても、結果を残しても、それを他者にひけらかす様な真似まねは決してしない。

「俺なんてひなみに比べれば、貢献できてないよ。特に最後のリレーなんて、バトンを渡した瞬間、盛大に転んで超恥ずかしかったし」

　スポーツ用のスパイクで足を思いっきり踏まれてしまったため、最後のリレーでは負傷した状態で出場しなければならなかった。

　激痛に襲われながら走っていたから、バトンを渡した直後、気が緩んで転倒してしまった。

　いやー、あれは本当に恥ずかしかったよ。全校生徒が大注目する最後の種目だったのに、あんな転び方をするとは。

「涼～。そんなこと言わないの～。涼はひなみと同じぐらい頑張ってたじゃん！　私は知っているもん！　皆が知らないところで涼が精いっぱい頑張っていたことをね！」

　ひなみの向かいに座っている友里は、何な故ぜか自信満々な表情を浮かべながら、箸で挟んでいた小さくて可愛かわいいタコさんウィンナーを俺の方に向ける。

　一体何を根拠にそんなことを言っているのかさっぱり分からないが、友里の目を見る限り、適当に言っているわけではなさそうだ。

「たとえ周りから涼が評価されなくても、認められなくても……。私だけは涼の理解者だからね！」

「嬉しいが急にどうしたんだ……？　そんな褒められることをしたか、俺？」

「勿もち論ろんしましたとも～」

　にっこりと笑いながら、友里は続ける。

「涼はボロボロになるほど、誰かのために体を張って頑張っていたんだから～」

「そ、そうかな……。ありがとう、友里」

　友里に褒められ、少しだけ俺の体が熱くなるのを感じた。

　友里がここまで褒めてくれるとは驚きだ。しかし妙だ。理解者という言葉が少し気になる……。

　もしかして、友里は俺の正体に勘づいたのか？

　いや、そんなはずはない。バレることはしていないし、古井さんが友里に漏らしてしまった可能性も低い。

　考えすぎか？

　友里はただ単純に励ますために、そう言っているだけなのかもしれないな。

「なに照れているのよ、このヘタレ。美少女に褒められて、デレデレしすぎじゃないかしら？」

　友里の褒め言葉についにやけていると、冷静かつドＳな古井さんが俺に言葉を飛ばしてきた。

「す、すみません、古井さん……」

「今の君の顔、とても面白かったわ。非モテ男子が可愛い女の子に褒められて、超デレデレしているんだもの。あー、写真でも撮っておきたかったわ」

「人が喜んでいるところをネタにして撮ろうとするなんて、やっぱり古井さんはドＳだよ。捻ひねくれているよ……」

「あら、今酷ひどい言葉が聞こえてきたわね。この私が？　わ・た・し・が？　なんですって？」

　つい余計なことを言ってしまったせいで、背筋が思わず凍るほどの殺気が古井さんから漂い始める。

　や、やべぇ……。怒らせてしまったか。

　こうなると、絶対に古井さんには勝てないんだよな。多分、古井さんと口論して勝てる人って、この世にいないと思う。

　あの論破王ですら、舌を巻くだろう。

「あ、あははは。き、聞き間違いじゃないっすかね……？」

「……ふぅーん。そう。逃げるのね。ならまあいいわ。私にも策があるから」

　古井さんはそう言うと、スカートのポケットからスマホを取り出した。少し画面を操作した後、とある写真を俺とひなみ、そして友里に見せつける。

「これ、どこの誰か分かるかしら？　いつの間にか私のスマホに保存されていてね。どこかで見覚えがあるのだけど、こんな盛大に転ぶ男子高校生っているかしら？」

「いや、古井さんそれ俺！　俺がリレーで転んだ時じゃねぇか！　何でそんなシーンを撮ったんだ!?」

　写真を見た俺は、つい反射的にツッコミを入れてしまった。

　古井さんが俺達三人に見せてきた写真は、俺がリレーでバトンを渡し終えた瞬間、盛大に転んだ時のものだ。

　シャッターチャンスを見逃さなかった古井さんは、俺の恥ずかしい姿を、しっかりとスマホに保存していた。

　しかもそれを二週間も削除せずに残して、今頃いじってくるなんて……。

　やっぱりＳだ。ドＳだよ、この人！　捻くれている！

「あら、ごめんなさい。まさか君だったとは思わなかったわ。偶然人が転んで、偶然スマホを見ていて、偶然写真を撮ってしまっていたみたいだわ」

「そんな偶然が重なる神展開があるはずねぇだろ！」

「消してほしければ、『この世でもっとも美しく賢いのは古井小こ春はる様です』と言いなさい。そうすれば、削除してあげるかもしれないわ」

「俺に何を言わせようとしているんですかね、古井さん！　それに、かもしれないってことは、絶対に削除してくれるわけでもないんでしょ!?」

「ええ。そうよ。君が謝罪したからって、別にそれに従う義務はないし」

　ちくしょう！　やっぱりこの人は強すぎる！　すぐ古井さんのペースに呑のまれてしまう……。

　どんな時でも主導権を握っているのは古井さんだ。これ、卒業するまでにぎゃふんと言わせることは無理なんじゃないか？

「もうっ！　古井ちゃん！　涼君が可哀かわいそうだよ！　それにその写真だって、私にバトンを渡すために精いっぱい頑張って走ってくれたからだから！」

　落ち込む俺を見たひなみは、必死にフォローしてくれた。

　ひなみの必死の説得に、さすがの古井さんも少しやりすぎたと感じたのか、スマホを引っ込めた。

　どうやら俺に対しては結構強気というかドＳになるが、親友に対してはそれほどでもないみたいだ。

「はいはい、ひなみ。分かったわ。後で消しとく。あ、そうだ。この写真も消した方がいいからしら？　二人の意見を聞きたいわ」

　古井さんはそう言うと、ポケットに入れようとしていたスマホを再度俺達に見せつける。

　そして、先ほどの俺が転倒しているシーンとは別の写真を画面に映し出した。

　それを見た瞬間。

「「その写真は他の人に見せないで！」」

　荒らげた俺とひなみの声が、タイミングよく重なった。

　古井さんが見せたのは、俺がやらかした写真でもなければ、恥ずかしいシーンを盗撮されたものでもない。

　後夜祭のペアダンスで、俺とひなみがにっこりと笑いながらお互いの手を握り、楽しそうに踊っている写真だった。

　ちなみに、時とき乃の沢さわの体育祭ではプロのカメラマンに依頼して、教師の代わりに生徒達の写真を沢山撮ってくれる。

　カメラマンが撮ってくれた写真は、後日番号が振られ廊下に張り出される。欲しい写真がある場合は、番号を紙に書いて担任に提出すれば写真が貰もらえるのだが。

　古井さんが今俺達に見せたのは、カメラマンが撮った写真ではなく、彼女が自ら撮ったものだ。

　つまり、他の生徒はこの写真の存在を認知していない。

　他の生徒もいる教室でこの写真を堂々と見せられたため、俺は恥ずかしさのあまり、つい慌ててしまった。

　勿論、俺だけではなく、隣にいるひなみも同じだ。

　彼女に関しては、相当恥ずかしかったのか、何故か頭から変な湯気まで出ている。

「ふふ。この写真、良く撮れているから、スマホの待ち受け画像にでもしようかしら？」

　俺達の反応が相当嬉うれしかったのか、小悪魔の様な笑みから勝ち誇ったドヤ顔に変わっていた。

　古井さんは俺達がこの写真を他の人に見られたくないことぐらい、分かっているはず。

　分かっていながらも、ドヤ顔でいじってくるとは……。

「こ、こ、こ、こ、こ、古井ちゃん！　け、消さなくてもいいけど、待ち受けにするのだけはダメだよ！　ほ、ほ、ほ、他の人に見られたら、恥ずかしいよ……」

　ひなみは古井さんの小さな肩を両手で掴つかみ、彼女の体をグラングランと前後に揺らしながら必死に訴える。

「あらそう？　でもこの写真のひなみ、とっても可愛く写っているから、勿もつ体たいないわね。ま、これ以上ちょっかい出すのはやめておこうかしら」

　古井さんはそう言うと、スマホの画面を閉じ、今度こそポケットにしまってくれた。

　あの写真を待ち受け画像にされてしまったら、俺は色んな意味でもう学校には来られないだろう。

　ペアダンスでひなみと踊ったことに関して、『何であんな男が？』『俺の方が良いだろ』という感じの批判の声が、一部の男子から上がっていた。

　影が薄いというか、これといって特徴がない俺が、あの『千年に一人の美少女』と一緒に踊っていたとなると、こうなるのも当たり前かもしれない。

　男子だけではなく、女子からも何度か俺達の交際関係の有無について必要以上に聞かれたし。

「でも良いよねー、ひなみと涼は。すっごくペアダンス楽しそうだったし。私ももっと楽しい思い出作らないとなー」

　友里は、羨ましそうにひなみの方を見ながら、白米を口に運ぶ。

「友里だっていっぱい活躍していたし、私以上に思い出ができたでしょ？」

「そりゃー、まあねー。でも、ＭＶＰもひなみに取られちゃったし、これはもう夏休みで思い出を超沢山作るしかないね！」

「夏休みか……。そっか、もうそろそろしたら高校生活初の夏休みが始まるのか」

　友里の口から出た夏休みというワードを聞いて、あともう少しで一学期が終わってしまうことを実感した。

　高校入学時は、ひなみと同じクラスで席も隣。さらにすぐに古井さんに正体がバレるなど、沢山のイベントというか、色んなことが多々起きた。

　だが何とか全部乗り越えて、やっとボーナス期間が来るわけだ。夏休みなら、家でずっとのんびりできる。

「涼は夏休みの予定とかあるの？」

「今のところ特にないかなー。部活とかにも入っていないし。まあ、適当にのんびりしようかな」

　俺はスマホにインストールしているスケジュールアプリを確認する。

　七月後半から八月のカレンダーには、予定が一つも入っていない。

　小学生の時は毎年家族で旅行に行っていたのだが、今や俺は高校生だ。さすがにこの年頃で家族で仲良く旅行とか、ちょっと恥ずかしい。それに、妹も中学生でまだ反抗期中だ。

　美み智ち香かは家族といるより友達といることの方を優先するから、一家そろって家族旅行とかは行かないだろう。

　仮に旅行に行くとなっても、『あっ、私はパス。おにぃと旅行とか恥ずかしくて無理』的なことを言うに決まっている。

「ま、俺は暇だからゲームでもして過ごそうかな」

　俺はスケジュールアプリを閉じ、そのまま音ゲーを起動しようとした時だ。

「そっか。涼君は夏休みの予定があんまりないんだね」

　ひなみがボソッと呟つぶやいた。

「え？　それがどうかしたか？」

「え!?　い、いや！　ただちょっとね！」

　友里は少し慌てた様子でお弁当のおかずにかぶりつき、俺から目を逸そらした。

　も、もしかして俺……。

　可哀そうな人って思われている？　絶対にそうだよね？

　俺のすぐ隣にいる美少女三人は人気者だ。きっと夏休みの予定なんて、びっしり埋まっているんだろうな。

　ははー。なんか悲しいー。

　俺は涙目になりながら、音ゲーをやり始める。

　だが、この時の俺の発言をきっかけに、沢山の思い出ができ、そしてハプニングが起きることを俺はまだ知る由もない。







[image: 第二話　怪しい影]




「あっ！　見て先生！　ひな姉が来た！　ひな姉お久しぶりー！」

「お迎えに来たよ。あとお久しぶりじゃないでしょ。毎日会っているでしょ？」

　私が保育園のゲートをくぐると、砂場で先生と一緒に遊んでいた蜜み柑かんが、小さな足を精いっぱい動かしながら、全力で駆け寄ってくると、そのまま私の脚に思い切り抱きついた。

　保育園の先生と砂場で遊んでいたため、蜜柑の顔には砂と汗が付いていた。

　いつもなら、仕事帰りにお母さんが蜜柑をお迎えに行くのだけど、ここ最近は繁忙期のようで、私が代わりにお迎えに来ている。

「ひなみさん、こんにちは。蜜柑ちゃん、ひなみさんが来るまで、ずーっと砂遊びをしていましてね。かれこれ一時間ぐらいずっと外で砂遊びを」

　蜜柑に続き、砂場で一緒に遊んでいた先生も額の汗を拭きながら私のもとへ駆け寄ってきた。

「そ、そんなに外で遊んでいたんですか。すみません、わざわざ長時間つき合わせてしまって」

「いえいえ！　蜜柑ちゃん、他の子と違って、好奇心旺盛なんですよ。ちょっと大変な時もありますけどね」

　先生の言葉はとてもよく分かるし、共感できる。

　蜜柑は好奇心が強くて、一度好きになってしまうと、飽きるまで時間を忘れて没頭する。

　夕方になったとはいえ、まだジメジメとした暑さが残っている。そんな中でも、汗を流しながら、砂遊びにつき合っていたとなると、相当先生の負担になっていたと思う。

「じゃあ蜜柑ちゃん。お姉ちゃんが来たことだし、先生とバイバイだね」

「りょっ！　先生バイビー！」

　蜜柑は何な故ぜか警察官の様な敬礼をして、先生に別れの挨拶を告げる。

　最近、刑事ドラマなどにハマっており、敬礼に憧れているみたい。

「こーら、蜜柑。ちゃんと挨拶しないとダメでしょ」

「バーイ！」

「もうっ！　さっきと変わってないじゃない！」

　相変わらずの蜜柑だったけど、それでも先生は優しい笑みを浮かべ、手を振りながら私達を見送ってくれた。




　　　　◇




　保育園を出た後、私と蜜柑は手を繋つないで、最寄り駅まで一緒に向かって歩いている。

　夕暮れの空の下で、蜜柑は今日の夜ご飯について、話を始めた。

「ひな姉ー。今日の夜ご飯何かなー？」

「うーん。どうだろうねー。蜜柑の嫌いなひじきでも出るんじゃないかな？」

「えー！　嫌だ嫌だ！　お肉が食べたいー！　お肉！」

　蜜柑はプクッと頬ほおを膨らませながら、地団太を踏み必死に抗議した。

「こーら。蜜柑、我がまま言っちゃダメでしょ。お母さんだって、仕事で忙しい中、私達のために美味おいしいご飯を作ってくれるんだから」

「えー！　でもお肉が食べたい！　お肉、お肉、お肉！　おーにーく！」

「もう、お肉ばっかり言いすぎ。それにまだ決まったわけじゃないよ？　お姉ちゃんだって何が出るか分からないから、適当に予想を言っただけだよ」

「そうなの？　じゃあ、もしかしたら今日の夜ご飯は、ステーキになるかもしれないかな!?」

「その可能性もゼロではないかなー。お母さん、時々仕事を頑張った自分へのご褒美に、夜ご飯を豪華にする時があるし」

　私がそう言うと、蜜柑はプクッと膨らませてた頬を元に戻し、代わりに目が一瞬でキラキラになった。そしてそのままピョンピョンと飛び跳ねる。

「わーい！　今日の夜ご飯楽しみー！」

　隣ではしゃぐ蜜柑を見ていると、なんだか私の方まで楽しい気持ちになってきた。

　蜜柑はマイペースだけど、誰よりも純粋で思い切りはしゃぐ妹だから、本当可愛かわいいなー。

　私は蜜柑の手を握りしめ、喜ぶ顔を見ながらそっと微笑ほほえむ。

　今日の夜ご飯、一体なんだろう……。

　そう考えている時。




「あ、あれが……九く条じようひなみちゃん……」




　突然、背後から男性の声が聞こえ、私の背筋に悪寒が走った。

　声はかなり低く、そしてどこか不気味な感じがする。聞き覚えのない声だ……。

　そ、それに何故だろう……。




　後ろを振り向いていないのに、誰かがこちらを見ているのが、なんとなく分かる。




　私は恐怖のあまり体が震えてしまう。

　こ、怖い……。一体誰？　助けを呼ぶ？

　で、でも周囲には誰もいないし、それにもしかしたら私の勘違いかもしれない。

　今は蜜柑もいる。下手へたに行動すれば、私だけじゃなくて、妹にまで被害が及ぶかもしれない。

　ど、どうすれば……。

　緊張と不安、そして恐怖に襲われた私は、いつの間にか額から冷や汗が流れ出ていた。

　額から出た汗が頬へと流れ、そして地面に落ちる。

　ま、まだ不審者が後ろにいると確定したわけじゃないし、聞き間違いかもしれない。

　そうだ。ただ振り向くだけ。こ、怖くない！

　蜜柑の小さな手をギュッと握りしめながら後ろを向こうとしたその瞬間。

「ひな姉、どうしたの？　何でそんなに汗が出ているの？　あと、手が痛いよ」

　つい力んでしまったせいか、少し痛そうにしながら、蜜柑が私の顔をジッと見つめていた。

　私は慌てて蜜柑の手をすぐに放し、代わりに頭を何度も撫なでる。

「ご、ごめんね。蜜柑。ちょっとお姉ちゃん、考え事をしていてね」

「考え事？」

「う、うん。で、でももう大丈夫だから！　ご、ごめんね蜜柑」

「りょっ！」

　蜜柑は話を理解してくれたのか、ニッコリと笑いながら先生とお別れする時の敬礼をもう一度私に見せてくれた。

　蜜柑の笑顔を見たら、少しだけ緊張と不安が和らいで落ち着きを取り戻すことができた。

「み、蜜柑。あのさ、さっき変な声聞こえなかった？」

　先ほどの声が蜜柑にも聞こえていたのか。それを確かめようと聞いてみたけど、蜜柑は首を傾かしげて不思議そうな表情を浮かべる。

「ん？　声……？　声って誰の？」

「だ、誰のかは分からないけど、男の人の声が急に後ろから聞こえなかった!?」

「えー。そんな声聞こえないよー。それに、ほらひな姉！　後ろにはだーれもいないよ？」

　蜜柑は首をクルッと後ろに向けながら指をさす。私は蜜柑の指先に目を向けると……。




　確かに私達の後ろには誰もいなかった。




　あるのは私達が来た道を挟むようにして建てられた住宅と、電柱だけ。

　どこを見ても、不審者らしき人物は誰一人としていなかった。

「私の聞き間違いかな……？」

　周囲に住宅があることを考えると、室内で見ていたドラマやアニメの声が外に漏れて、それを私が勘違いしたのかもしれない。

　き、きっとそうだよね……。私の考えすぎだよ。疲れてたんだよ。

「ひな姉大丈夫？」

「うん。ごめんね、蜜柑。あっ、さっきのお詫わびに、コンビニでアイスでも買って帰ろうか」

「本当!?　わーい！　ひな姉大好き！　早くコンビニ行こう！」

　蜜柑はピョンピョンと飛び跳ねながら、グイグイ私の手を引っ張り、コンビニへと走り始める。

　その後、私達はコンビニでアイスを買った後、自宅へと向かった。

　その途中、あの時の不審な声をもう一度聞くことはなかったし、不気味な気配も感じなかった。

　やっぱり、私の聞き間違いだったかな……。




　　　　◇




　その日の夜。

　夜ご飯を食べ終えた私は、自室で学校の宿題に取り掛かる。

　数学の問題を解きながら、ふと蜜柑と一緒に帰っていた時のことを思い返した。




「あ、あれが……九条ひなみちゃん……」




　あの声は、間違いなく男性だった。声音はとても低くて、どこか不気味に感じた。

　蜜柑は聞こえなかったと言っていたけど、でもやっぱりどこかおかしい。声だけではなく、気配もしっかり感じた。

　あの不気味な声の正体って一体……。

　あー、ダメ。今は勉強に集中しないと！　余計なことは考えない！

　私はシャーペンを強く握りながら、再度問題文を読みノートに計算式を書き始める。

　いざ計算式を思い浮かべて書き始めると、雑念が頭から消えて問題に没頭できた。

　そして二十分ぐらいが経たち、宿題となっていた問題を全て解き終わることができた。

「ふぅー。終わったー！」

　私は椅子に座りながら、グッと体を伸ばす。時計を見ると、まだ九時半だった。宿題も終えたし、可愛い柴しば犬いぬの動画でも見て、疲れを癒やそうかな。

　私はベッドに置いてたスマホを取り、パスワードを入力しようとした、その時だ。

　ピロンッ！

　通知音が突然鳴った。何のアプリの通知なのかを確認すると、インスタからだった。しかも送り主は知り合いではなく、全く知らない人から。フォロワー以外からのＤＭだった。

「また変な勧誘とかかな？」

　地下鉄通り魔事件をきっかけに、私のフォロワーは凄すさまじい勢いで増加してしまった。それに比例して、変な勧誘やアンチからの嫌がらせ行為が、時々ＤＭに届く。

　今日もきっとその類いだろうと思っていたのだけど。

　メッセージ内容を確認した途端、スマホを持つ手が、いや、全身が震えてしまい絶句した。

　な、何この内容は……。一体どういうこと!?

　恐怖のあまり言葉が出ない。だって、突然送られてきたメッセージには、こう書かれていたから。




『ひなみちゃんへ

　今日は話せなかったけど、また近いうちに会いに行くね。

　楽しみにしていてね。いつか遊ぼうね』




　う、嘘うそでしょ……。なにこれ……。

　このメッセージが誰から送られてきたのかは分からない。アカウントプロフィールを見る限り、特に何も記載されていないから、連絡用に作られた捨てアカウントだと思う。

　でも、この内容って……。




　やっぱり私が聞いたあの声は、幻聴じゃなかった……！




　ということは変な人に付きまとわれているってこと!?

　で、でもどうして!?　まさか……。まさかとは思うけど……。




　これって、ストーカーってこと？




　下校時間を狙って私の後を追い、そしてこのメッセージを送ってくるなんて、ストーカー以外考えられない。

　何の目的で私に近づいてきたのか分からないけど、ストーカーに違いない。

　ど、どうしよう！

　それに、『いつか遊ぼうね』ってことは……。




　もしかして、また接触してくるかも!?




　私は恐怖のあまり、スマホを床に落としてしまった。言葉が喉から出ない。怖くて鳥肌が収まらない。

　蜜柑と帰っていた時から尾行していたというなら、家を特定されていてもおかしくはない。

　もしかしたら、このメッセージを送ってきたストーカーが、今家の外にいるかもしれない。

　怖い。で、でも確認しないと！

　私は震える体をどうにか動かし、カーテンをギュッと握る。

　そしてカーテンを少しだけ開けて、窓の外をそっと覗のぞいてみる。すると、窓から見える数本の電柱の陰に。




　男性らしき人物の影が、うっすらとだが確認することができた。




　人影が目に入った瞬間、私はカーテンをすぐに閉め、その場でしゃがみ込んでしまった。

　いた。いた！　いた!!

　街灯に照らされていたとはいえ、ここからだと少し距離があるからはっきりとは見えなかったけど。

　誰かが電柱の裏にいた。こちらをジッと見ていた。

　こ、怖い！　どうしよう！

　私がブルブルと震えていると、突然部屋のドアをノックする音が聞こえた。

「おーい。ひなみ。そういえば食後にデザート出すのを忘れてたんだけど、食べるー？　あ、それとも今勉強中か？」

　お母さんはそう言いながら、ゆっくりと私の部屋のドアを開ける。そして窓の傍そばでうずくまっている私を見ると、すぐさま駆け寄ってきた。

「お、おい！　ひなみどうした!?　お腹なかでも痛いのか!?　それとも気分でも悪いのか!?」

　お母さんの言葉に安心したためか、私の目から涙が少しだけ流れ落ちる。

　それを見たお母さんはますますパニックになっていった。

「本当にどうしたの!?　学校で何か嫌なことでもあったの!?　お母さんに何でも話してごらん！」

　私は震える唇で、お母さんに先ほどあった出来事を全て伝えた。

　今日の夕方、蜜柑と帰っている時に不審な声が聞こえたこと。

　そしてインスタに変なＤＭが届くと共に、窓から見える電柱の陰に誰かがいたこと。

　全てを伝えると、お母さんは顔色を変えて、目を鋭くした。

「よし、ひなみ。今お父さんいないけど、お母さんが外に行って、様子を見てくるよ」

「ダ、ダメだよ、一人じゃ！」

「大丈夫。何かあったらすぐ戻ってくるから！」

「で、でも……」

「もしものことがあったら、ひなみだけじゃなくて蜜柑も危ないでしょ？　今のうちに確認しておかないと。大丈夫だから、ね？」

「う、うん。分かった。お母さん……」

　私が渋々承諾すると、お母さんは優しく頭を撫なでてくれた。

　私が外に出るのは危ないため、せめて玄関までお母さんを見送ることにした。それぐらいのことは、どうしてもしたかった。

　玄関で靴を履いたお母さんは、静かに鍵を開ける。

「何かあったら、すぐに警察に電話すること。いいね？」

「う、うん……」

　私が頷うなずくと、お母さんはゆっくりとドアを開け、外に出ていった。

　私はお母さんの無事を祈りながら、玄関で待つこと五分。

　ガチャリッ！

　締めたドアの鍵が回る音が聞こえた。

　そしてゆっくりとドアが開くと、目の前には怪しい男、ではなくお母さんが立っていた。

　お母さんの顔を見た瞬間、ホッと一安心して深く息を吐き出した。

「お、お母さん、大丈夫だった……？　何もされてない？」

「大丈夫だよ、ひなみ。お母さん、周りを見て歩いたんだけど、怪しい人なんてどこにもいなかったよ？」

「ほ、本当!?　本当に何もなかったの？」

「うん。大丈夫だったよ」

「で、でも私、確かに見たの！　電柱の陰に人影が！」

　私がつい大声を出すと、お母さんは何な故ぜかクスッと笑い出した。

「あー、あれね。確かに電柱の傍に人がいたけど、随分と若いお姉さんだったよ。多分ひなみと同い年じゃないかな？　向かいの家の子の彼女さんだと思うよ。電話をしていたから、親に迎えに来てもらう様に伝えていたんじゃないかな？」

「ほ、本当!?　男の人じゃなかったの!?」

「うん。どこの高校かは分からないけど、制服を着ていたし、あの見た目だと、とても女装しているようには見えなかったよ」

「そっか……」

　じゃあ、あれはただ単純に私の勘違いだったのかな？

　変なＤＭが届いて、外を確認したら人影が。でもそれは、向かいに住む息子さんの彼女さんだった。

　やっぱり、私が変に気にしすぎたかな……。

「ひなみ。さっきのＤＭや、今日の帰りのことで不安になる気持ちは分かるよ。でもうちには防犯システムがあるし、カメラも付いている。だから、怪しい人が深夜に入ってきても心配ないよ」

「お母さん……」

「今日のことは散々だったけど、しばらく様子を見よう。今日みたいなことが立て続けに起きたら、警察に相談しなきゃだけど、まだ本当にストーカーされてると決まったわけじゃない」

「う、うん。分かった」

「家の周りに不審者はいなかったから、今日は安心してもう寝なさい。何かあったら、すぐに助けを呼ぶんだよ？」

「分かった、お母さん。ありがとうね、わざわざ見回ってくれて」

　私が下を向きながらそう言うと、お母さんはもう一度そっと頭を撫でてくれた。そしてそのまま、優しい言葉をかけられる。

「ひなみは私の娘なんだ。どんな時でも、お母さんは味方なんだから。だから大丈夫だよ。一応、今日のことはお父さんにも後で話しておくから」

「うん」

　私は顔を上げてお母さんの優しい笑顔を見ると、少しだけ元気が出てきた。

　お母さんの言う通り、本当にストーカーされていると決まったわけではない。もしかしたら、アンチの人がただ嫌がらせでやっているだけかもしれない。

　今日はもう寝よう。

　私は最後にお母さんにギュッとハグをしてもらい、そのまま部屋に戻って、眠りについた。




　　　　◇




「それでね、古こ井いちゃん、昨日こういうことがあって……」

「なるほど。確かにそれは不安ね。話してくれてありがとう」

「ううん。むしろお礼を言うのは私の方だよ。こんな重い話を聞いてくれてありがとね」

　次の日の昼休み。

　私は屋上に古井ちゃんを呼び、昨日の出来事について相談をした。

　蜜柑と帰っている時、怪しい声と人の気配を感じたこと。そして、不審なＤＭについてなど。

　本来なら担任の先生とか、大人に相談するべきかもしれないけど、古井ちゃんの方がよっぽど力になってくれると思って、相談をした。

「ひなみ、一つ聞きたいのだけど、そういった嫌がらせ行為は前から受けていたの？　それとも最近？」

「昨日からかな……。前々からアンチの人達から酷ひどいＤＭとかはよく来ていたけど、こういうタイプのは昨日が初めて」

「なるほど……。相手の目的はまだ分からないけど、ストーカーの可能性が高いわね」

「や、やっぱりそうだよね……」

　古井ちゃんの口から『ストーカー』という言葉が出てきた時、私は改めて恐怖を感じた。

　私を尾行して、突然声をかけて、ＤＭをして……。

　こういった行動をする人は、ストーカーである可能性が高い。

　それぐらい私にだって分かっていたけど、それでも少しは違う可能性を信じていた。

　きっとストーカーじゃない。アンチかもしれない。

　そう思いたかった。信じたかったけど、やっぱりストーカーの方が辻つじ褄つまが合うよね。

「ひなみ、心当たりがある人とかいる……？」

「ごめん。分からない。私、あんまり異性の知り合いがいないから……。あ、もしかして、草くさ柳やなぎさんとか？」

「可能性がない、とは言い切れないけど、私は違うと思うわ。だって、あれだけ周囲から注目されておきながら、最後の最後に自分の本性がバレたのよ？　もうこりごりしているだろうし、二度とひなみに近づかないと、約束もしたはず。彼は容疑者から外してもいいと思うわ」

「そっか。じゃあ本当に分からないよ。私、中学時代から周りに女の子しかいなかったし、今は男子もクラスにいるけど、涼りよう君以外とあまり話したことがない。心当たりがないよ」

「となると、恐らくひなみに一方的な好意を抱いている第三者。つまり、一度も会ったことがない人の可能性が高いかもしれないわ」

「私をネットで知って、それでストーカーになったってこと？」

「かもしれないわ」

　あの日──地下鉄通り魔に関する街頭インタビューを受け、私はネットを中心にバズってしまった。

　良いこともあったけど、正直デメリットの方が大きかったかもしれない。

　私がインタビューに応じている画像がネット上で拡散。その結果、不特定多数の人の目に留まり、結果ストーカーにまで繋がってしまった。

　これじゃあ、日本人全員、ううん。世界中の人が容疑者になる。誰が容疑者なのかも分からない。

「古井ちゃん、私どうしたらいいのかな？　警察に相談した方が？」

　私がそう聞くと、古井ちゃんは首を横に振った。

「無理よ。被害が出ないと警察は動けないの。警察が動く時は、基本的に事件が起きてから。起きる前に動くことは稀まれなの。だからこの件を相談しても、夜道は一人で帰らないでね、ぐらいの注意で終わると思うわ」

「そ、そっか……。やっぱりそうだよね。何もまだ被害が出ていないから、警察も動けないよね」

　実質的な被害、例えば暴力を振るわれたとか、ネット上に個人情報などを暴露された、などのことはされていない。

　古井ちゃんの言う通り、相談しても聞き流されるだけかも。

　私が暗い顔をして下を向いていると、古井ちゃんが優しく手を握ってくれた。

「大丈夫よ、ひなみ。私がいるもの。何があっても守るし、ひなみのことを信じている。今話してくれたことだって、嘘うそじゃないって分かるから。だから一人で悩まないで？」

「古井ちゃん……」

　古井ちゃんは私の手を握りながら、優しく微笑ほほえんでくれた。まるで私を安心させる様に。

　そうだ。私には古井ちゃんがいる。他の皆もいる。

　一人じゃないんだ。

「夏休みに入るまでの残り一週間は、私達と登下校を共にしましょう。蜜柑ちゃんのお迎えの時とかも、誰かしらついていくようにするから。二人以上で行動をしていれば、相手もそう簡単には近づけないだろうし、もしかしたらそのうち、ストーカー行為を諦めるかもしれないから」

「そうだね。一人にならない様に意識するね」

「ええ。何かあったら、またすぐに相談してね、ひなみ」

「分かった。ありがとう、古井ちゃん」

「気にしないで。あと、この話はこれ以上誰にも言わないで」

「え？　誰にも？」

「そうよ。噂うわさはすぐに広まる。ストーカーに狙われていることが周囲に知れ渡れば、余計な混乱やパニックを招くだけ。必要以上に周囲に言う必要はないわ」

「そうだよね。うん。分かった！　ありがとう、古井ちゃん！」

「別にいいわよ。だってひなみは私の……友達だから」




　　　　◇




「な、なにぃぃぃぃぃ!?　ひなみにストーカーが!?」

「声がデカすぎ。鼓膜が破れそうになったじゃない」

　古井さんの口からストーカーという言葉を聞いた俺は、思わず大声で叫んでしまった。

　夕食後、自室でゴロゴロしていると、突然古井さんから電話がかかってきた。

　恐る恐る古井さんからの電話に出てみると、話の内容はひなみのストーカーについてだった。

　ヤリ○ンクズ野郎の次はストーカーか。しかも今回は、ひなみの命に関わる問題だ。

　相手が相当ヤバい奴やつだったら、最悪殺されるかもしれない。

「そ、その話、本当なんだよね？」

「当たり前でしょ。冗談でも言う話じゃないわ。今日のお昼休みにひなみから相談を受けてね。一応、この話は内密にお願い」

「なるほど。だから今日の昼休み、二人は教室にいなかったのか……。内密に関しても分かった」

　ひなみは昼休みの時間、いつも友ゆ里りと古井さんと一緒にいる。しかし、今日は珍しく二人共教室におらず、友里だけが取り残されてしまっていた。まあ、友里は俺と一緒に音ゲーをしていたから、特に寂しそうにしていた様子はなかったが。

「相手の特徴とかは分かっているの？」

「いいえ。まだ手がかりすらないわ。インスタに送られてきたＤＭも、捨てアカからだから、特定は難しい。相手の特徴や年齢は一切不明。手がかりがあるとすれば、声だけね。男性の声だったことぐらい。でもこれだけじゃ、何もできない」

「そっか……。これじゃどんな奴がストーカーなのか、皆目見当もつかないな」

「ええ。でも私の予想だけど、相手は学生かフリーター、もしくは無職の可能性が高いわ。サラリーマンではないと思う」

「え？　そうなの？」

「理由はシンプル。下校後にひなみを尾行していたことを考えると、一般的なサラリーマンじゃあまず無理ね。下校の時間帯は仕事をしているはず。だから日中でも動けることを考えると、学生やフリーターなどに絞れる」

「なるほどな。何にせよ、時間がたっぷりある人だったら、結構ヤバそうな感じがする……。一日中ひなみを追いかけ回すことだってできるかもしれないし」

「私も同じ。何をするか全く予想できないし」

　相手が何者かはまだ分からないが、相当な危険人物であることは確定だ。尾行して、ＤＭをして、さらに家までバレているかもしれない。

　そのことを考えると、俺ですら怖くてビビッちまう。

「あと一週間で夏休みに入るから、それまでひなみを一人にしないようにしないとな」

「そうね。登下校は勿もち論ろん、蜜柑ちゃんのお迎えもついていかないと、また狙われるわ」

「そうだな。とりあえず下校時は俺が偶然を装ってひなみにくっつくよ。蜜柑ちゃんをお迎えに行く時も、基本的に俺が行く」

「助かるわ。ひなみの近くに男がいれば、抑止力になると思うし。でも、あまりベタベタしないことね」

「いや……。さすがにストーカーに狙われている時に、ひなみとイチャイチャ何てできないだろ」

「そういう意味じゃないわよ、アホ。仲良く見えすぎると、逆にストーカーから嫉妬されて、危ない展開になるかもしれないでしょ？」

「ああ、そういうことか……。確かに古井さんの言う通りだ」

　ストーカーが男性なのは確実。ひなみが蜜柑ちゃんと帰っている時に、男性の声を背後から聞いたと言っているらしいからな。

　だから同じ男である俺が、ストーカーに見せつける様にひなみとイチャイチャしていたら、相手がどう思うか……。

　非モテな俺でも容易に想像できる。間違いなく嫉妬で取り乱す。

　そうなれば、本当にひなみが危ない。ナイフでも持って、ひなみに襲いかかるかもしれない。

　だからあくまで、ただの友達として近くにいることを心掛けないとな。

「夏休みに入るまで残り一週間あるわ。とりあえず君はひなみの傍そばにずっといること。さっきも言ったけど、ひなみは私にしか相談していない。だから変にストーカーの話題は出さないように。余計な心配はさせたくないし。私はここら辺に怪しい人物がいないか調べるわ」

「オッケー。じゃあ俺が護衛で、古井さんが調査役ってことだな」

「その認識で構わないわ。明日からお願いね。もし何かあったら、すぐに警察に通報しなさい」

「了解」

「あと、この話は絶対に他の人に言わないこと。噂話はすぐに学校中に広まるわ」

「分かっているよ。内密に」

「ええ。じゃあ明日からよろしく。おやすみ」

　古井さんはその言葉を最後に、通話を切った。

　とうとうストーカーまで出てくるとはな……。

　まあ、ひなみは『千年に一人の美少女』と呼ばれているほどの美少女だ。ストーカーが現れてもおかしくないと言えばそうだが。

　しかし、一体どんな奴なんだ……？

　古井さんの話を聞く限りだと、相手は間違いなく男性。未成年の美少女を狙うなんて、まともな奴じゃねぇ。

　ひなみが学校を出るまで、近くでずっと待機して、その後もつけていたなんて恐ろしいよ。

　危ない奴なのは間違いない。何としても守らないと……！




　　　　◇




　古井さんの話を聞いてから、早くも三日が過ぎた今日。

　夕焼け色に染まった空の下を、俺はひなみと蜜柑ちゃんと共に駅まで歩いている。

　古井さんに言われた通り、俺はひなみの傍にずっといるように心がけている。今日も、『蜜柑ちゃんに会いたいから、一緒に行ってもいい？』と、なるべく自然な流れで誘い、そのまま下校している。

　古井さんから相談を受けてから三日が過ぎたが、ストーカーの目撃や嫌がらせ行為は今のところ確認されていない。

　もしかしたら、見えないところからひなみを監視しているのかもしれないが、直接手を出すような被害はない。

　でも油断はできない。今のところ何も起きていないとはいえ、この先何か起きるかもしれない。

　だから今日も蜜柑ちゃんのお迎えを任されたということなので、当然ひなみについていった。

　下校時間になってからもう随分と時間が経たっているが、特に怪しい人は見かけない。というか、俺達三人以外、周囲には人っ子一人いない。

　どうやらこの時間帯は人通りが少ないらしい。

　だとすると、ストーカーからしてみれば絶好のチャンスだ。三日前にこの辺りでひなみに声をかけたのも、納得ができる。

　周囲には電柱や郵便ポストなどがあり、身を隠しながら尾行することができる。

　人がいないこの時間帯を狙って、声をかけたに違いない。

　ま、夏休みに入るまで、俺がひなみの傍にいるから、相手の思うようにはさせないけどな。

「最近、蜜柑によく会いたがっているけど、涼君は小さい子が好きなの？」

　俺がストーカーについて少し考えていると、隣を歩くひなみがそんなことを聞いてきた。

「うん。まあ好きだよ。俺にも妹がいてさ。小さい頃はよく面倒を見ていたから。あ、でもロリコンじゃないからね？」

「ふふっ。大丈夫だよ、涼君。そんな勘違いしないよ。でもちょっと意外だなー。涼君、子供が好きなんだ」

「あ、ああ。好きだよ」

　俺は秘密裏にひなみをストーカーから守っている。そのことを本人は知らない。もし知ってしまったら、余計な心配をさせてしまう。だから黙って傍にいるのだが、馬鹿正直にそんなこと言えるはずがない。

　だから会話の流れに合わせているだけ。といっても、小さい子が好きなのは本当だけど（ロリコンではない）。

「そっか。涼君は子供が好きなんだね……。良いお父さんになりそう」

　ボソッと呟つぶやいたひなみだが、俺の耳は彼女の言葉をキャッチしていた。

　ひなみにそんなことを言われると、たとえお世辞だと分かっていても何か心が躍るな……。

「あ、ありがとうひなみ。もし結婚できたら良いお父さんになれるように頑張るよ」

「う、うん……。え？　待って！　今の言葉、聞こえてたの!?」

「うん。声が小さかったけど聞き取れたよ」

　俺が顔を熱くしながらそう言うと、隣を歩くひなみから『カァァァ』と効果音が聞こえてきた。

　さっきの言葉を聞かれたくなかったのか、ひなみの顔は真っ赤になっていた。また、動揺しているのか、口をパクパクと開け、何か喋しやべろうとしているが、恥ずかしいのか何も言い出せていなかった。

　ちくしょう。可愛かわいいじゃねぇか。

　俺達はお互いのリアクションに気を取られていた、その時だ。

「涼兄、ひな姉。何さっきから顔を赤くしているの……？」

　二人で照れていると、俺達の真ん中を歩く蜜柑ちゃんが突然口を開いた。

　蜜柑ちゃんには当たり前だけどストーカーのことは伝えていない。だから俺達のやり取りがよく理解できず、つい好奇心から聞いてきたのだろう。

「い、いや！　全然大したことじゃないよ……！　本当に！」

　俺が何とか誤ご魔ま化かそうとするのだが……。

「……。なーんか隠しているでしょ？」

　蜜柑ちゃんの言葉に、俺は思わず目を逸そらしてしまった。

　何でこういう時だけ蜜柑ちゃんの勘は働くのかな？　それとも俺の誤魔化し方が下手へただったか？

　どちらにしろ、蜜柑ちゃんにはバレないようにしないと。

「べ、別に何も隠していないぞ？　な、ひなみ？」

「え!?　う、うん！　本当に何もないよ、蜜柑？　お姉ちゃん達は何も隠していないから！」

　俺とひなみが何とか誤魔化そうとするが、しかし蜜柑ちゃんは腕を組み『う～ん』と言いながら、何か考え始める。

　そして数秒後、何か閃ひらめいたのか、突然目をキラキラさせて大声でこんなことを言い出した。

「あっ！　分かった!?　今度一緒にお昼寝しようって話してたんでしょ！」

「「それは絶対に違う！」」

　うん、やっぱり蜜柑ちゃんの勘はまったく鋭くなかったみたいだ。お昼寝という言葉など一言も言っていないのに、何な故ぜそんな勘違いを……。

「蜜柑ちゃん、ちなみに何でそう思ったの？」

　俺がつい好奇心でそう聞くと、よくぞ聞いてくれた、とでも言いたげな顔をしながら、蜜柑ちゃんはこう語る。

「えー。だって、若い男女が話すことって、お菓子とお昼寝ぐらいでしょ？」

「それ蜜柑ちゃんが興味あることだけ言ってない？　蜜柑ちゃんの興味があることと、俺達の興味があることは、一致しないと思うぞ？　さすがにこの年でお菓子とか昼寝なんか考えないし」

「……うそ！　美味おいしいお菓子を食べたいとか考えないの!?　園長先生と一緒にお昼寝したいって考えないの!?」

「普通考えないよ、蜜柑ちゃん。高校に園長先生なんていないし」

　俺がそう言うと、蜜柑ちゃんは深刻そうな顔をしながらひなみのスカートを小さい手でギュッと握る。

「ひな姉……。涼兄は人生を損しているよ。可哀かわいそうだから、今度保育園で一緒にお昼寝とお菓子パーティーしていい？」

「さすがにそれはダメだよ、蜜柑……。それに涼君は蜜柑よりもずっとお兄さんなんだから」

　何故俺は保育園児にここまで同情されないといけないのか……。

　やっぱり蜜柑ちゃんはちょっと不思議だ。

　ひなみは品行方正で完璧な美少女。一方蜜柑ちゃんは常識が通用しないというか、自分の世界で生きる唯一無二の幼女。

　何だ、この姉妹は……。

「ひな姉、今度涼兄とお菓子パーティーでもしよ？　あんまんマンのグミと、仮面ライバーのポテチ買ってきて、一緒にやろう？」

「蜜柑ちゃん……。途中からお菓子パーティーに自分の欲を混ぜてないかい……？」

「うん！　混ぜてるよ！　だって食べたいんだもん！」

「じゃあ、そこにひじきも追加しておくか。お菓子ばかりだと体に悪いし」

「あーっ！　涼兄の意地悪！　ひじき嫌いだからって、わざと入れようとしてる！　やだやだやだやだ！」

　ひじきという言葉を言った瞬間、蜜柑ちゃんは小さな手をギュッと握りしめながら、俺の太ももをパコパコと叩たたき始めた。

　全く痛くないのだが、まあなんだろう……。

　幼女が必死になって抵抗している姿は、何とも可愛らしい。

　ひなみにもこんな時期があったのかな？　イヤイヤ期とか誰でもあるだろうし。

　と、俺がそんなことを考えていると、突然蜜柑ちゃんは太ももを叩く手を止める。

　そして俺の顔をじっと見ながら、何かおねだりするかの様に両手を伸ばした。

「涼兄……。疲れた。おんぶ」

　テンションの浮き沈みが凄すごいなおい……。

　さっきまであんなに必死になってはしゃいでいたというか、沢山喋っていたのに、もうお疲れモードになっているよ。

「こら、蜜柑。家まで頑張って歩きなさい！」

　ひなみが少し厳しく言うが、それでも蜜柑ちゃんは止まらない。

「やーだ！　涼兄の背中で寝たい！　もう疲れた！」

「あはは……。まあいいよ、ひなみ。蜜柑ちゃん眠たそうだし、俺は気にしないからさ」

　このまま何もしなかったら、今すぐにでも蜜柑ちゃんは寝てしまいそうだ。瞼まぶたが半分ぐらい落ちているし。

　やっぱり蜜柑ちゃんは不思議だ。蜜柑ちゃんの行動は本当に読めない……。

「で、でも……涼君」

「いいって。大丈夫。ほら蜜柑ちゃん。おんぶするから」

「うぃ」

　蜜柑ちゃんの返事の後、俺はグッと腰を落として背中を向ける。すると蜜柑ちゃんは全体重を俺の背中に乗せ、そのまま爆速で寝てしまった。首を後ろに向けると、気持ち良さそうな寝顔が見える。

　夢の世界に入るのが速すぎる……。

「涼君、ごめんね。蜜柑がいつも面倒なことばっかりしちゃって」

「全然平気。しかし、あんなにもはしゃいでいたのに、急に眠たくなるなんてな。やっぱり蜜柑ちゃんは本当よく分からないな」

「うん……。姉である私もまだ蜜柑のことを完璧に理解できてないの。だってね、この前も遊ぼって私の部屋に来たと思ったら、やっぱり寝るって言って私のベッドに入っちゃったの」

「なるほど、蜜柑ちゃんはその時の気分とかで、やりたいことがコロコロ変わるのかもしれない」

　思い返せば初めてひなみの家に行った時も、仮面ライバーの物もの真似まねをしたと思ったら、次は謎のインタビューを受けた。蜜柑ちゃんは常に欲望のままに生きているのか。可愛らしいけど、ひなみとタイプが真逆というか全然似ていないが。

「よし、ひなみ。このまま駅まで行くか」

「うん！　蜜柑のわがままに付き合ってくれてありがとうね」

　夕焼け色に染まった空が少しずつ暗くなり始めるこの時。

　俺は蜜柑ちゃんをおんぶしながら、ひなみと楽しく会話をしながら共に駅まで歩いた。

　ひなみとの会話中、俺は警戒を怠らず常に周囲に注意を向けていたが、やはり怪しい人影を見ることはなかった。

　ストーカーは、姿を見せなかった。
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　ひなみがストーカーに狙われてから、あっという間に一週間が過ぎ、とうとう夏休みに突入してしまった。

　登下校の際は必ず俺か古こ井いさんがベッタリとくっ付き、行動を共にしていた甲か斐いがあったのか、ストーカーらしき人物は全く見かけなかった。

　一件落着、と言いたいところだが、正直まだストーカーがひなみを諦めたとは思えない。

　まだひなみのことを狙っている可能性は非常に高い。

　高校生活初の夏休みだというのに、どうにも気持ちが落ち着かない。

　俺はエアコンでキンキンに冷やした自室で、気持ちを紛らわせるために、音ゲーをプレイする。

　ひなみが狙われている理由は、恐らくあの美貌だろう。

　草くさ柳やなぎの件もあって、また全国各地でひなみが話題になっていたし、変な奴やつに目を付けられても、おかしくない。

　だが、夏休みとなるとさすがに常に行動を共にすることは難しいし、ずっと傍そばにいるのは困難だ。

　現に夏休みが始まってから既に一週間ほど経過しているが、ひなみとまだ会ってすらいない。

　本当、何でトラブル続きなんだろうな、俺の高校生活。

　正体がバレないように隠れて生活するつもりが、こうもトラブルが続くとは……。

　と、そんなことを考えていると、音ゲーの方がだいぶ盛り上がってきた。

　もうそろそろしたら、難しいパートに入る。ミスなく乗り切れれば、パーフェクトの称号を得られる。

　よし、もうそろそろしたら鬼パートだ。気合入れないとな！

　俺は少しワクワクしていたためか、スマホを握る手に力が入っていた。

　心の準備はオッケー。さあ来い！

　そう思った直後。

　リリリンッ！

　スマホが着信音と共に振動し、俺の音ゲーの画面が突然着信画面に変わっていた。

　相手は妹の美み智ち香かだった。

　………………。

　ちくしょうまたかよ!!　この展開何回目だよ！

　何故いつも肝心な時にこいつは部屋に入ったり電話をかけてきて、妨害するんだ！

　一体なぜ!?　嫌がらせなの!?　実の兄を苦しめる鬼なの!?

　俺は音ゲーを邪魔された苛いら立だちをどうにか抑えながら、美智香からの電話に出た。

「はい、もしもし。何の御用ですか、美智香」

「おにぃ。電話。出て」

「……え？　いや、今電話に出ているのだが……？」

「だから、家の固定電話の方に電話が来たから、連絡してんの。察してよ、アホ」

「……はい？　ちょっと待て。俺に電話が来ているのは分かった。そして相手も大体予想がつく。だが何故家にいるお前は俺を電話で呼ぶんだ？　その意味が分からん。いつもみたいに部屋に入って知らせればいいだろ？」

　両親は現在不在だが、美智香と俺が家にいる。つまり、何か俺に連絡することがあるなら、わざわざ電話をする必要がない。口頭で十分なはず。俺のスマホに電話をする意図がさっぱり分からん。

　兄として妹の行動理由が全く分からなかったのだが……。

　妹の美智香は衝撃的な言葉を発した。

「え？　いや、普通におにぃの部屋に行くのだるい。ってか入りたくない。ってかなるべくおにぃの存在を目視したくない」

「酷ひどい言葉を三連発も喰くらって、お兄ちゃんもうＨＰ切れで倒れそうなんだけど？　まだ午前十時だよね？　何でこんな午前中から、ＨＰ削られることを言われないといけないんですかね？」

「だって、おにぃめんどくさいんだもん。電話越しでも超だるいし」

　ははー。なるほど。つまり、あれだ。

　美智香は俺の顔が見たくない。部屋に入りたくない。面と向かって話すのがだるい。

　という理由で、美智香はわざわざスマホで知らせているわけだ。

　しかも音ゲーをしている時に。

　よーし、分かった。用が片付いたら美智香には説教が必要だな、こりゃ！

「あー。はいはい。分かった。分かりましたよ。お兄ちゃんは部屋から出て家の方の電話に出ればいいのね」

「よろ。私この後友達と遊ぶから、風呂掃除と洗濯物とトイレ掃除よろしく。じゃ」

「っておい！　何しれっと家事全部俺に丸投げしてんだよ！　電話が来ていることを知らせてくれたのはまあお礼を言うが、家事はお前も一部やるんだ！」

「いや、やったし」

「何をやったんだ？」

「朝食の皿洗い。自分のだけ」

「それやったにカウントされるの!?　自分のだけじゃん！　せめて俺のもやってよ！」

「いや、普通に無理。じゃあおにぃ。後はよろしく。どうせ暇人でしょ？　もしやらなかったら、お仕置きだからね」

「その台詞せりふ、本当は俺が言うべきじゃないのか？　何な故ぜ美智香が言うんだよ……」

「じゃ、バーイ」

　美智香はそう言うと、いきなり電話を切ってしまった。そしてそのまま玄関のドアがガチャリと開く音が聞こえた。

　あんにゃろう……。めんどくさいからって、家事全部を俺に丸投げして友達と遊びに行きやがった。

　ちくしょうー！　確かに俺は暇人だが、この扱いは酷いぞ、我が妹よ。

　はぁー。でもあいつもう家出ちゃったし、文句を言っていても仕方がない。

　俺は渋々部屋を出て、電話の前に行くと、保留ボタンを押してから受話器を耳に当てる。

「……妹にこき使われている慶けい道どう涼りようですが？　古井さんだよね」

「テンションが低いわね。そんな声を聞いていると、私の方まで気分が下がるんだけど？」

　俺がしょんぼりしていると、受話器越しに古井さんがそんな言葉をかける。

　相手は分かっていた。どうせ古井さんだと。というか、古井さん以外にありえない。いつものお決まりのパターンだ。

「それで古井さん。今日は何の御用でしょうか？」

「何で敬語なのよ」

「いや、まあ気分で……」

「あっそう。まあいいわ。君、今日暇だよね？　ひ・ま・だ・よ・ね？」

　古井さんは最後の言葉だけやけに強調して言う。

　そして電話越しだが圧を感じる。お前絶対今日暇人だよなっていう感じの圧が、受話器越しから感じる。

　うわー、嫌な予感しかしない……。ってか古井さんが電話してくる時は、だいたい何かあるもんなー。

「いえ。すみませんが今日は」

「そうよね。今日は暇人だよね。じゃあちょっと付き合いなさい」

「うん、まだ途中までしか言えてないんだけど？　人が話している時に、急に喋しやべらないでくれます、古井さん？」

「何よ、もしかして今日本当に予定でもあるの？」

　そう言われると、返す言葉がない……。

　本当のことを言うと、今日の俺は絶賛暇人だ。もうやることがなさすぎて、暇を持て余している。

　塾には入っていないから夏期講習とかも特にない。入塾しなくても夏期講習だけ受けられるサービスを親から勧められたが、俺は全部断っている。去年は受験生だったから、今年の夏ぐらい、勉強漬けの生活をしたくない。

　また、学校の宿題も八月の後半ぐらいから始めれば終わるはず。

　塾にも行かず、宿題も後回しにしている帰宅部の俺にとって、夏休みは予定がある日の方が圧倒的に少ない。

　しかしだ。

　一日やることがなく、ダラダラできる日々を俺はなるべく無駄にしたくない。

　悪い古井さん、一体何の用で俺に電話してきたか分からんが、よっぽどのことがない限り、断らせてもらうぜ。

「ああ、まあ一応……。というこ」

「じゃあ、今日の十八時に集合ね。よろしく」

「今までの会話の流れからいつ予定が決まった!?　まだ何も話してないよね？　あと、俺が話している途中で、割り込まないでくれません!?」

　相変わらずの古井さんのペースに、俺は思わずツッコミを入れてしまった。

　古井さんは自分にとって都合の悪い情報が頭の中に入ると、自動で弾はじき返すシステムでも備わっているのか？

　俺が断ろうとしても、すぐに無視して勝手に予定とか決めちゃうし……。

「別にいいじゃない。暇人な君を、私がお食事に誘ってあげるのよ？　少しは感謝して、承諾しなさい」

「遊びの用って、夜ご飯を食べることかよ……。しかし、何で急に夜ご飯を？」

「気分。あと、リアルで君をいじめたい」

　いや……少しは本音を隠してくださいよ、古井さん。

　別にツンデレヒロインみたいに『べ、別にあんたとご飯を一緒に食べたくて誘った訳じゃないんだからね！　勘違いしないでね！』という感じの台詞は求めてないけどさ。

　よくもまあ、ここまで自分の欲を正直に話せるな……。

「その理由で俺が承諾するとでも？」

「えぇっ!?　しないの!?　どうして!?　何かあったの!?」

「普段なら喜んで承諾するのに、今日はどうしたのって感じのリアクションしないでくれません!?　確かにいつも古井さんからいじられてるけど、別にそこまで落ちてないから！」

「深刻だわ……。きっと禁断症状でも出ているんだわ。すぐにでも病院に」

「いや別に夏休みに入って古井さんのいじりがなくなったからといって、禁断症状が出るわけじゃないから！」

「今君が住んでいる国名とか答えられる？　今が令和何年か分かる？」

「あの……、人をおちょくるのもいい加減にしてくれません、古井さん？　そろそろ電話切りますよ？」

　俺がそう言うと、古井さんは『ちぇ』と言い、話題を元に戻した。

「話が脱線したけど、今日の夕方六時にちょっと外食に付き合ってくれない？　前から気になっていたお店があってね。そこで色々と話したいことがあるから」

「何故俺なんだ……。ひなみや友ゆ里りがいるだろう」

「まあ彼女達でもいいけど、君は全国の男子高校生の中でトップクラスな暇人でしょ？　だからまあ、誘うなら君の方が良いかなと思ってね。あと」

「あと？」

「ひなみのストーカーの件で少し話したいから。だから今日の夜にご飯でも食べながら、どう？」

　なるほど。本題はひなみのストーカーの件だったのか。

「はぁー。分かった。古井さんに付き合うよ」

「ありがとう。助かるわ。暇人な慶道涼さん」

「うるせぇ。古井さんのバーカ」

「随分と可愛かわいい暴言ね。可愛いから許してあげるわ」

「そりゃどうも」

「ええ。じゃあ、集合場所なんだけど」

　俺はその後、古井さんから集合場所を聞いた。

　そして夏休みの最初の予定がたった今決まったのだった。




　　　　◇




「待ち合わせの五分前に既に待機しているとはね。感心するわ。偉いわね」

　俺が待ち合わせ場所でスマホをいじっていると、いつの間にか真っ白なワンピースを着た古井さんが目の前に立っていた。

　古井さんにしては珍しい服装だ。ちょっとイメージとは違う。あのドＳがこうも清せい楚そ系な服を着てくると、どうしても普段とのギャップのせいで、新鮮に感じる。

「ああ。古井さんを待たせたら殺されると思ってね……。だから早めに」

「素晴らしい心掛けね。順調に私のペットになっていてよろしい」

「誰がペットだ……」

「間違えたわ、失礼。ペットじゃないわね」

「そうそう。俺はペットじゃない」

「下僕」

「うん、それも違う。さっきと言葉が違うだけで、だいたい意味合いは同じじゃない？」

「それもそうね。あと、五分前行動ができているのは素晴らしいけど、まだ一つ足りないわね。なんだか分かる？」

「え？　何？　足りないこと？」

　俺は古井さんの言葉に首を傾かしげる。すると古井さんは、突然目を鋭くして俺の顔をじっと見つめてきた。何か訴えている様に見えるが、俺には全く分からない。

　な、何で急に顔を近づけて俺を見つめるんだ？

「女の子が私服を着てたらまずは褒める。これは鉄則よ。初対面の人に対していきなり言うのはあれだけど、君と私との関係性なら褒めるべき。これをやらないと、いつまでたっても彼女はできないわよ？」

　そういうパターンかよ！　そして意外とマシなこと言っているじゃねぇか！

　確かに女子の私服姿は褒めた方が良いよな。相手も準備してきたと思うし。

「さあ褒めなさい。『うわぁ～、あの古井様がこんなにもオシャレで可愛らしい服装で来るなんて、下僕である私はとても嬉うれしいです～』という感じの台詞で」

「普通に可愛いですねー（棒読み）」

　俺が古井さんの要求を無視して、死んだ魚の様な目をしながら棒読みで言った途端、俺の右足のつま先から鋭い痛みが全身に走った。それもそのはず。

　怒りで頬ほおを膨らませた古井さんが、俺の右足のつま先を思い切りかかとで踏んできたのだ。

「いった！　古井さん、それは反則でしょ！」

「は？　偶然虫がいただけだから。君の足先に虫が付いていたから、踏んであげただけだから。むしろ感謝しなさい」

「こ、この人……！」

　俺は痛みに必死に耐えながら古井さんを睨にらみつける。

　しかし、古井さんは『ふんっ』と不機嫌そうに鼻を鳴らし、そのまま俺を置いて一人で歩き始めてしまった。

「あっ！　ちょっと古井さん待ってよ！」

　俺は痛みに耐えながら、彼女の後ろを必死に追いかける。




　　　　◇




　待ち合わせ場所で合流した後、俺達はとある洋食店に入り、そのまま夜ご飯を食べ始めた。

　俺はステーキを注文し、一方古井さんはサラダ風のパスタを注文した。

　お互い食事をしながら、会話を進める。

「ひなみの件があるにしても、古井さんが俺を夜ご飯に誘うなんて、本当珍しいよね」

「まあね。今キャンペーン中でね。カップルだと、会計の時に二割引きになるのよ。前から食べてみたいと思っていたから、チャンスと思って誘ったの」

「現金かよ……」

「あら、悲しそうね。もしかして、ちょっと期待しちゃった？」

「そんなわけあるか」

「顔に書いてあるわよ。期待して損したって」

「別に期待はしてないって」

　期待していない、というのは正直嘘うそになってしまうかもしれない。少しはワクワクしていた。実際、古井さんが私服姿で、しかもワンピースを着てきた時は、不覚にもドキッとしてしまった。

　しかし、今こうして話してみると、好意から誘った感じではないことぐらい、すぐに分かる。

　学校でよく話すいつもの古井さんだ。俺を執しつ拗ようにいじり、そして何な故ぜか全てを見通しているかの様な顔。

　本当、いつもの古井さんだ。単純に付き合わされているだけだな。

「でも、君とは入学当初からの付き合いだけど、こうして外食を共にするのは初めてね」

「確かに言われてみればそうだね。二人っきりは初だ」

「やっぱりドキドキしているでしょ？」

「帰ってもいいですか？」

「うーそ。冗談よ」

　古井さんはクスッと笑うと、パスタをフォークで巻き、そのまま小さな口に運び込む。

　そして口に入れたパスタをモグモグと食べ終えたところで、本題を促す。

「それで古井さん。単純にご飯を楽しみにきたわけじゃないでしょ？　ひなみに関して何かあった？」

「ええ。まあ少しね」

「もしかして、夏休みに入ってから、何か事件でも？」

「いいえ。まだ何も起きていないわ。ただ、妙な投稿をＳＮＳ上で見つけてね」

　古井さんはポケットからスマホを取り出し、とある画面を俺に見せてくれた。

「これって、Ｘの投稿じゃないか」

　彼女が見せてくれたのは、Ｘの投稿画像だ。投稿された内容をスクリーンショットで保存し、何枚かスライドしてくれる。

　どうやらその全てが同じ人による投稿だ。

　アカウント名は、『むしょくとうめい』。名前の由来は全く分からず、アカウント画像も載せていないため、どんな容姿の人なのかも分からない。

　俺は『むしょくとうめい』さんの投稿内容に目を通すが……。

　正直、息を呑のんだ。








『むしょくとうめい』　六月二十七日　午前三時十五分

　はぁー。あの草柳とかいう野郎、むかつくぜ。俺の女に手を出しやがって！

　ひなみちゃんは俺のものだ！　俺が彼女を守るんだよ！




『むしょくとうめい』　六月二十八日　午前二時三分

　はぁー。ひなみちゃん、マジで可愛いな～。

　俺の嫁だよ。君と出会えて本当に嬉しい。いつか会いに行きたいな……。

　ヤバい。本当に会いたい。俺のものにしたい。




『むしょくとうめい』　七月八日　午前四時二十分

　いつひなみちゃんの前に危ない奴やつが現れるか分からない。

　俺が傍そばで彼女を守ってあげないとな……。

　俺はどうせ暇だし、彼女の家でも特定して護衛をしようかな？

　いや、普通にこれストーカーじゃね？

　でも別にいいか。

　俺と結ばれているし。









　これがざっと見た投稿の内容だ。

　まだ他にもいくつか投稿はあったが、俺はこの辺でギブアップしてしまった……。

　何だこれ。気持ち悪いぞ。

　ひなみのアンチ、ということではないが、それでも別の意味でヤバい奴にしか見えない。

　この投稿内容を見る限り、かなりひなみに固執している。ファンの域を超えているぞ。

「古井さん、もしかしてこいつが……？」

「恐らくね。といっても、まだ決定的な証拠がないから、絶対とは言い切れないけど。でも可能性は高いわ。Ｘに何かヒントはないかと思って、探していたの。そしたら偶然見つけてしまってね。相手が鍵垢じゃなかったのが救いよ。もし鍵垢だったら、ここにたどり着けなかった」

「しかし、何でこの『むしょくとうめい』って人は、ひなみにここまで固執しているんだ？　ただ好きなら別にいいけど、ストーカー行為にまで発展するなんて、何が原因なんだ？」

「恐らく、体育祭の草柳の言動でしょうね？」

「え？　あいつが？」

　古井さんはスマホをしまった後、自分が立てた仮説を話し始める。

「今までこの『むしょくとうめい』って人にとって、ひなみはアイドル的な存在だった。誰のものにもならず、自分だけのアイドルだと。でも草柳が体育祭で偽物のヒーローと名乗り、ひなみを自分のものにしようとした。それが許せなかったと同時に、また似た男が現れるかもしれない。自分のアイドルが盗とられるかもしれない」

「盗られるぐらいなら、いっそ自分のものにしてしまおうと思って、こんなことを？」

「ええ。恐らくね。草柳の行動が、この人の心を悪い方へと向かう起爆剤にでもなってしまったみたい」

　元々ひなみに対して強い好意があるなら、彼女の姿が全国放送されて以降、すぐにアプローチしていてもおかしくない。

　しかし、事件からだいぶ経過した今、突然動き出したことを考えると、古井さんの言う通り、体育祭が絡んでいるんだろうな。

　草柳の野郎……、本当に余計なことをしやがって……！

「古井さん、疑わしい相手のＸアカウントは特定できたけど、この後の行動はどうする？　何か策はあるんでしょ？」

　俺はナイフでステーキを切りながら、古井さんの目を見る。すると、古井さんは『待ってました』と言いたげな目をしていた。

　古井さんが何の策もなしに俺を誘うはずがない。

　俺よりも圧倒的に頭が良い古井さんなんだから、作戦の一つぐらいあるはずだ。

　入学してからの付き合いだが、なんとなく分かる。

「そうね、勿もち論ろんあるわ。ただ、必ず捕まえられるとは限らない。そこだけは頭に入れておいて」

「了解！　で、どんな策で相手を捕まえるんだ？」

　俺がそう聞くと、古井さんは先ほどとは別の画像を俺に見せ、話を始めた。

「来週の土曜日にひなみは買い物に行くのだけど、どうやらそれが特定されているらしいの。これを見て」

　古井さんが見せてきた画面には、こんな投稿内容が表示されていた。








『むしょくとうめい』　七月二十五日　午前三時二十分

　さて。来週の土曜日に出かけるみたいだから、こっそりついていこうかなー。

　俺が陰から彼女を守ってあげないとね。









　投稿内容を見た俺は、絶句してしまった。

　このストーカー。理由は分からないが、ひなみが来週の土曜日に出かけることを把握しているぞ……。

　な、何でだ……？

「『どうして行動を把握しているんだ？』とでも言いたげな顔をしているわね」

「ああ。その通りだよ。何でこいつ、ひなみの行動を知っているんだ？」

「さすがに私も分からないわ。ひなみと私の二人で、土曜日に買い物に行く予定なのだけど、何故漏れているのか謎よ。誰にも言っていないし。でも、このストーカーは私達の存在に気づいていない。だからそれを利用して、君がひなみを尾行しなさい」

「お、俺がこっそりとひなみと古井さんを尾行するのか？」

「ええ。私達を尾行し、怪しい人を探してほしいの。ひなみはまだこのことを知らない。もし知ってしまったら、彼女にとってかなりの恐怖とストレスになる。だからバレないように尾行し、捕まえなさい。君にしかできないことよ？」

「俺にしか……できない」

　何故漏れているのかは本当に分からない。ひなみがＳＮＳで呟つぶやくはずがない。古井さんもそうだ。なのに何故……。

　原因は分からない。でも、確かにこれは俺にしかできないことだ。

　来週の土曜日に古井さんとひなみが買い物に行く。ひなみの傍に古井さんがいるとはいえ、彼女だって小柄な女子だ。

　もしストーカーが巨漢だったらいくら何でも守るのは無理だ。

　これは……男の俺にしかできないことだ。

「了解。任せろ。俺が古井さん達を尾行するよ。だから古井さんはずっとひなみの傍にいてくれ」

　俺がそう言うと、古井さんは嬉うれしそうにニッコリと笑った。

　そしてそのまま、俺の頭に手を乗せ優しく撫なで始めた。

「さすがね。そう言ってくれると思ったわ。ありがとう」

「べ、別にいいよ。ひなみは大切な友達だし。守りたい気持ちは本当だから」

「そう。君が居てくれて助かる」

　そして俺の頭を優しく撫でながら、古井さんは最後にこんなことを言ってきた。

「当日はよろしくね、私の子犬ちゃん」

「おいこら、誰が犬だよ」

　……。この人、俺のことを犬だと思って頭を撫でていたのかよ！

　ペットがご主人様の命令を守り、ご褒美に頭を撫でられている時と同じじゃねぇか！

「こ、古井さん。俺のことを犬だと思って撫でているよね」

「うん」

「うん!?　即答かよ！」

　結局、どこまでいっても、古井さんは俺を下僕またはペットとして見ているようだ。

　少しばかり落胆する俺。すると、古井さんは頭を撫でるのをやめて、俺の右耳を引っ張り、そして。

「でも、ひなみや周囲の人が知らなくても、私だけは君の頑張りを知っているから、安心しなさい。ね？」

　小さな声でそう囁ささやいてきた。

　古井さんの吐息と囁きに、俺の体は急に熱くなってしまった。恥ずかしさと動揺のせいで、何も言えなくなる。

　こ、この人……。

　飴あめと鞭むちを完璧に使いこなしているじゃねぇか！







[image: 第四話　電話]




　古こ井いさんと夜ご飯を食べ終えた後、そのまま解散し自宅に直行した。

　ベッドの上で横になりながら、部屋に置いてある時計を見ると、時刻は既に二十一時を少し過ぎていた。

　もうそろそろしたら、風呂にでも入って、アニメを見ながら寝るとするか。

　俺は音ゲーアプリを閉じ、体を起こしたその時だ。

　リリリンッ！

　俺のスマホに電話がかかってきた。画面を見てみると、相手は何とひなみだった。

　え、何で急に電話を……？

　突然電話がかかってきたことに困惑するが、俺はすぐさま危機感を抱いた。

　用もなく電話をかけてくるとは思えない。つまりこの電話は何か緊急性があるかもしれない。

　そのことを考えると……。




　ストーカーに今襲われているのかもしれない……！




　だから助けを求めるために電話をかけてきたのか！

　俺はすぐにひなみの電話に出ると、まっさきに大声を出した。

「ひなみ！　大丈夫か！　今どこに!?」

「え、ええ!?　ど、どうしたの!?　涼りよう君！」

　……あれ？

　電話に出てみると、ひなみの声は至って普通だった。俺の大声に驚いていたとはいえ、何か変わった様子はない。

　いつものひなみが電話越しにいたのだ。

「ひなみ……。危機的状況で、俺に電話をかけてきたんじゃないのか……？」

「う、ううん！　違うよ！」

「えぇ!?　違うの!?　こんな時間帯に電話がかかってきたから、つい助けを求めているのかと……」

「ううん。ちょっと涼君と話したいなーっと思ってね」

「俺と？」

「うん。今時間大丈夫？」

「全然平気だよ」

「ありがとう、涼君」

　ひなみは一度お礼を言うと、そのまま話の本題へと入っていった。

「涼君、さっき古井ちゃんからお話を聞いたよ。古井ちゃんと夜ご飯を食べに行ったんでしょ？」

　おいおい、もう話していたのかよ。ストーカーのことはひなみに言っていないと思うけど、食べに行った報告だけはしていたか。

　あの人のことだ。多分、ひなみに『今日は下僕とご飯を食べに行ったわ』とでも言ったに違いない。

「あ、ああ。珍しく古井さんに誘われてな。どうやら前から食べに行きたかった店があったみたいで、カップル割を使って行ったんだ。まあ、本当は俺達付き合ってないけどね……」

　俺達が先ほど食べた店は、『カップル割』というキャンペーンを実施していた。

　カップルで店に来店すると、少しだけ割り引きになるとのこと。古井さんはそれを狙って俺を誘ったのだ。

　あの現金な奴やつめ……。

「古井さんはいつも俺をこき使うよ。いきなり誘われて、ひたすらいじられたし」

「ふふっ。そうだね。でも、好かれている証拠だよ。古井ちゃん、気に入った人しかいじらないし」

「そうかもしれないが……、もうちょっとお手柔らかにお願いしたい……」

「じゃあ、今度私から言ってみるよ。涼君が古井ちゃんの悪口を言っていたから、優しくしてあげてって」

「おいやめろ！　それを言ったら、俺の高校生活が終わりを迎える！」

「冗談だよ、涼君。ちょっと私もからかっちゃった……」

「なんか、ひなみにからかわれるのは初めてだな」

「そうだね。入学当初から話しているけど、今日が初めてだね。……私ね、最近ちょっと悩み事があって。でも、不思議なんだ。涼君と話していると、心が落ち着くの。安心する。だから電話をかけたの」

「悩み事……」

　間違いない。ストーカーのことだ。

　だがひなみは余計な心配をさせないために、古井さんにしか相談していない。

　俺は地下鉄のこともあり、古井さんから信用されて話を聞くことができたが、でもひなみはそのことを知らない。

　ひなみは、俺が裏でストーカーを撃退しようと動いていることを、全く知らない。

「悩み事か。まあ誰にだってあるよ。人には言えなくて、悩むこともあるだろうし。もし心配になったり、不安になったらいつでも言ってくれ」

「涼君……。ありがとう。凄すごく元気が出た！」

「そっか。そりゃ良かった。じゃあ、そろそろ俺は風呂に入るよ。もしまた悩んだりしたら、いつでも言ってくれ」

「うん。ありがとう、涼君！　あ！　待って！」

「ん？　どうした？」

　俺が電話を切ろうとした時、ひなみの呼び止める声が聞こえた。そして、どこか恥ずかしそうにしながらひなみは喋しやべる。

「あ、あのね涼君。そ、その……」

「お、おう」

「用がなくても、毎日電話をしちゃダメ……？」

「…………え？」

　ひなみの言葉を聞いた時、俺の頭は理解が追いつかなかった。

　え、どういうことだ？　毎日電話をしてもいいかってそのままの意味で受け取っていいんだよね？

　俺はひなみの言葉をしばらく反はん芻すうして、ようやく理解することができた。

「もしかして、毎日電話していいかって意味か？」

　俺がそう聞くと、

「う、うにゅ……」

　恥ずかしさと声の小ささから、そんな可愛かわいらしい声がスマホから聞こえてきた。

　つまり、ひなみの言いたいこととしては……毎日電話をしてもいいかってことだ。

「や、やっぱり嫌だよね！　こんな私なんかと毎日電話だなんて、迷惑だよね！　ご、ごめんね。本当、私何を言っているんだろう……。じゃ、じゃあ電話切るね！　相談に乗ってくれてありがとう！」

「待ってひなみ！」

　俺がそう言うと、ひなみは電話を切らずにそのまま待ってくれた。

「べ、別に俺は気にしないよ。毎日電話しても俺はいいよ……」

　恥ずかしさのせいで、一気に顔が熱くなる。

　夏の暑さとは違って、体の内側からじわじわと体温が上がっていく。

「ほ、本当……？　迷惑じゃない……？」

「うん。俺は全然だよ。嫌じゃないよ」

　ストーカーに狙われていることを考えると、ひなみの気持ちは落ち着かないはずだ。
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　もしかしたら、今この瞬間も見られているかもしれない。そう考えると、家族がいる夜だって不安のはず。

　だからきっと、恐怖を感じたくなくて、寝る直前まで誰かと話がしたいんだろう。

「いくらでも付き合うよ。だから遠慮しないでくれ」

「本当!?　ありがとう！　じゃ、じゃあまた明日も電話していい？」

　俺がそう言うと、先ほどまで少し震えていたひなみの声が、一気に明るくなった。

「勿もち論ろん！　今日と同じ時間なら、俺は全然大丈夫だよ」

「うん、分かった。ありがとうね、涼君」

「ああ。じゃあまた明日」

「お休み、涼君」

「お休み、ひなみ」

　お互いに挨拶をした後、電話を切った。

　さて。そろそろ風呂に入ろう。俺はスマホをベッドに置き、風呂場へと向かう。

　しかしあれだな。明日から毎日ひなみと電話するのか……。

　これはこれでなんだろうな。めっちゃ嬉うれしくないか……？

　相手はあの『千年に一人の美少女』だ。誰もが話したがる完璧美少女と夜に二人で電話だなんてな。

　これ……、もしこの事実が世間に漏れたらストーカーに関係なく、俺まで狙われそうじゃね？

　と、俺はそんなことを考えながら、シャワーを浴びたのだった。




　こうして、古井さんから作戦を聞き、そしてひなみと毎日電話をすることとなった。

　勿論、ひなみが俺のことが好きだから電話をする、というわけではないはずだ。

　単純に夜も不安だから、暇な俺ならいい話し相手になってくれると思って、頼んだに違いない。

　俺のことが好きだから、というのはまずあり得ないだろう。変な妄想をして勘違いをしたら、後々痛い目を見るのは俺の方だ。

　そして次の土曜日まで、約束通り俺とひなみは毎日夜な夜な電話をしたのだった。

　例えば、夏休みの予定とか、今日の夜ご飯の話とか、蜜み柑かんちゃんの話とか。

　正直、話の内容は至って普通。ただの雑談だ。

　こんな俺なんかが話し相手でいいのかと思いつつも、時折笑ってくれるひなみの声を聞くと、不思議とそう思わなくなった。

　よく笑って、沢山話を振ってくれて、よく俺の話を聞いてくれる。

　俺まで楽しくなって、ついつい話しすぎてしまう時もあった。

　毎日電話をしているうちに、俺はいつの間にかひなみとの電話の時間が楽しみになっていた。
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　時は流れ、ついに作戦当日を迎える。

　古こ井いさんの作戦を元に、俺達はストーカーを誘おびき出し、そして捕まえる。

　古井さんは傍そばでひなみを守り、一方俺は怪しまれない様に二人を尾行し、ストーカーがいないか確認する。

　この作戦が上手うまくいけば、ストーカーの野郎を捕まえることができる。

　俺は自室で姿見を見ながら、帽子を被かぶり服装をチェックする。

　下は薄手の黒の長ズボンに、上は白のＴシャツ。そして目が隠れるギリギリまで帽子を深く被る。

　他の人からすれば、顔は見えづらいだろうが服装はそこまで変じゃないはず。

　一人で買い物に来たただの男、というのが周囲の印象だろうな。

　これなら大丈夫だ。俺はそのままスマホと財布を持ち、部屋を出る。そして、古井さんに『準備オッケー。これから向かう』とメッセージを送り、家を出た。




　　　　◇




「うわー！　見て見て古井ちゃん！　この服すっごく可愛くない!?　って、あっちにもオシャレな服があるよ！」

「ええそうね。でもちょっと落ち着きなさいって。もう……。手を引っ張らないでよ」

　ひなみは古井さんの注意を無視して、彼女の手をグイグイ引っ張り、店内のあちこちを歩き回る。

　俺が家を出てから、既に一時間近くが経過した。

　ストーカーがいつどこから俺達を見ているのか分からないので、下手へたに合流はせず、別々で行動をしている。

　ショッピングモールの最寄り駅で古井さんとひなみが合流。そのままショッピングモールまで行き、俺はその跡を静かに尾行している。

　そして今はショッピングモール内に置いてあるベンチに座り、スマホを触るふりしながら、適宜二人の様子を見守る。声がギリギリ聞こえる範囲にベンチがあるため、二人が話している内容は聞き取れる。

　今のところ怪しい人影は見当たらない。

　せいぜい、すれ違う人達が『おい、何だあの美少女は？』とざわつくぐらいだ。まあ、ひなみや古井さんを見慣れていない人からすれば、あんな美少女が二人して歩いているわけだから、目を引かないはずがない。

　周囲の視線を若干気にしつつも、二人は普通に買い物をしている。

「うわー！　見て古井ちゃん！　この服もすっごく可愛かわいいよ！　迷っちゃうなー」

　ひなみは手に持っている二着の服をじっと見て、どちらがより自分に似合うかチェックしている。

　目をキラキラ輝かせているひなみを見ていると、昔のことを思い出す。

　古井さんに無理やりデートをさせられたあの日、ひなみはウキウキしながら可愛い服を選んでいたよな。

　ひなみは天然で少しドジな一面もある。

　でもまあ、楽しめているようだし、傍には一応古井さんもいるから大丈夫か。

「ひなみは何でも似合うから別にどれでもいいんじゃないかしら？」

「もうちょっとちゃんと見てよー。古井ちゃん！」

「はいはい。でもひなみ。そろそろ、『あれ』を買ったらどうかしら……？」

「ああ、そうだね！　そろそろ試着しようかな！」

　……え、あれ？　あれって何だ？

　古井さんが言っていた『あれ』の言葉の意味がよく理解できなかったが、まあいいか。

　ひなみのファッションショーは前のデートで既に慣れている。

　確かにひなみのファッションショーの破壊力はヤバい。『千年に一人の美少女』と呼ばれるぐらいだから、基本的にどんな服も似合う。

　だが、その中でも特に彼女にピッタリの服を着るとどうなるのか。もう正直に言って、理性がぶっ壊れそうになる。

　良い意味で破壊力の塊だ。

　でも、今回はそれを逆手にとって、異様に食いつく怪しい男がいたら、ストーカーの可能性が高い。

「じゃあ古井ちゃん、待っててね！」

「はいはい。早くしてよ」

　ひなみはそう言うと、そのまま何着か服を持って試着室に入ってしまった。目を凝らしたが、やっぱり距離が少しあるため、はっきりとは見えなかった。

　一体どんな服を着るんだか……。

　俺はひなみが出てくるまでの間、もう一度店内、そして周囲の人達に目を向ける。

　ひなみの可愛さに目が釘くぎ付づけになっている人はいたが、どの人も見た目や挙動から怪しさはなかった。

　見た目で判断するのもよくないが、大学生や俺と年の近い学生ばかりで、正直あんな投稿をするストーカーがいるようには見えない。どの男も陽キャオーラ全開だ。

　多分、警戒対象から外しても大丈夫だ。それ以外でだと、特になし……だな。

　俺が周囲を警戒している時だ。

「じゃあ古井ちゃん開けるねー」

　ひなみの弾んだ声が俺の耳に届いた。俺はどんな服を着ているのか興味本位で見ていたのだが……。

　俺は後悔してしまった。

　もっと正確に言うなら、見てしまったことに対する後悔ではなく、油断してしまったことに対する強い後悔だった。

「どう古井ちゃん！　似合うかな!?」

　そう言いながら現れたひなみは……。




　水着姿だった。




　ああああ！　目がぁぁぁぁぁぁ！

　何でただ水着を着ただけなのに、あんなにも神々しいんだよっ!?

　俺はひなみの可愛らしい姿と、普段の生活では見えない部位──へそや脇、太ももなどに、理性が破壊されそうになってしまった。

　目を瞑つぶって直視しない様にしたことで何とかなったが、ありゃ破壊力の塊だ。

　目を瞑っていても、ひなみの方角から眩まぶしい光を感じる……！

　それに、この反応はどうやら俺だけじゃないみたいだ。

　試着室から出た瞬間、店内にいる女性店員ですら畳んでいた服を無意識に落とし、ひなみの方を直視していた。

　胸の膨らみがダイレクトに伝わる水玉模様の水着。それにプラスして、ボトムの方はもうあと少しズレたら見えてしまう、というぐらいのスレスレまで攻めたものになっていた。

　ひなみは決して狙っているわけではない。だが彼女は天然だ。

　今の自分の格好がどれほど男達の目を奪うのかまるで分かっていない。

　天然って本当に怖いな、おい……。あれの正体は、水着だったのか。

　今は夏休みだ。水着を選んでもおかしくはない。

　ひなみはピョンピョンと試着室で跳ねながら、そのまま一回転する。たぶん、動きやすさとかをチェックしていると思うのだが、俺からしてみると胸が上下に激しく揺れて、目のやり場に困る……。

「まあ良いんじゃない？　似合うと思うわ」

「本当!?　やったー！　じゃあこれにしようかな！　プールの時が楽しみ！」

「そうね。ま、ひなみは何を着ても似合うから、羨ましいわ」

「そんなことないよー！　古井ちゃんだって可愛いじゃん！　小さくてお人形さんみたいに綺き麗れいな顔だから羨ましい！」

「でも、身体的な成長は負けているわよ……。はは……」

　古井さんは目の前にあるひなみの胸を見ながら、虚むなしそうに呟く。

　確かに古井さんもとびっきり可愛いが、身長は小さくて、胸も正直……。だからひなみと古井さんとでは、似合う系統が違う気がする。

　大人の女性としての綺麗さと、小柄を活いかした可愛さは、別物だと思う。

「じゃあ、とりあえず水着はそれで決定ね。他に買う物はあるかしら？」

「ううん！　このお店で買いたいのはこれくらいかな！　大丈夫！」

「そう。じゃあ、着替えたら別のお店も覗のぞいてみましょう」

「うん！」

　さて、会話を聞く限り別の店に行くみたいだな。

　確か次に向かう店はどこだっけな？

　俺は古井さんとのトーク履歴を遡り、次に向かう店の確認をする。一応、今日の行動プランに関しては、事前に古井さんから聞いている。最悪、はぐれてしまってもすぐに見つけられるようにな。

　えーと、次はこことはまた別の洋服店に行くのか。

　本当、女子って服が好きだよなー。次の店では何の服を買うのやら……。

「じゃあ古井ちゃん、着替えるからちょっと待ってて！」

「はいはい。なるべく早くしてね」

「勿もち論ろん！　あっ！　そうだ」

「うん？　どうしたの？」

　ひなみは試着室のドアを閉める直前、何かを思い出したのか、動きがピタリと止まる。

　そして古井さんの顔をジーッと見た後、こんなことを言い出した。

「古井ちゃんの水着も選ぼうよ！」

　この言葉に、珍しく古井さんの動きがピタリと止まった……。

　そして顔から感情が全て消え、人形の様に無表情となっていた。急な展開に動揺し、考えが追いついていないみたいだ。珍しい……。

　あの表情から察するに、俺に見られるのを知っていて戸惑っている感じか？

「……え、いや、私はいいわよ。ほら、早く着替えて」

「でも古井ちゃん、ここしばらく水着買ってないでしょ？　今日新しいの買おうよ！　絶対可愛いのがあるよ！」

　ひなみ！　その台詞せりふって『しばらく成長していないから水着を買わなかった』という意味に取られるぞ!?

　ヤバい。ひなみの天然さが古井さんの顔をどんどん赤くしていく。

　普段は全く動揺せず、むしろ人をいじめるのに快感を覚えているあの人が……。

　耳まで真っ赤になっているじゃねぇか！

　ひなみ、お前はやっぱり凄すごいよ。天然だからこそできることだよ。

「いいから！　私のはまた今度！」

「ダーメ！　せっかく時間あるんだし買おうよ！　ね？」

　水着姿のひなみは可愛らしく首を傾かしげ、古井さんの反応を窺うかがう。ひなみの天然さ、そしてその可愛さに心が折れたのか、

「わ、分かったわよ……。馬鹿」

　古井さんは恥ずかしそうに声を震わせながら、承諾したのだった。

「やったー！　じゃあすぐに着替えるから、待っててね！」

　今度こそひなみは試着室のドアを閉めた。

　第三者から見たら、今どきの女子高校生が水着を選んでいる様に見えるはず。だから、ストーカーの男には警戒はされてないと思うから、そこだけは良い。

　だが、俺は正直困っちまうよ……。

　監視しなきゃいけないから、目のやり場に困るじゃねぇか。

　でも、今のところ不審な人物は見当たらないし、ひなみにとってこの買い物は良い息抜きにもなるだろう。

　ここはしっかりと自分の仕事をやりつつ、ひなみの気持ちも優先するか。

　少し待つと、ひなみが着替えて、試着室から出てきた。

　そのまま古井さんの手を掴つかみ、店内の水着コーナーをあちこち回り始める。

「古井ちゃん！　この水着とか絶対に似合うよ！　試着して！　あ、あとこれも！」

「いや、そういうの私には似合わないわよ、ひなみ。って、これも試着しなきゃいけないの？」

「うん！　今度の旅行のためにもね！」

「い、いやでも……！」

「大丈夫！　古井ちゃんなら絶対に似合う！」

　夜空に浮かぶ星の様に、目をキラキラと輝かせるひなみ。彼女の熱量と輝かせるその眼まな差ざしに心が折れた古井さんは、深いため息をつく。

「はぁー。分かったわ。じゃあまた試着するから、必ずここにいてね。絶対に単独行動しないでね」

「分かった！　大丈夫だから！」

　古井さんはそのままひなみから水着を受け取り、そのまま試着室へと入っていった。

　その直後のことだ。俺のスマホに電話がかかってきた。相手は見るまでもない。古井さんだ。

「もしもし。俺だけど」

「私よ。どうかしら？　今のところ、怪しい男はいた……？」

「いーや。特にこれといって。ひなみと古井さんが二人で歩いているから、男どもの目が釘付けになっているのが、気になるぐらいかな」

「そう。それならいいわ。でも油断はしないことね。いつ現れるかなんてわからないし、少しでも怪しい行動をする人がいたら、すぐに電話をしなさい」

「分かっているよ。大丈夫」

「そう。あ、あとそうだわ」

「うん？　どうしたの？」

「私が試着室から出たら、その時だけ目を必ず背けなさい」

「………え？　お、おう」

「これは命令よ。もし見たら……分かるわよね？」

　あ、これ社会的に抹消されるやつだ。絶対に見ちゃいけないやつだ。古井さんの逆げき鱗りんに触れたら、俺はもうこの世界で生きていくことはできなくなる。

　ここは素直に従っておくべきか……。

　しかし、気になる……。分かっていても、気になってしまう！

　悪い古井さん。人間ってのはな、見ちゃダメと言われるとかえって見たくなってしまう生き物なんだ。

「分かった。見ない様にする」

「約束よ。約束を破ったら覚えておきなさい」

　口ではそう言っているが、古井さんがどんな水着を着るのか気になるから、その約束……。

　破らせてもらうぞ！

　俺は電話を切り、再び目線をひなみ達の方へ戻した。

　さーて。試着室から出てきたら、一体どうなっているのか……。

「じゃあひなみ。開けるわよ」

「うん！」

　ひなみがそう言った直後。

　ボトムがスカートタイプの水着を着た古井さんが、照れくさそうに試着室から出てきた。




　いつも冷静で大人っぽい雰囲気のあの古井さんが、あんな水着を着ているとは……。

　普段の雰囲気とは違ったギャップがあって、とても新鮮だと思いつつ、高校生にしては小柄なため、スカートが余計にがロリッぽさを強調している……！

　ひなみが大人の女性としての魅力があるなら、古井さんはゴスロリ的な感じの魅力がある……。

　ハマる人にはハマりそうだな、ありゃ。

「うわぁぁぁぁー！　めっちゃ古井ちゃん可愛かわいいよ！　うん！　似合う似合う！」

「そんなに大声出さないでよ。恥ずかしいでしょ」

　体をモジモジさせて顔を下に向ける古井さん。

　俺がつい顔を真っ赤にしている古井さんを見ていると、彼女は俺の視線に気が付いたのか急に顔を上げ、こちらを直視してきた。

　恥ずかしさと屈辱を感じさせる目で、俺を睨にらみつける。

　…………。

　あ、ヤバい。

　バ、バレたぁぁぁぁ！

　見るなって言われたのに見てしまって、しかもそれがバレてしまったぁぁぁぁぁ！

　毛穴から冷や汗が滝の様に流れ出る。そして古井さんは潤んだ目で俺を数秒間睨んだ後。

「あとで始末するから……。絶対に逃がさない」

　と、口パクで俺にそう言ってきた。

　あー、これは終わったわー。やっちまったぜ。

　明日の俺、多分生きてないな……。

　しかし、よくよく考えると、これはむしろお得だったのでは？

　だってあの『千年に一人の美少女』であるひなみの可愛らしい水着姿を見ることができ、さらに古井さんの水着姿までも拝見することができたんだ。

　これは始末されてもプラスになるのでは……。

　いやいやいや。何を考えているんだ俺は。

　古井さんの恐ろしい反撃により、俺の未来はお先真っ暗だろ。

　好奇心は時として身を亡ほろぼすのか……。

　その後も、二人は別の店に移動する前に普段着の方も何着か試着し、買い物を楽しんでいた。

　俺がその姿を遠くから見守っている時だ。

「……あれ？　もしかして、そこにいるのは涼りよう……？」

　唐突に、俺の背後から誰かが声をかけてきた。この声、聞き覚えがあるぞ……。

　俺は体をゆっくり後ろに向けるとそこには……。

「え!?　友ゆ里り!?」

　私服姿の可愛らしい友里が俺のすぐ後ろに立っていた。

　な、何な故ぜ友里がここに!?　しかもこのタイミングでか！
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「涼りようじゃん！　久しぶり～！　夏休みに入ってから初めて会ったね！　しかも偶然出会えるなんて！」

「お、おう友ゆ里り、久しぶり」

「久しぶり！　えへへ」

　友里はニッコリと笑ったまま俺のすぐ傍そばまで近づいた後、胸元を掴んでパタパタとあおぎ始めた。

　友里の頬ほおから数滴の汗が流れていることを考えると、どうやらこのショッピングモールについ先ほど着いたみたいだ。中はエアコンがきいていて涼しいが、炎天下の中歩いてきたためか、まだ汗が流れ出ていた。

　友里が胸元をパタパタさせるたびに、香水の甘い香りが俺の鼻び腔こうを刺激する。

「いや～、すっごく外が暑くてさ～。まいっちゃうよ～。エアコンがガンガンにきいてて、マジで気持ちぃ～」

「今日の気温、予報では三十八度とかだったから、かなり暑いよな」

「そうそう！　この暑さは本当異常だよね。地球温暖化がこのまま進んだら、アイスみたいに地球が溶けちゃいそうだよ」

「来年の夏は今以上に暑くなっているかもしれないと考えると、気持ちが萎えるよ」

「分かるわ～。もうちょっと快適な暑さがいいよね～。ところでさ、涼」

「ん？　どうした？」

「……涼は今一人で何をしているの？」

　俺は友里のこの言葉に、返す言葉がすぐに思いつかなかった。

　友里は俺達の事情──ひなみのストーカーのことを知らない。まだ本当にストーカーを確認できたわけでもないし、ひなみのことも考えて、友里には言っていなかったのだが。

　それが裏目に出てしまった……。

　どうする？　今ここで言った方がいいか？

　しかし、友里はプライベートでここに来ているんだ。そんな時に、いきなり重い話をするのは……。それに、古こ井いさんにも口止めされている。

　こ、ここは一旦、誤ご魔ま化かそう……。自己判断で余計なことを言えば、事故りそうだ。

「い、いやー。まあ一人で買い物かな。欲しい物があったんだけど、買えなくてな……。あははははー」

　た、頼むから誤魔化されてくれ！

　友里は怪しさマックスの俺をジト目で見つめる。そして少し黙った後。

「な～んだ！　そうなんだ！　てっきりデートの待ち合わせでもしているのかと思っちゃた！」

　良かった……。全然疑っていない。誤魔化したことには気が付いていないみたいだ。

　しかし、何故俺がデートをしていると疑ったんだ……？

　俺は別に女子からモテるようなイケメンでもないのに。俺は疑問に思ったことを友里に聞くと、こう返ってきた。

「いや～！　だってさ！　夏休みにこんなところで一人でベンチに座っていたら、誰かと待ち合わせしているのかな～って。夏の恋愛ってやつですよ、涼さん！」

「俺に限ってそんなことあるわけないだろ……。全然モテたことないし。むしろ友里の方こそ、誰かと待ち合わせしてデートでも？」

　すぐ傍にいる友里はとびっきり可愛くて、スタイルも良い。

　特に、今の友里はへそだしのトップスを着ているため、スタイルと胸の大きさが露骨に強調されている。そして色気も……。

　正直、今の友里を見たら、どんな男でも思わず目を奪われてしまうだろう。現に俺も見み惚とれてしまったし。

　それに友里は男女構わず、陰キャだろうが陽キャだろうが、誰とでも仲良くなれるコミュ力の塊でもある。

　そんな彼女に、想おもいを寄せる男の一人や二人ぐらいいてもおかしくはない。

　この夏休みという期間を使って、誰にも気づかれずに距離を詰めようとする男がいても、不思議じゃない。

　そう思っていたのだが、友里は首を横に振って、その可能性を否定した。

「ううん。私なんて誰かとデートの予定なんて全くないよ。いや～、共学になったけど、特に何もないね～」

「じゃあ、単純に買い物に来ただけなのか？」

「うん！　ちょっと買いたい物があってね。だから一人で来たんだ。すぐ終わる買い物だし、一人でもいいかなって」

　ってことは、俺達と予定が重なっていただけなのか。にしても凄すごい偶然だなこりゃ。

「ねえ、涼」

「ん？　どうした？」

「あ、あのさ……」

　友里の頬が突然紅色に染まり、体をモジモジさせ始めた。

　何か恥ずかしがっている様に見えるな。あれ、もしかして俺今チャックが開いているとか？

　いや、家を出る前に確認したし、特に恥ずかしい格好もしていないはず。

　俺が自分の身だしなみを改めて確認していると、友里がこんなことを言い出した。

「もしよかったら、私の買い物に付き合ってくれない……？」

「………え？　俺が？」

　思わず聞き返してしまった。一秒も待たずに聞き返してしまった。

　おいこれまさか。

　友里の買い物に付き合わなきゃならないのか？　いや、見方を変えると男女が二人っきりで一緒に買い物。

　もうこれデートの誘いじゃねぇか！　いやいやいやいや！　待て！　落ち着け！

　嬉うれしいが、今はひなみ達のことを守らなければならない！

「い、いやー、でも俺なんかが」

　俺がやんわりと断ろうとしたのだが、友里は隙を見せなかった。

「お願い！　せっかく夏休みになったし、久々に涼と遊びたい！　今暇みたいだし……」

「し、しかしだな……」

「お願い……ね？」

　トロンとした目で俺を静かに見つめる友里。そんな表情で見つめられたら、断ろうにも断れねぇ！

「え、えっと……」

「ね？　じゃあ行こうか！」

「え？　あっ！　ちょっと！」

　最後には手をギュッと握られてしまい、そのまま走り出した。ひなみ達のいる店からどんどん離れていく。
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　偶然と呼ぶべきか、それとも神様の嫌がらせと言うべきかどうか分からないが、ひなみ達を見守っているところに、友ゆ里りと鉢合わせてしまった。

　俺の仕事はストーカーを特定すること。のはずなのだが……。

　友里と出会ってしまい、ひなみ達と別行動になってしまった。

　ちくしょう……。何でこうトラブルが起きるんだよ……。

　別に友里のことは嫌いじゃない。むしろ友達として本当に最高の存在だと思っている。

　だが今じゃない！

　こんな美少女と一緒に買い物に行けるなんて、ラッキーとしか言い表せないが、絶対に今じゃない！

　タイミングが悪すぎる！

　しかしだ、あの誘いを断るなんて非モテの俺には無理だ。ほんのり頬を紅色に染めながら、上目遣いで俺を見つめ、優しく手を握る友里。俺だって男だ。

　さすがに、あんな可愛かわいらしく誘われたら、心がブレてしまう……。

　だが、もうやってしまったことはしょうがない。友里には非はないんだ。全ては俺の責任。

　タイミングを見て、友里のもとから離れてすぐに古こ井いさん達と早めに合流しよう。

　今日の一日の予定は把握している。なら、その行動に合わせて何とか上手うまく逃げ出せばいい。

　本当にごめん、ひなみ！

「いや～。本当偶然だよね～。一人で買い物はちょっと寂しいと思ってたから涼りように会えて、こりゃもうラッキーだよね！」

　友里はルンルン気分で俺の隣を歩き、目的地へと向かう。ひなみ達がいた店からどんどん離れ、俺達は別のアパレルショップへと進んでいる。

　ここで友里の買い物に付き合った後、すぐにひなみ達と合流しよう。

「これから行くアパレルショップでどんな服を買うんだ、友里？」

　俺がそう聞くと、友里はニヤニヤと笑い出した。

「お～、気になる？　気になっちゃう？」

「え、まあそりゃね」

「じゃあヒントだけ教えてあげるよ」

「ヒント？」

　俺が聞き返すと、友里は可愛らしく片目を閉じてウィンクをする。そしてその後、俺の耳元でこう囁ささやいた。

「男子がぜ～ったい喜ぶ服だよ？」

　友里の甘い声に俺の体はビクッと反応してしまった。それと同時に鼓動が一気に速まる。

　友里の香水の香りとその囁き声に、俺の体は過剰に反応してしまった。

　何だよ、この小悪魔みたいな接し方は！　余計なことまで考えちまうだろ！

　しかし、男が喜びそうな服か……。喜びそうな服って何だ？

　男だけど全然思い当たる節がない。全く分からないな。季節は夏。だから薄手の服とか？

　例えば、生地が薄い真っ白なワンピースとか？　いや、でもそれが男を喜ばせる服なのか？

　可愛いと思うけど、なんかちょっと違う気がする。

　隣でニヤニヤしている友里を見ると、なんかこう……。男の弱点を知っての発言だと思う。

「そのヒントだけじゃ、さすがに分からないな」

「これ以上のヒントはもう出せないな～。あ、でも涼がイメージしている服とは違うかも」

「え？　そうなの？」

「うん！　この季節でしか着られない服装というべきかな？」

「な、何だ……？　全く分からん！」

「いや～。涼はまだまだ鈍いですね～。まあ、知りたかったら、お店の試着室まで待ってね！　ふふっ。涼は絶対喜ぶと思うよ」

「そんな自信満々で言うのか。逆に気になって今答えを知りたいぐらいだ」

「ダ～メ！　えへへ」

　俺はその後も歩きながら考えたのだが、やっぱり分からなかった。

　友里は一体どんな服を？




　　　　◇




　それから数分後、友里が行きたかったというアパレルショップに到着。

　早速店内に入ろうとすると、友里が俺の服の袖を掴つかみ、動きを止めた。

「あれ？　入らないのか？」

「勿もち論ろん入るよ。でもさ、ちょっとサプライズというか、涼の驚いた顔が見たいから、目を閉じててほしいな～」

「え、試着室までずっと目を閉じていないとダメなのか？」

「大丈夫！　お目当ての服は既に決まっているし、試着室まで行くのにそんなに時間はかからないから！　すぐに終わるから！　ね？」

「わ、分かった。じゃあ目を閉じておくよ」

　俺は友里の頼み通り、ゆっくりと目を閉じると、友里がギュッと俺の右手を握った。

「じゃあ行こうか！　絶対に目を開けないでね！」

　友里は一言俺に飛ばすと、そのまま店内を歩き始める。今どこにいて、どのコーナーを歩いているのか全く分からない。

　テキパキと店内を歩いていると、『お、お目当てのがあった！』という友里の言葉が聞こえ、俺達は足を止めた。

「やっぱり可愛いね～。こりゃ夏に最高だね！」

　うきうきとした友里の声が聞こえた後、俺達は再び歩き始める。そして目的の場所に着くと、友里が一声かける。

「涼～。もう目を開けていいよ～」

　俺はゆっくりと目を開けると、試着室のカーテンを一部開け、顔だけ出してこちらを見つめる友里が目に入った。

　カーテンの隙間が狭くて、友里がどんな服を選んだのか全く見えないが、それでも彼女の顔を見ていると、相当興奮していて嬉しそうなのが伝わってくる。

「友里、お目当ての服はあった？　試着したら見せて」

「勿論！　私に似合うと思う！　今から着替えるからちょっと待っててね！」

「了解」

　友里はそのままカーテンを完全に閉め、鼻歌を口ずさみながら着替えを始めた。

　さて、友里は今着替えているから、絶好のチャンスだ。

　俺はポケットからスマホを取り出し、そのまま古井さんのＬＩＮＥに連絡を入れる。

『すまん、古井さん。ちょっとハプニングが起きて、はぐれてしまった……』

　俺がメッセージを送ると、すぐさま既読になり、返信が来た。

『何？　ハプニングって？　まさかストーカーでも現れたの？』

『いや……全然違う』

『じゃあ何？』

『あのですね……。偶然友里と出会ってしまって、そのまま彼女と行動を共にしている。今二階のアパレルショップにいるんだ』

『……は？』

　ですよねー！　そういう反応になりますよねー。

　きっと今の古井さんは、眉間に皺しわを寄せて、顔中の血管が浮き出ているに違いない。絶対に激おこモードだ。

『いや、断ろうとしたんだが、友里のペースに呑のまれてしまい、そのまま引っ張られてしまった……。ごめんなさい』

『はぁー。まあいいわ。どうせ何かトラブルでも起きるだろうと、予想していたからね。タイミングを見て私達のところに来なさい。いい？』

『分かった。本当にごめん。今のところ平気？』

『異常はなし。周囲を見ても、特に怪しい人はいないわ』

『良かった。俺も早く合流するから』

『ええ。じゃあ』

　と、ここで俺は古井さんとのやり取りをやめ、スマホをポケットにしまった。

　俺のせいでこんなことになってしまったが、もう後悔していられない。このまま適当に切り上げようとしたら友里に失礼だ。ここは友里との買い物を楽しみつつ、すぐにひなみ達のもとに行かないとな。

　そう考えていた時だ。試着室から友里の弾んだ声が聞こえてきた。

「涼～。着替えが終わったから開けるね～」

「おう。全然いいぞ」

　俺がそう返事をすると、友里はゆっくりとカーテンを開け、俺の前に姿を見せた。

　その瞬間。




　あまりの可愛さと、そしてセクシーさに俺の体はピタリと固まってしまった。




　夏用のワンピースや少し肌の露出が多い服を試着しているのかと思っていた。

　しかし、実際は違った。

　友里が今着ているのは俺が想像していた服とはかけ離れていた。

　夏に女性が着る服。それも男を惑わすもの。

　その正体は……水着であった。

　ひなみ達に続き、友里もまた水着が欲しくてここに来たらしく、お目当ての水着を俺の目の前で着ているのだ。

　上下ともにピンクの紐ひもビキニで、一見すると可愛らしい。しかし、その布面積がとても小さい。先ほど見たひなみ達のと比べると、だいぶ布面積が小さい。

　つまり、肌の露出が多く、海辺ですれ違ったら思わず二度見してしまうほど、大人のセクシーさが漂っていた。

「どうかな？　似合う？　サイズはちょっと小さめなんだけど、大丈夫かな？」

　大丈夫かな？　じゃねぇだろこれ！　あかーん！　これは直視できない！

　こんなの長時間見ていたらおかしくなりそうだぞ。

　ひなみはスタイルと育ちの良さを活いかした、大人の女性としての魅力を強調していた。

　古井さんは小柄で幼く見える見た目を活かした、ロリ系の水着を着ていた。一方で友里は、クラスの女子の中でも背が高く、胸もあってスタイル抜群。その点を活かして、セクシー路線の水着を選んでいた。

　凄すごいなおい。仲良し女子三人共、水着の系統がまるで被かぶっていない……。

　友里がここまで攻めるとは少し驚きだ。

「良いんじゃないかな……？　お、俺はそれでも」

　直視できるはずもなく、俺は目を泳がせながらなんとか答える。

　しかし、俺の目が右往左往していることに違和感を抱いた友里はさらに問い詰める。

「涼～。ちゃんと見ているの？　ね～？」

　試着室から出て俺の目の前までグッと距離を縮める。体が動くたびに、友里の胸がプリンの様に上下にプルンッと揺れ動く。

　俺はそれを間近で見て、さらに気が動転しそうになってしまうが、唇を噛かみしめてどうにか理性を保つことができた。

「ほ、本当に似合っているよ！　マジで可愛いと思う！」

「ガチですか、涼さん！」

「う、うん！　良いと思う」

「なるほど～。ではずばりどの辺が良いと？」

　友里はまるで俺の反応を楽しむように、答えにくい質問を飛ばしてくる。

　ちくしょう。素直に『理性が崩壊しそうなほどエロいです』なんて言えるはずがない。

「そ、そうだな……。友里って身長が結構女子の中でも高い方だろ？　スタイルも良くて、それがより強調されていて魅力的だと思う」

　俺が苦し紛れにそう言うと、友里の顔から『プシューッ』とやかんに入れた水が沸騰する際の音が聞こえた。

　あれだけ俺をからかう様なことを言っていたのに、いざ俺がストレートに褒めると動揺するとは。

　ヤバい、可愛かわいいじゃねぇか！

　いつの間にか、顔だけでなく体全体が真っ赤になる友里。

「あ、ありがとう……涼」

「いいよ。逆に俺なんかに見せていいのか？　勝負水着って感じがするけど」

　友里が今着ている水着は、女子だけで海やプールに行く感じではなく、狙っている異性を落とすための勝負水着という方が、俺にはシックリくる。

　これだけ肌の露出が多くて、結構思い切った水着を、女子だけで着るのは正直考えにくい。

「ま、まあね～。私は全然涼になら見せてもいいよ～」

「お、おう。そう言ってもらえると俺は嬉うれしいよ。で、夏休み中に海でも行くのか？」

「秘密～。涼には教えませ～ん！」

「おい、何で俺に教えてくれないんだよ……」

「女の子の秘密は詮索しないの！　まあ、とりあえずこの水着を買おうかな！　涼に似合っているって言われたしね！　ありがとう、涼！」

　最後にとびっきりの笑顔を見せると、友里はそのまま試着室のカーテンを閉める。

　まさか三人の水着を一日で見ることになるとはな……。

　しかし、同じタイミングで三人が水着を買うってことは、近いうちに海やプールにでも行く予定があるのかな？

　まあ、彼女達に比べて、俺は全くのフリー。学生であるにもかかわらず、夏休み中の俺の私生活はだらけきっている。一日中ゲームをしたりアニメを見たりと。

　もうただのニート生活と変わらん……。

　妹にも『おにぃ、ずっと家に居すぎでしょ？　キモいんだけど？』と言われてしまったし。友里やひなみ達が羨ましいな……。
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　試着室から出てきた友里はまだ試着したいということだったので、もう少し付き合ってあげることにした。

　最初に着た水着を第一候補に置きつつ、三着の可愛らしい水着を試着。

　俺からしたら全部似合うのだが、友里は中々決められず、隣でずっと難しそうな顔をしていた。

　結局、最初に着た水着に決め、それを購入。そして友里の買い物が終わり、俺達は店を後にした。

「いや～、本当に涼ありがとうね！　付き合ってくれて！」

「別にいいよ。気にするなって。俺も楽しかったし」

　スタイルが良く学年でもトップレベルの美少女の水着選びに付き合わされて、嫌な思いをする男などそうそういやしない。

「涼は夏休みにどこにも行かないんだっけ？」

「おう。昔は家族で一緒に旅行とか行ってたんだけどな……。妹の美み智ち香かは反抗期だし、俺も家族旅行に行きたいとはもう思わなくなったからね。適当に夏休みの宿題をやりつつ、時間を潰している」

「そっか～。でも涼！　近い日にとびっきりの思い出ができるから、楽しみにしてて!!」

「え？　それどういう意味ですかね、友里さん」

　何だ、今の言葉は？

　もしかして、夏休みに俺を誘ってどこか遊びにでも行ってくれるのか？

　いやー、そんなはずがない。

　俺と行ったって楽しくないだろうし、そもそもそんな可能性すらないだろ。何を変に期待しているんだ。

「そのうち分かるから、今は内緒～！」

「そうか。じゃあ期待しておくよ」

　さて、この辺でそろそろ別れるとしよう。

　友里との買い物は楽しかったけど、でも俺の目的はそれじゃない。しっかりとひなみを守ること。そしてストーカーを捕まえる、もしくは手がかりを掴つかむ。そのためにも、俺はすぐにでも戻らないと。

「よし、友里の買い物も終わったし、俺はそろそろここら辺で……」

　と言いかけた時だった。

「ぐうぅぅぅぅ～～～～」

　俺のお腹なかから、大変恥ずかしい音が大音量で流れてしまった。

　あまりの音の大きさに、俺は恥ずかしくて顔が熱くなってしまった。

　俺の腹の音を聞いた友里は、一瞬驚いた表情をした後、笑い出した。

「あはは！　もしかして涼、お腹が空すいちゃったのかな？」

　俺が恥ずかしがっているのを分かっていながら、わざといじっているな、友里。

　ちくしょう。はっきりと聞かれてしまったから、言い逃れもできねぇ。

「お、おう……。ちょっと腹が減ったな……」

「ちょっとどころじゃないでしょ～。すっごい音が聞こえたんだからね、ここから」

　友里は指先で俺のお腹をツンツンと優しくつつく。

「でも、私も人のこと言えないかな～。そろそろ昼食にしたいな～って思っていたし。時間もほら」

　友里はそのままスマホの画面を俺に見せる。

　スマホのロック画面に表示されている時刻は十二時を少し過ぎていた。

「もうこんな時間か。あっという間だな」

「そうだね～。あ！　じゃあさ、涼」

「うん？」

「私と一緒にご飯でも食べに行かない？　付き合ってくれたお礼もしたいし！」

「……え？　えぇぇぇぇぇ!?」
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「せっかくだし、一緒にお昼ご飯を食べようよ！　ね？　じゃあこのまま飲食店が沢山ある四階に行っちゃおう！」

　友ゆ里りは俺の意見など聞きもせず、まるで逃がさない様に俺の手を掴み、そのままエスカレーターの方へと歩き始める。

　水着の次はご飯かよ！　しかも俺の意見すら聞かずに既に向かっているし！

　早歩きになる友里に足並みを揃そろえつつ、俺は友里に言葉を飛ばす。

「おい友里、本当に行くのか!?」

「もち！　いや～、よくよく考えてみたら、涼りようと二人っきりでご飯を食べに行ったことないよね？」

「え、まあ確かに言われてみるとないな……」

「でしょ！　じゃあお互いお腹も空いているし、このまま行っちゃおう！」

「い、いや、でも……」

　このまま友里のペースに呑のまれたら、また合流する時間が遅れてしまう。

　ひなみ達が今どうなっているのかも気になるし、こうしている間にもストーカーが……。

　そう考えたら、呑のん気きに昼ご飯を食べている場合じゃない！

　俺は友里の誘いを断ろうと、勇気を持って言おうとしたのだが。

「それともさ……。涼は私と一緒にご飯を食べに行くの、嫌？」

　さっきまでハイテンションだった友里が、急に不安そうな表情を浮かべながら、俺の目をジッと見つめる。

　あれだけテンションが高かったのに、そんな顔をされても……。何か俺が悪いことをしている気が。いや、実際しているのかもしれない。

　しかし、こんなことを言われたらどう返せばいいんだ？

　友里のことは嫌いじゃない。むしろ一緒にいて楽しいと思う。

　だが今じゃない！　さっきもそうだけど、本当にタイミングが悪すぎる！

　ここはもうどうしたら……。ダメだ！　何も思いつかねぇ！

「い、いや。全然そんなことないよ！」

「本当？　じゃあ一緒に行ってくれる？　私は涼と一緒にご飯が食べたい……」

　ウルッとした瞳で俺を真まっ直すぐ見つめる友里。そして手を掴む力を少しだけギュッと強める。

　ああああああ！　何でそんな目で俺を見るんだ!?　心が……！　これを断るなんて俺には……！

　彼女のその仕草を目の当たりにした俺は、

「じゃ、じゃあ行くか……」

　断ることができなかった。本当に情けないが、俺には無理だった。

　友里の潤んだ瞳と、不安そうな表情を見ると、どうしても断ることができない。

　友里はきっと俺のことを楽しませようと誘ってくれている。そのことを考えると、心が……。心が余計に苦しくなる……。

「本当？　迷惑じゃない？」

「お、おう……」

　俺がそう言うと、潤んだ瞳の奥から、一気に光が溢あふれ出した。

「やった～！　じゃあ二人っきりで食べに行こう！　二人っきりでね！」

　やけに二人っきりという言葉を強調しながらも、再び可愛かわいくウィンクを俺に飛ばす友里。

　結局、俺はその後も、ひなみ達と合流できず、友里と行動を共にした。
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「お待たせしました！　こちら、チーズオムライスになります！」

「すっごい！　見て涼！　これ超美味おいしそうじゃない！」

　頼んだチーズオムライスが来ると、友里は目をキラキラ輝かせる。

「めっちゃ綺き麗れいで美味しそうだな。インスタ映えしそうだね」

「だねだね！　写真撮っちゃおう！」

　友里はスマホを取り出し、チーズオムライスをパシャパシャと何枚も撮り始める。

　俺は友里とお昼を共にすることにし、オムライス専門店に足を運んだ。

　どうやら友里の行きつけのお店らしく、せっかくだし紹介したいということで、ここになった。

　俺は普通のオムライスを頼み、友里はチーズオムライスを注文。お互いの料理が来たので、これから二人で一緒に食べるところだ。

「夏休みに入ってから全然来れなかったから、楽しみだな～」

「そんなに美味しいのか？」

「うん！　ほら見て！　これ、ネットの評判なんだけど、五点満点中の五点なんだよ！　凄すごくない!?　満点だよ満点！」

「確かに、そりゃすげぇな。満点は初めて見たよ」

「でしょでしょ！　本当に美味しいから、期待しててね！」

「おう」

　俺の目の前にあるオムライスは、卵がトロトロで、そしてライスの甘い香りが鼻び腔こうを刺激する。見た目良し。匂い良し。これはもう美味しいに違いない。

「じゃあ食べようか」

「うん！　あ、でもちょっと待って！」

　俺がスプーンを持とうとした時だ。

　友里が少し顔を赤くしながら、俺の方をジッと見つめる。

「あ、あのさ。せっかくだし、写真撮らない？」

「え？　オムライスの写真ならさっき撮ってなかったか？」

「ううん。そっちじゃなくてさ」

　友里は数秒間黙った後、こう言ってきた。

「ツーショットを撮らない？」

「え？」

　ツーショットという単語を聞いた時、俺の頭には返す言葉がなかった。ツーショットってあれだよね、二人だけ写真を撮る、あれだよな……。

　……え、それを俺とか!?

「マジで言ってます、友里さん!?」

「ほ、本気です……。だって、せっかく二人で来たんだし、思い出が欲しいから！」

　少し声を大きくする友里を見て、冗談ではないことぐらい、容易に理解できた。

「涼は嫌じゃない？」

「ま、まあ俺はいいよ。じゃあ撮るか」

「うん！　ほらほら涼、もっと私にくっついて！」

　友里はスマホのインカメラを起動した後、上半身を俺の方にグッと寄せる。

　距離の近さに思わず驚く俺だが、ここで照れて離れてしまうとカメラに映らなくなってしまう。

　恥ずかしさを感じながらも、お互いの肩が触れ合うぐらいの距離まで近づき、そのままピースをした。

　今の俺、カッコよく笑えているのか？

　若干不安に思いながら、俺はカメラを見つめる。

　そして、

「じゃあ撮るね。はいチ～ズ」

　という友里の言葉の後、『カシャッ！』という小さな音がスマホから鳴る。

　写真を撮り終えると、お互い元の姿勢に戻り、友里がスマホに保存された写真を確認した。

「おお～。いいね～。めっちゃ良く撮れているよ！　見てほら！」

「た、確かに俺にしては良い感じに写っている……」

「でしょでしょ！　私、普段から写真をいっぱい撮っているから、結構上手うまいんだよね～」

　俺は写真写りが悪く、目つきが悪いせいでだいたい暗い感じの雰囲気が出てしまう。酷ひどい写り、というほどでもないが、いつも撮る写真は正直人に見せられるようなものじゃない。

　だが、友里が撮ってくれた写真には、緊張しながらもニッコリと笑う俺の顔があった。

　普段とは違って、ちょっと明るい雰囲気を感じる。これが俺なのか。友里のテクニック凄いな。

「じゃあ後でＬＩＮＥの方に送っておくね！」

「ありがとう、友里」

「えへへ～。涼とのツーショットを手に入れてしまいましたね～」

　友里はにっこり笑いながら、スプーンを手に取り、そのままチーズオムライスを口に運ぶ。

「やっば～！　久々に食べたけど、超美味しい～！　涼も早くオムライス食べないと！　温かいうちにほら！」

「うん、そうだな」

　俺はフワフワの卵が載っかっているオムライスをスプーンで取り、そのまま口に運んだ。味は期待していた通りだ。フワフワの卵は甘く、ライスはケチャップの酸味が程よくきいていた。卵とライスが絶妙なバランスで交わり合い、一度食べたらもう止まらなかった。

　一口、また一口とどんどんオムライスを口に運んでいく。

　俺はオムライスを食べながら、この後の行動について考える。

　俺の予想だけど、このテンションだとお店を出た後も『涼～。次はゲーセンに行こうよ！』と友里が言い始めて、その流れに呑み込まれるだろうな。

　このショッピングモールの最上階にはゲームコーナーがあるから、間違いなく行く。

　つまり、このままだと、またしてもひなみ達と合流することができない。

　仕方ない……。下手へたに友里の誘いを断るのは俺の心が苦しくなるが、逆にこのままひなみ達と離れているこの状況も良くはない。

　俺がいない今、予定通りに古こ井いさん達が動いているのか全く分からない。俺はスプーンを皿の上に静かに置き、席から立ち上がる。

「あれ、どうちたにょ、涼？」

　モグモグと食べながら友里が不思議そうに俺を見つめる。

「ああ、悪い。ちょっとお手洗いに行きたくて。少し席を外すね」

「オッケ～！」

　友里はそう言うと、そのままチーズオムライスをパクパクと口に運ぶ。

　俺はそのままトイレに行くふりをして、友里に気づかれないように、忍び足で店内を出る。そして少し離れた場所に行き、そのままスマホから古井さんに電話をかけた。

　三コールもしないうちに、古井さんは電話に出てくれた。

「もしもし」

「あっ！　古井さん、俺だよ」

「分かっているわよ。通知画面を見ればすぐ分かる」

　若干怒っている感じがスマホ越しに伝わる。いつもの古井さんよりも声が少し冷たい。

　無理もないか。そりゃ計画が狂っちまったし。

「今はどこにいるのかしら？　私達はフードコートで昼食の時間にしているのだけど」

「俺達も今ご飯を食べているところ。友里の行きつけのお店で」

「ふぅーん。なるほど。で？　ご飯を食べ終わった後は、合流できそうかしら？」

「正直、難しいと思う。今の友里さ、結構テンションが高くて。多分だけど、店を出た後も、付き合わされると思う」

「分かったわ。まあ、友里ってグイグイ人を引っ張るタイプだからね。断りづらいのも分かるわ」

「理解があって助かります、古井さん」

「でもこのままだと、友里のペースに呑のまれて、何もできないわよ？　どうするつもり？」

　この質問はされるだろうと、予想はできていた。

　何も無策で古井さんに電話したわけじゃない。俺にだって、案の一つぐらいあるんだ。

「これは一つの提案なんだけどさ。映画に行くのはどうかな？　このショッピングモールの六階に、新しく映画館がオープンしたでしょ？」

「映画……？　どうして急に？」

　古井さんの疑問に、俺は冷静に答える。

「映画館で偶然出会ってしまったことにすれば、その後も行動を共にできる。それに映画館なら、入れる人数も限られるから、怪しい人がいたら一発で分かる。どうかな……？」

　夏休みシーズンは、学生を対象とした映画が結構上映される。その中の一つに、友里が好きそうな高校生向けの恋愛映画もある。

　上映時間を調べたら、このあと一時間後ぐらいに始まる。

　映画館でなら偶然を装って合流することもできるし、中に入れる人数も限られてくる。

　妙な男がいれば一発で分かるはず。

「なるほどね。まあ、確かに良いわね。このまま合流できずに離れていてもどうしようもないし。分かった。じゃあ映画館で合流しましょう」

「おう。今から一時間後に恋愛映画が上映されるからそれにしないか？　友里を誘う口実にも使えるし」

「ま、女子高校生二人が見る映画にしては相応ふさわしいわね」

「でしょ？　さっき空席状況を確認したんだけど、今からでも予約できる席はあったから、同じ時間帯で見られるはず」

「そう。分かったわ」

「よろしく頼む。あ、ちなみにさ」

「何？」

「怪しい人とかはいた？　平気？」

「今のところいないわ。ひなみも平気。美味しそうに大盛りの蕎そ麦ばをバクバク食べているし」

「そっか。分かった。ありがとう。また後で」

「じゃあ」

　古井さんのその言葉を最後に、俺は通話を切った。

　さて、やることは決まった。映画館で合流しよう。
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「え？　恋愛映画？　これから見るの？」

「おう。ちょどさ、気になっててね。せっかくだしどうかな？」

　古井さんとの電話後、俺は店に戻り早速友里に話を持ち掛ける。

　俺の口から『恋愛映画』という単語が出た途端、スプーンを持ってた手が止まり、驚きのせいか、友里は目を大きく開けた。

　まあ、俺の口からそんな単語が出てきたら、驚いちまうよな。恋愛映画なんて見るタイプじゃないし。

「どどどどどどどどうしたの涼!?　涼って実は恋愛映画とかよく見るの!?」

　数秒間固まった後、友里はバンッとテーブルに手をついて、顔を俺に近づける。

「頻繁に見るわけじゃないけど、ＣＭを見てちょっと気になったんだ。何か面白そうだなって。口コミを見ても、結構評価が高かったし」

「確かに中高生の間では面白いって評判だけど、まさか涼が気になっていたなんて……」

　ちなみに俺達がこの後見る予定の映画は、『ラブサマー』という、もうすでにタイトルからしてゴリゴリの恋愛映画だ。

　話は簡単で、とある高校に転校してきた女子高校生が、学校で大人気のイケメン男子にモテてしまう、というまあよくあるベタな映画だ。

　だがシリアスな展開や、予想外のストーリーになっているらしく、結構話題を呼んでいる。リピーターも増えつつあるらしい。

「どうかな？　行く？」

「勿もち論ろん！　こりゃ行くしかないよ！　いや～、涼と映画を一緒に見られるなんて、これはラッキーだよ！　超嬉うれしい！」

　明るくニッコリと笑う友里。どうやら行く気満々みたいだ。

「よし。じゃあこの後、映画館に行こうか。チケットはネットから予約できるから、今やっておく」

「ありがとう～！　めっちゃ楽しみだな～」

　友里は店を出るまで、ずっとニヤついたままチーズオムライスを食べたのだった。
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「それでは三番シアターへどうぞ！」

　係員の人に誘導され、俺と友ゆ里りはそのまま三番シアターへと向かう。

「マジで楽しみだね～。クラスの男子と恋愛映画見るのは、人生で初だよ！」

「俺も女子と見るのは初めてだな。ってか、こういう映画って、テレビでの放送なら時々見てたんだけど、劇場では初めてだ」

「お～！　涼りよう殿！　恋愛映画はテレビではなく、ぜひ劇場で見るべきであります！」

「ど、どうした急に口調を変えて……」

　友里が突然口調を変えたと思ったら、恋愛映画の魅力について、専門家の様に熱く語り始める。

「まずあの暗くて静かな空間だからこそ、映画の世界に入り込むことができるのですよ！　そしてそのまま特別な空間の中で、普段味わえない恋愛模様を楽しむことができる！　だからこそ、テレビではなく映画館に足を運んでもらいたいものですな～」

「すげぇ熱弁だな、おい。やっぱりこの年頃の女子は皆好きだよな」

「まあね～。熱く、そして心がキュンキュンする恋をしてみたくなるもんよ！　あ～あ、誰か私の彼氏になってくれないかな～？」

　と、神様におねだりする様に言いつつも、俺の目を覗のぞき込むようにジーッと見つめる。

　何かを訴えている気がするが……。もしかして俺に彼氏になって欲しいとか？

　いやいやいやいや！　あるわけがない！　そんなの絶対にない！

　友里はコミュ力の塊で、クラスで一番と言っていいほど明るく、そして人当たりが良い。学年でもトップクラスの美少女だし。だからちょっと俺をからかっているだけだ。




「ゆ、友里ならいつでも彼氏ぐらいできるんじゃないか？」

「お？　それは褒め言葉として受け取っていいのかな？」

「まあ、そりゃ綺き麗れいで人当たりも良いし。彼女にしたいって男はいくらでもいるんじゃないか？」

　俺がそう言った途端。

　ポンッ！

　と、友里の方からまるで自転車のタイヤがパンクしたかの様な音が聞こえた。

　すぐさま目を向けると、熟れたトマトの様に顔が真っ赤になっており、あんなにも映画について熱く語っていたのに、急に黙り込んでしまった。

「あれ、友里どうした？」

「…………い、いや別に。ただ涼からそんな褒め言葉をもらえるとは思ってもいなくて。う、嬉しくて……」

　そのまま友里は、俺の服の袖をチョンッとつまむ。三番シアターへ続く通路の途中で、俺と友里は足を止めてジッと見つめ合う。

「りょ、涼はさ……。今彼女とか欲しいの？」

「え、お、俺？」

「う、うん。涼って、今……」

　少しの沈黙が流れた後、友里は口を開いた。

「好きな人、いるの？」

　好きな人か……。

　考えてもいなかった。ずっとトラブル続きで、あんまりそういうことは考えていなかった。

　ってか、俺に好きな人がいたところで、振り向いてもらえるのか？

　俺は別にイケメンでもなければ、頭が超良いというわけでもない。どこにでもいる普通の男子高校生だ。まあ、通り魔を撃退したことはあるが、別にそれを誇りとして生きているわけじゃないし、誰かに自慢するつもりもない。

　モテ要素は特にない。だからあんまり恋愛に関しては深く考えてはいなかったが。

　俺は今、好きな人とかいるのか？

　誰が好き？

　誰を愛したい？

　誰と一緒にいたい？

　そう自問自答する。そして俺の頭に最初に思い浮かんだのは……。

「お、俺は……」

　友里に言いかけた、その時だ。

「あれ？　涼君と友里だ！　今から映画見るの？」

　背後から俺達の名前を呼ぶ声が聞こえた。

　俺はすぐさま後ろを振り向くと、大きなポップコーンとジュースを持ったひなみと、そして古こ井いさんが立っていた。

　どうやらたった今、俺達は合流することができたみたいだ。

　俺が言いかけた時に現れるなんて、タイミングが良いのか悪いのか……。

「あれ～？　ひなみと古井っちじゃん！　どうしてここに？」

「私達これから『ラブサマー』でも見ようかなって思って」
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「お～、そうなんだ～。すっごい偶然だね！」

「そうだね、友里」

「まさか、友里と同じ時間帯に映画を見るとはね。驚いたわ」

「そうだね～。にしても凄すごくない？　涼もさっき一人でいるところを偶然見つけて、一緒に映画を見に来たの。なーんかミラクルが起きていますね～」

　さすがに偶然が重なりすぎて、少し考え出す友里。

　やっぱり無理があったか。そりゃ俺達四人が別行動をしていたのに、偶然出会ってそのまま映画館で合流するなんて、怪しまれるよな。

「これはつまり……神様からのご褒美かな！　マジで奇跡だね！」

　友里に気づかれるかと思っていたが、どうやらこの言葉を聞く限り、変に深く考えていないみたいだ。よ、良かった……。

「そうね。ま、そういう時もあるわよ。それよりも早く行きましょう。もうそろそろで始まるだろうし」

　古井さんはそのまま三番シアターの方へと歩き出す。

　俺もすぐに行こう思い、古井さんの跡を追いかける。するといつの間にか大きなポップコーンを持ったひなみが俺のすぐ隣を歩いていた。そして友里に聞かれない様に小さな声で話し始める。

「りょ、涼君。本当に偶然友里と出会ったの？　というか、そもそも涼君はどうしてここに？」

「え？　ああ。まあちょっと買いたい物があってな。ブラブラ歩いていたら友里と偶然会って。そのままここに来たんだ」

「そ、そっか……。ちょっと安心。えへへ」

　俺がそう言うと、ひなみは口角を上げ、嬉しそうな表情を見せる。

　ひなみの笑っている顔が見られて良かった。ストーカーの件があるが、楽しそうにしてくれて何よりだ。

　……あれ？　俺はどうしてこんなにも。誰よりも……。




　ひなみのことを守りたいんだ？　大切にしたいと思っているんだ？




　俺の中で、すぐに答えの出せない疑問が心の中に生まれてしまった。







[image: 第十話　奴が現れた……？]




「いや～、映画めっちゃ面白かったね～。あのラストの告白シーンとか凄く素敵だったよ！」

「そうだね！　久々に恋愛映画を見たけど、とっても面白かったよね！」

　上映が終わり、ひなみと友ゆ里りは映画の感想を述べながら映画館の出口へと向かう。俺と古こ井いさんも二人の後に続く。

　上映時間は約二時間と結構ボリュームはあったが、それでも話の内容は意外と面白く、退屈はしなかった。

　隣で見ていた友里は、主人公が好きな人に告白するシーンで涙をポロリとこぼしていた。

　一方、俺は真顔だったが……。面白かったが、正直涙が出るほど感動はしなかった……。やっぱり女子向けな映画だから、俺の心にはあまり響かなかったか……。

　また、三番シアターで映画を見ていたのだが、怪しい人はいなかった。評価されている映画なだけあって、それなりに人はいたが、どの人からも怪しい雰囲気を感じなかった。

　恋人、もしくは友達同士で来ている人ばかりで、一人で映画を見に来ている人はほとんどいなかった。それに見た目からして観客の多くが高校生から大学生の、陽キャな人達。とてもストーカーらしい人はいない。

「やっぱり怪しい人はいなかったね」

　俺は隣を歩く古井さんに声をかける。

「そうね。ほとんどが学生。そして友達同士やカップルが多かったわ。ストーカーをしそうな人は見当たらなかったわね」

「じゃあやっぱり、ストーカーなんてそもそもいなかったのかな……？」

「まだ分からないわ。決めつけるのは早い。恐らくだけど、ストーカーは今日ここに来ていないのかもね」

「どうしてそう思うの……？」

　古井さんはスマホをポケットから取り出し、Ｘエツクスの画面を開く。映し出されているアカウントは、あのストーカーのだった。

「この人、今日はまだ投稿をしていないわ。もしひなみの近くにいたら何かしら呟つぶやいていているはず。恐らくだけど、今日は来ていないんじゃないかしら？」

「じゃあ、何で急に来るのをやめたんだ？」

「相手が私達の存在に気が付いているとは思わないけど、何かしら警戒して、今日は近づかなかったのかもしれないわ。ひなみが一人で行動すると思いきや、私が隣にいたからやめた、という可能性もある」

「そっか。古井さんの存在が抑止力になって、下手へたに尾行するのをやめたのか」

「可能性はあるわ。とりあえず今日はもう平気だと思う」

「了解。今日で何か手がかりを得たかったけど、ダメだったか」

「そう簡単に物事は進まないわよ。ま、今日はお疲れ。帰ったらゆっくり休みなさい」

「そうするよ。やっと落ち着けるー」

　俺は深く息を吸い、そしてそのまま大きく吐き出す。

　いつストーカーが現れるか分からないから、終始緊張の糸を緩めなかった。だからここにきて、ようやくリラックスすることができた。

　何かしら手がかりが欲しかったけど、相手が来なかったのならしょうがない。

　成果はないが、ひなみの前で何も事件は起きていないし、一応良しとしておくか。

「おやおや！　古井っちと涼りよう、何のお話をしているのかな～？」

　俺と古井さんの会話が一段落したところで、友里が間に入ってくる。

「え。まあ映画の感想とか……？」

　友里にはまだストーカーのことを伝えていないから、俺は咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かす。

「ふぅ～ん。なるほど。男子の涼から見てあの映画はどうだったのかな～？」

「ええっとだな」

　俺が何を言おうか考えていた時だ。

「さっき私に向かって『あ～、僕もあんな熱く、そして激しい恋愛をしてみたい！　そして爆乳美少女からモテたい！』と熱弁していたわ。聞いていてちょっとドン引きしたけど」

「古井さんんんん！　俺そんなこと一言も言ってないから！　何そのキモい台詞せりふ！」

　誤魔化すためとはいえ、もうちょっと言い方ってもんがあるでしょうが！　これじゃあ俺が変態みたいじゃないか！

　まだ、『熱く、そして激しい恋愛がしたい』と言うだけならいいけど、『爆乳美少女からモテたい』はないでしょ！　俺そんな願望一言も言った覚えないから！

　ま、まあ心の中で密ひそかにそう思っているのは事実だが……。

「あははは！　涼の感想面白すぎでしょ！」

　冗談だと理解している友里は、そのノリに合わせながら笑ってくれた。

　これ、友里じゃなかったら、ドン引きだったかもしれないんだぞ。まったく古井さんめ。

「私も涼君の映画の感想とか聞きたいな。涼君、あんまり恋愛映画とか見ないと思うし。どういう恋に憧れているのかちょっと気になる……かな」

　笑っている友里の隣で、上目遣いで俺を見つめながらひなみが口を開く。

　俺の恋愛に対する憧れなんて聞いてどうするんだ……？

「いや……、俺はまあ普通の恋愛ができれば、それでいいと思っているよ」

「ふ、普通ってどんなの!?　どんな時にキュンキュンして、好きなタイプは!?」

　さっきまで照れくさそうに話していたのに、急にガッツリ食いついてくるひなみ。俺の恋愛観に対して相当興味津々みたいだ。

　え、でも何でだ？　こんなモブというか陰キャの俺の恋愛なんかを、何な故ぜ『千年に一人の美少女』が気になるんだ……？

　もしかしてひなみは俺のことを……。

　いや、ないないない。考えすぎだ。普通に友達として気になっているだけだよ、きっと。

　ほら、ひなみには林間学校で教えてもらったけど、気になっている人がいるんだ。

　男側の意見とかが欲しいとか、そんな考えで聞いているに違いない。

「私もちょっと気になるかな～。涼って、どういう時にキュンキュンするの～？　どんな恋がしたいのかな～」

　今度はひなみだけじゃなく、友里まで会話に入り、俺の恋愛観について詮索し始める。

　な、何なんだよ、一体……。この二人は揃そろいも揃って、何故俺の？

「二人共一旦その辺で。どうせ長話になりそうだし、カフェでも入って映画の感想とかを話し合いましょう」

　動揺して上手うまく言葉が出なかった俺をすぐさま古井さんがカバーしてくれた。

　いじる時はいじり倒すけど、カバーする時はしっかりやってくれるのが古井さんだ。

「うん。そうだね。どこか入ろうか」

「行こう行こう！　早く映画の感想とかさっきの話の続きとかしたいし」

　ひなみや友里も古井さんの提案にすぐさま賛成。

　俺達は映画館を出た後、適当なカフェで感想を語り合うことになった。




　　　　◇




　映画館を出た後、俺達は空すいているカフェを探しに、ショッピングモール内をブラブラと歩き回る。

　俺は隣を歩くひなみに話しかける。

「ひなみ。最近どうだ？　前話していた悩み事とかは平気か？」

「え？　う、うん。大丈夫だよ。平気」

「そりゃ良かった。古井さんとの買い物は結構楽しめた？」

「うん！　古井ちゃんに似合う可愛かわいい服とかを沢山買えたんだ！　私も新しい洋服を結構買えたの」

　ひなみは手に持っている紙袋を持ち上げ、嬉うれしそうにしていた。

　水着以外に何を買ったのか分からないが、この反応からするとかなり楽しく買い物ができたんだろうな。

「そっか。最近、少し落ち込んでたみたいだったから、ひなみが元気になったようで良かったよ。また何かあったら、何でも俺に言ってくれ」

「うん、ありがとう涼君。でも、どうして涼君はそんなに私を気にしてくれるの……？」

　ひなみの言葉に、俺は返す言葉を少し考えてしまった。

　今のひなみはストーカーに狙われている。だから心配して声をかけたのだが、しかし思い返すと、俺は何かとひなみをずっと気にしていた。

　ひなみがもし誰かに傷つけられ、そして苦しんでいる姿を想像すると……。

　胸が痛くなる。ギュッと何かに強く握りしめられているかの様に、心が苦しく、そして痛くなる。

　勿もち論ろん、他の人でもそうだ。友里や古井さんだって。でも、どうしてひなみにだけ、こんなにも心が動くんだ……。

「お、俺は……。ただ単純にひなみが傷つくところを見たくないだけだよ。本当にただそれだけ。困ったらどんな時でも助けるよ」

「涼君……」

「何かあったらいつでも相談して。ひなみ。力になりたいんだ。守りたいんだ」

「あ、ありがとうぅ……」

　俺がそう言うと、ひなみは顔を下に向け、小声でそう呟く。顔は見えないが、何故か耳が赤くなっているな。

　え、どうしたんだ、急に？　俺何か変なことでも言ったか？

「私、涼君に会えて本当に良かった」

「え？　俺に？」

「うん。だって」

　ひなみは少し間をおいてから、顔をゆっくりと上げ、俺の目を見つめながらこう言った。

「こんなにも一緒にいて、心が落ち着く人は初めてだから……」

　ドキンッ！

　他の人に聞こえるんじゃないかというほど心臓が音を鳴らし、そして鼓動が一気に速まった。

　体中が内側からポカポカしてきて、心まで温かくなる。つい口角が上がりそうになるのを、無理にでも抑える。

　異性の、さらにはひなみの言葉に、俺の体は嬉しさを隠せなかった。

　上目遣いでそんな言葉を言われて、『はい、そうですか』と受け流せるなんて無理だろ……。

　俺はひなみの言葉が嬉しすぎて、スッと顔を逸そらしてしまった。

「あ、ありがとう……、ひなみ」

「えっ!?　ううん。私の方こそ、涼君にはいつも感謝しているよ……。いつも助けられてばかりだなーって」

「そんなことないよ。ひなみが傍そばにいてくれると、俺も嬉しいし楽しいよ」

「ありがとうぅ……」

　お互い顔を真っ赤にし、目を見て話せなくなる。良い意味で気まずい空気が俺達の間に流れる。

　ひなみにあんなことを言われるなんて……。もしかしてひなみの好きな人って。




　俺のこととか……？




　……いや、考えすぎかな。

　相手は『千年に一人の美少女』と呼ばれているぐらい、容姿端麗で成績も優秀。さらに根が真面目で心も綺き麗れいだ。

　そんな人が俺なんかを……。




　好きになるはずないよな。




　普通に釣り合わないだろうし、無理だ。仮に俺がひなみのことを好きになっても、結局想おもいを隠して過ごすことになるのかな……。

　俺がそんなことを考えていると、

「おっ！　空いているカフェ見っけ！　ねね！　あそこにしない？」

　友里が指をさしている方を見ると、店内が空いているオシャレなカフェがあった。

　見た感じだと、四人用のテーブルがいくつか残っており、待たされることなく座れそうだ。

「良い感じの雰囲気ね、あそこにしましょうか」

「だねだね！　二人もいいでしょ？」

　友里が俺とひなみに確認を取る。

「俺は平気。座れるならどこでも」

「うん。私も大丈夫。あ、でもちょっとお手洗いに行きたいから、先に皆行ってて」

「は～い！　道に迷わないでね～、ひなみ！」

「うん。じゃあ遅れていくね」

　ひなみは俺達に手を振ると、そのままトイレがある方へと小走りで向かっていった。

　案内板を見ると、ここからトイレまでそう遠くないからすぐに戻るだろうな。

　俺達はひなみを見送った後、三人で店内に入っていった。




　　　　◇




　涼君達と別れた後、すぐさま女子トイレに入り、洗面台の前に立った。

　そして先ほどのやり取り、涼君に言ったあの言葉を思い返す。

　──こんなにも一緒にいて、心が落ち着く人は初めてだから……。

　つい言ってしまった！

　どどどどどどどどどどうしようっ!?

　もうこれ告白をしているのと変わらないよね!?

　うぅぅ……。つい涼君と話せるのが嬉しくて、言ってしまった。

　思い返すだけで胸が苦しくなる……！

　私は深いため息の後、鏡に映っている自分の顔に目を向けた。

　赤のペンキで顔を塗られてしまったぐらいに、私の顔は真っ赤になっていた。

「私って、何でこんなにも不器用なんだろう。もっと場所とタイミングを選ばないと……。涼君も少し困惑していたし」

　涼君は私のことをどう思っているんだろう……。今まで沢山迷惑をかけてきたし、面倒な女だと思われていないかな。

　い、いや。いくら何でも涼君ならそこまでは思わないはず。でも、友里と比べると、多分印象は良くないかな……。

　友里みたいにグイグイアタックしているわけでもないし、趣味が一緒というわけでもないし。

　小学校を卒業と同時に中高一貫の女子校に通うことになったから、異性と会話することはほとんどなかった。今年から共学になったとはいえ、まだあんまり異性と話し慣れていない。

　一方で友里は、持ち前のコミュ力で色んな男子とお話をしているけど、私は涼君ぐらい。

　涼君のこと、楽しくさせることができてるかな……。話していてつまらない女だと思われたらどうしよう。

　恋愛って、難しいな。

　今までまともに好きな人なんてできたことがないから、全く分からない。

「もっと頑張らないと……！」

　気持ちを切り替えよう。涼君にもっとアピールしないと。

　私は鏡で身なりを整え、そして女子トイレから出た。そのまま涼君達が入っていったお店まで向かう。

　もっと頑張らないと。恥ずかしくても、不器用でも、諦めずに頑張ろう！

　そう思った直後。

「あ、あのー。そこの君。もしかして、九く条じようさん……？」

　背後から、私の名前を呼ぶ見知らぬ人の声が突然聞こえた。

　振り返るとそこには……。

　真っ黒なキャップを被かぶった男性が、私の背後に立っていた。

　こ、この人って……？
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「いや～、やっぱりあの展開が最高に心を刺激したよね～。超盛り上がったし！」

　友ゆ里りは注文したドリンクをグイッと飲みながら、先ほどの映画について熱く語る。

「そうね。私、普段は恋愛映画ってあまり見ないけど、たまには良いわね。ま、私は胸がキュンキュンするぐらいの恋愛をしたいなんて願望、一ミリもないけど」

「いや、古こ井いさん。それ強がりすぎでしょ……。本当は誰かと熱い恋愛がしたいんじゃないの？」

「は？　下僕の分際で私に反論とはいい度胸ね。消されたいの？」

「発言がもう鬼だろ……」

「今何か言った？　何？　私が何だって？」

　古井さんが俺の言葉に眉間に皺しわを寄せながら食いついてきた。

　こ、怖い！　余計なことをつい言ってしまったぁぁぁぁぁ！　殺されるぞ、これ！

「まあまま古井っち！　落ち着いて！　冗談だから。そうでしょ、涼りよう？」

「お、おう！　勿もち論ろん！　冗談だよ冗談」

　友里が間に入ってくれて、さらにフォローまでしてくれた。俺は友里の言葉にそのまま合わせ古井さんを説得する。

　ジト目で俺を睨にらんだ後。

「ふぅーん。まあいいわ」

　古井さんは俺を睨みながらも、ドリンクをストローで飲んだ。

「それにしても、ひなみ遅いね～。どうしちゃったんだろう。お店に入ってからもう十分近く経たっているけど、大丈夫かな」

　その瞬間、俺の背筋に悪寒が走る。

　今のひなみは単独行動をしている。そして店に中々来ないことを考えると……。

　もしかしたら、ストーカーが現れたのかもしれない。そう思うと、俺の体は無意識に席から立ち上がっていた。

　映画館でも現れなかったことから警戒を緩めてしまった。そのせいで今ひなみがピンチに……！

　マズいマズい！　今すぐにでも行かないと！

　古井さんも険しい顔で俺を見て、『君が行って。友里は私が見ておくから』とアイコンタクトを送る。

　サンキュー、古井さん。友里は頼むよ。

「ど、どうしたの涼!?　急に立ち上がって！」

「悪い。ちょっと俺もお手洗いに行く！　古井さんと友里はここで待ってて！」

「あ、ちょっと涼！」

　友里の言葉を無視して、俺は猛ダッシュで女子トイレの方へと向かう。




　　　　◇




「クソッ！　まさか女子トイレに侵入したのか!?　いや、でも他にも人がいるから、そんな行動は簡単にできないはず。だとしたらトイレを出たところで、接触したのか？　どっちにしろ、早く行かないと！」

　俺は足と手を全力で動かしながら、辺りを見渡してひなみを探した。

　ダメだ。夏休み中のせいもあって、学生とか家族連れが多い！　これじゃどこにひなみがいるのか分からねぇ！

　さっきから電話をしているのに、全然出てくれないし！　ちくしょう！　どこにいるんだ！

「はぁ、はぁ、はぁ、ひなみ。どこだよ！」

　ずっと走りっぱなしだったため、一度足を止め、呼吸を整えながら再度周りを見渡す。

　だがやっぱりひなみの影すらない。どこにも見当たらない。

「やべぇ。どうしよう！」

　そんな言葉を吐露した時だ。

「あ、あの。だから私はそういうの……ダメなんです！」

　どこからかそんな言葉が聞こえた。

　今の声……。間違いないひなみだ！　どこだ！　どこにいる!?　まだ無事か！

　俺は何度も首を振り、周囲を注意深く観察した。

　するとここから少し離れたところに、ひなみ、そして彼女の目の前に立つ怪しい男が目に入った。

　男は帽子を目深に被っているため、顔ははっきりと見えない。だがあの格好と体格からして男なのは間違いない。

　行くしかない！

　俺は人混みの中を無理やり押し進み、一秒でも早く彼女のもとへと向かう。

「ひなみ！　大丈夫か！」

　俺は大声を上げながら、ひなみを守る様に二人の間に割って入った。また、同時に俺は男を強く睨みつける。

「あんた、一体彼女に何の用だよ！」

「え、ええ!?　もしかして彼氏さんとデート中!?　ああ、ご、ごめんなさい！　俺、そんなこと知らないで話しかけちゃって！」

「…………って、え？　ごめんなさい？」

　声を荒らげる俺に対し、男は意外にもぺこりと頭を下げ、謝罪の言葉を口にした。

　男の予想外の行動に、脳内の処理が追いつかなかった。

　ストーカーってこんなに簡単に謝るのか？　しかも割と素直だ。反抗的な態度はないし、むしろ良い人なんじゃないか？

「ああ！　違うよ涼君！　その人はそ、その……。私のファンらしいの！」

「え？　ファン？　ファンってあのファン？」

「う、うん」

　恥ずかしそうにひなみが首を縦に振り、ファンだということを肯定する。そのせいで、俺の頭は余計に混乱した。

　ストーカーじゃなくて、ファンなのかこの人!?

　ええ、どういうこと？

　勘違いして行動していたため、顔から火が出そうになる一方、ストーカーではなくファンだったという事実に、俺はもう言葉が出なかった。

「涼君、ごめんね！　この人は私のファンで、そ、その写真を一緒に撮って欲しいってお願いされていたの。だから断っていたら、涼君が来て……」

　ひなみが状況を説明すると、その後に続き男の方も話し始める。

「そ、そうなんです！　ネットで出回っている画像を見て、凄すごい可愛かわいいなって思って。それで一度でいいから話してみたいなと思っていたら、偶たま々たまそこで会いまして……。それで写真を……」

「じゃ、じゃああんたはただのファン、だと？」

「も、勿論です！　本当に偶然会っただけです！　まさか彼氏さんがいたなんて……。す、すみません！」

　男はもう一度俺に向かって頭を深く下げる。

　こ、この対応は絶対にストーカーじゃねえだろ……。ストーカーだと思っていたけど、ただの善良なひなみのファンじゃないか。

　そうだよな。ひなみはネット民から『千年に一人の美少女』と呼ばれるぐらいの容姿の持ち主だ。

　アイドルでもモデルでもないけど、彼女の容姿に惚ほれてしまう、ファンの一人や二人いてもおかしくはない。

　じゃあ俺はファンとストーカーを間違えて、カッコつけて助けに来たのか。

　……。

　滅め茶ちや苦く茶ちや恥ずかしい痛い奴やつじゃねぇか！

「す、すみません。俺の方こそ、変な勘違いをしていました……」

「い、いえ！　そんな気にしないでください！　彼氏さんからしたら嫌ですよね。本当失礼しました！」

　男はそう言うと、逃げる様に走り去ってしまった。

　勘違いによる迷惑行動に関して謝ることはできたが、俺がひなみの『彼氏』という誤解まで解くことはできなかった。

　やっちまったな。変な早とちりで迷惑をかけてしまった。

「すまん、ひなみ。俺のせいで」

「ううん。気にしないで。私の方こそ心配させちゃってごめんね。涼君は何も間違ってないよ」

「し、しかしだな……」

「嬉うれしかったよ。涼君が誰よりも早く駆けつけてくれて。本当に嬉しかった。だから気にしないで」

　ひなみは両手を胸に当て、嬉しそうに優しくそう呟つぶやく。

　その言葉を聞き、俺は思わず口角が上がってしまった。見られたらマズいと思い、すぐにひなみから顔を逸そらすが、多分耳まで真っ赤になっていると思う。

　俺のせいで変なトラブルになりかけるところだったが、それでもひなみが無事だったから、結果はオッケーか。

　しかし、何だろう。ひなみの顔を見ると、褒められると。

　どうしてこんなにも心が躍るんだ……？　俺はもしかして……。
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　結局ショッピングモール内にストーカーは現れず、映画の感想を適当に喋しやべった後、俺達は解散した。

　一応、帰り道に現れるかもしれないことを考え、俺はひなみと一緒に帰っている。

　最寄り駅で降りた後、ひなみの自宅まで二人で歩いて向かう。

「なんだか一日が過ぎるのが早いね」

　ひなみは夕焼け色の空を見上げながらそう言う。

「年を取るにつれて、時間が経つスピードは早くなるって言うからなー。何でだろう」

「私も分からない。でも不思議だよね。楽しい時間なんて一瞬で過ぎちゃうもん。古こ井いちゃんと一緒に買い物して、皆で映画も見て本当に楽しかった。あっという間だった。それに……。涼りよう君が助けに来てくれた時、一瞬だけどあの時の英雄と重なって見えて……。何でだろうね。私、涼君の背中を見ると、安心するの」

　俺はその言葉を聞き、少しだけ思い当たる節があった。

　俺は以前ひなみを通り魔から助けている。いまだに名乗り出ていないが、彼女は助けた時の俺の背中を覚えている。だから、見覚えのある背中にどこか安心しているのかもしれない。

　一度助けられたからこそ、無意識に心が落ち着くのかもしれない。

「変に考えすぎだよ。俺じゃなくても、きっと安心するはずだ」

　俺がそう言った直後だ。

　ひなみが俺の手をギュッと握り、そして真剣な顔で見つめる。彼女のその行動に、その表情に、俺の足は無意識に止まってしまった。

「そ、そんなことないよ……！　涼君じゃないと、私は多分……。安心しないと思う……。涼君だからこそだよ」

　恥ずかしがりながらも、それでも俺の目を見てしっかりと想おもいと伝えるひなみ。

　冗談で言っていないことぐらい、さすがの俺でも容易に分かる。

「そうか……。何か嬉しいな。ありがとうひなみ」

　何でだろうな。いつからだ？　体育祭以降かな……？

　ひなみの言葉に、俺は時々心が躍ってしまう。嬉しくてつい、にやけてしまう。

　心が温かい。体の内側から何か温ぬくもりを感じる。ひなみが隣にいると、上手うまく言葉にできないが、安心する。

　この感情はもしかして……。

　自分の気持ちが落ち着かないまま、俺は止まっていた足を動かし、真まっ直すぐ前へと歩き始める。

　ひなみに手をギュッと握られたままだったが、俺は無理に放さなかった。

　最初はただ手を握っていたが、そのまま指を絡ませ合い、そして。

　恋人繋つなぎのまま、しばらく無言で一緒に歩いたのだった。
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　ショッピングモールでの買い物から、早くも二週間が過ぎた。

　あれから毎日ひなみと電話をしているが、これといって何も変化はない。

　怪しい人を家の近くで見かけたわけでもなければ、変なＤＭも来ていないそうだ。

　そんなわけで、しばらくの間は平和な日々を送っている。

　俺は相変わらずやることがない暇人なので、リビングのソファーでゴロゴロしながら、適当に音ゲーをやっている。今日は偶々早く起きたので、朝の九時からずっとゲーム三昧。

　親は仕事でいないため、だらしない生活をしていても文句は言われない。

　家には美み智ち香かがいるが、この後遊びに行くらしい。昼飯は適当に出前でも頼んでグータラしようかな。

「あっ、おにぃ。ここにいた。ねぇ、ちょっといい？」

「うん？　どうした？」

　美智香が二階から降りてきて、リビングでゴロゴロしている俺に声をかける。

　俺は音ゲーを一旦止め、美智香の方に顔を向けた。

「あのさ。私これからちょっと友達と遊ぶから、もし出かけるなら戸締りよろしく」

「了解」

　美智香は玄関の方に行きそのまま家を出ていった。

　あいつはほぼ毎日遊んでばかりだが、飽きないのか……？　ま、でも一人になれるし別にいいけど。

　ふぅー。これで家には誰もいない。誰にも邪魔をされない。快適だなー。

　俺は中断していた音ゲーを再開した。

　誰もいない、そして邪魔されることもない環境でゲームに熱中すること三十分。

　少し休憩しようと思い、ゲームをやめてお茶でも飲もうとした時だ。

　俺のスマホが誰もいないリビングで突然鳴り出した。画面を見てみると、相手はまさかのひなみだった。

　え、何で急に……？　何かあったのか？

「はい、もしもし。俺だけど」

「あっ！　涼りよう君おはよう！」

「おはよう。どうしたのこんな時間に？」

「う、うん。ちょっとね、涼君に相談があって電話をしたの」

「俺に相談？」

　もしかして、ストーカーの件か？

　いや、口調的に慌てている様子はない。落ち着いているからいつものひなみだ。ということは、別件か？

「涼君ってさ。来週の土日って予定空いてる……？」

「来週の土日か……。うん。大丈夫。空いているよ」

　スケジュール帳などを確認するまでもない。

　俺の今年の夏休みはこれといって予定はない。特に大きなイベントはないので、来週の土日は暇なはずだ。

「良かった！　実はね……。私と古こ井いちゃんと友ゆ里りで一泊二日の旅行に行くんだけどね」

「旅行か、いいね。楽しんできなよ」

「あ、あの……。涼君も来る……？」

「え？　俺も？」

「うん。実は前々から予定を立てていてね、涼君もどうかなーって。夏休み前、教室で話していた時に、あんまり予定がないって言っていたから、どうかな……」

「……お、俺も一緒に行っていいのか!?」

　思わず誰もいないリビングで叫ぶ俺。まさかひなみから旅行に誘われるとは思ってもおらず、つい大きな声が出てしまった。

「うん。涼君が嫌じゃなかったら、来てほしい……かな」

「いや、でも本当にいいのか？　俺なんかが一緒に行って」

「う、うん！　むしろ私は涼君と一緒に行きたい……！　一緒に思い出を作りたい！　行こう！」

「お、おう！　分かった。行こうか！　誘ってくれてありがとう！」

　気づいたら俺は即返事をしていた。

　ひなみの言葉が嬉うれしかった。ただの人数合わせではなく、本気で誘っているのが心に強く伝わってきた。

　あのひなみに、旅行に誘われるとはな……。

　俺が夏休みに暇をしている。そのことを知っていたからこそ、俺を誘ってくれた。これを断ったら、俺は最低な野郎だ。

　ここ最近はストーカーも動いていないし、時には学生らしく思い出を作るのもありだろうな。

「よかった！　じゃあ詳しいこと教えるね！」

　その後、俺は旅行の目的地や当日の集合場所を教えてもらった。







　こうして特に予定がなかった俺だったが、ひなみから誘われて一泊二日の旅行に行くこととなった。

　ありがとうな、ひなみ。そして友里や古井さんも！

　久々の旅行だ。
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「うおー！　ここが私達が泊まるホテルかー。おっきいね！　沢山写真を撮って、後でＸエツクスに投稿しちゃおう！」

　ホテルに到着すると、興奮状態の友ゆ里りがピョンピョンと跳ねながら誰よりも早くロビーへと入っていく。そしてスマホをあちこちに向けて写真を何枚も撮り始めた。

「友里、興奮しすぎだよ！　ちょっと待って！　皆で行こうよ！」

　ひなみは興奮した友里の跡を追いかける様に、ホテルの自動ドアの先へと進んでいった。




　まるで玩具おもちや屋に来て、興奮した子供に振り回されてる親の様に見える……。

「ほら、私達も行くわよ」

「りょーかい」

　俺と古こ井いさんも二人の後に続き、ホテルのロビーへと足を運ぶ。

　俺達が今いるのは、大型レジャー施設併設のかなりお高いホテルだ。夏のこの時期は東京ドーム一個分ぐらいの広さを誇るプールが開放され、毎年多くの人が来場するそうだ。

　本来なら学生の旅行で行くには金銭の関係で宿泊するのは難しい。一泊するだけでもかなりお金が飛ぶ。それにプラスしてプールの利用ともなると、もはや高校生のバイト代では少々きつい。

　だが偶然にも古井さんの父親が経営しているらしく、特別料金で安く泊まることができた。

　全国的に有名なホテルを経営していると聞いた時は驚いたが、正直うちの学校じゃよくある話かもしれない。何せ共学になる前はお嬢様学校だったからな。大企業の社長や政治家の娘がいても当然だ。俺は改めてとんでもない学校に入学できたんだと実感した。

「古井さん、本当にありがとうね、こんなにも安く泊まれるなんてビックリだよ。ネットで調べたら相当高くて……。知った時は焦ったよ。こんな高いホテルに泊まるのかって」

「別にお礼だなんていいわよ。ただ親のコネを使ったまで。努力なんて一切していないわよ。それよりも、お礼を言うならひなみに言いなさい」

「え？　ひなみに？」

「ええ。だって、あの子がこの旅行を企画したのよ。君のためにね」

　古井さんはその後も続ける。

「夏休み前に、『夏休みは予定がないから暇している』といった感じのことを言っていたでしょ？　それを聞いたひなみが、サプライズで旅行を企画したいって、相談してきたのよ。だから協力してあげたの。感謝はひなみにしなさい」

「本当、俺は良い友人に恵まれたよ……」

「そうね。あと、ストーカーの件で色々と暗い雰囲気が続いていたし、時にはリフレッシュも必要よね。今日は思い切り楽しみなさいよ、ヒーローさん」

「そうだな。久々に楽しもうかな」

　俺達はフロントで荷物を預けた。

　そしてそのまま併設している大型のプール施設へと俺達四人は向かうのだった。




　　　　◇




「いやー、写真で見たけどやっぱりデカいな……。人もそれなりにいるけど、それでも全然キャパに余裕があるな。何人入れるんだ、これ」

　俺の眼前には『流れるプール』や地上十メートル以上からスタートし、最後に一気に急降下する『ウォータースライダー』などがある。

　こりゃ、一日中遊ぶには最高の場所になりそうだな。

　辺り一面に広がる様々なプールを見た後、俺は大きな時計台の下で女子三人が着替えるのを待つことにした。

　男子の方が着替えは早いから、待たされることは確定していたとはいえ、更衣室の前で別れてから、かれこれ十五分ほど過ぎている。

「遅いなー。事前に決めた待ち合わせ場所はここだと思うんだけどな」

　そう思いながら待っていると、

「あっ！　いたいた！　涼りよう君！」

　どこからかひなみの声が聞こえた。

　俺は周囲を見回し、ひなみを探す。すると、右方向からこちらに向かっているひなみの姿が目に入った。その後ろに古井さんや友里もいる。

　三人共水着姿で小走りしているため、胸が大きく上下に揺れる（古井さんは除く）。

　なので、周囲にいる男性の視線が釘くぎ付づけになっていた。勿もち論ろん俺も。

　って、あれ……？　よくよく見たら、あの三人が来ている水着って……。

　ショッピングモールに行った時に買ったやつじゃねぇか！

　おいおい、まさかこの日のために買っていたのか。なるほど、あの時の友里の言葉がようやく理解できた。何な故ぜ意味深なことを言っていたのか、やっと分かった。

　初めから計画を知っていて、その上であんなことを言っていたんだな。

　やべぇな。三人共自分の長所を活いかした水着だから、凄すごい似合っている。

　俺、あんな美少女三人とプールで遊ぶのかよ。何かドキドキするな……。

「涼君、お待たせ！　ごめんね。待たせちゃって！」

「いや～、ひなみ早いな～。随分待たせてごめんね、涼！」

「二人共ちょっとは落ち着きなさいよ」

　一番に俺のもとに到着したのはひなみで、友里と古井さんがその後に続く。三人共少し息を切らし、さらに汗が頬ほおを伝っていた。

　俺はひなみの汗が流れていくのを何となく目で追っていると、頬から滑り落ち、彼女の胸元にポツンと落ちる。

　俺の視界にひなみの大きめな胸、それも普段では目にすることがない谷間までも間近で見てしまい、思わず視線を横に逸そらした。

　ヤバい……。変に興奮していないよな……。

「ぜ、全然大丈夫。俺もそこまで待ってないし」

「そっか、なら良かった～。で、ところで慶けい道どう涼さん。あなたは今ひなみの胸に落ちる汗を見ていましたね？　見ていましたよね！」

　どうやら友里は見逃していなかったみたいで、先ほどの俺の視線について追及してくる。

　小悪魔の様にニヤつきながら、俺の反応を楽しんでいるのが見て分かる。

　ちくしょう。まさか友里に見られていたとは……。

「いや、別に見てないから！　何かの勘違いじゃないか？」

「ほ～。現役女子高校生の胸を目の当たりにしても強気でいるとはね～。本当は興奮していたんじゃないんですかね～」

「いや、別に、そんなことは」

「じゃあこれでもですかね？」

　すると友里はまたもニヤつきながら、俺の腕をグイッと引っ張り自分の胸に強く押し当てる。弾力ある柔らかい胸の感触が脳に伝わり、抗あらがえずそのまま堪能してしまった。

「ほらほら～。どうですかね、涼？」

「お、おい！　馬鹿ッ！　ダメだって友里！」

「え～。いいじゃん涼～。この水着、涼が選んでくれたの覚えている～？　この日のためにちゃんと準備していたんだ～」

　確かに友里が今着ている水着は以前ショッピングモールで買った時のものだ。試着した水着の中でも肌の露出が多く、結構スレスレのラインを狙っている大人の女性向けの様な水着だ。

　至近距離で友里の水着姿、さらには谷間まで見てしまった俺は思わず動揺し離れようとする。

　しかし、友里はそれを逃さない様に強く腕を掴つかむ。

　こんな大勢の前でこんなイチャイチャはさすがにマズいだろ……！

　しゅ、周囲の目が気になる！　ヤバいって！

　何で友里はこんな状況でも平然としていられるんだ？　いや、むしろ目がキラキラ輝いていないか、これ……？

「こら、友里。公衆の面前でそんなことしないの。離れて」

　あたふたする俺に呆あきれたのか、代わりに古井さんが友里との間に入ってくれて、何とか離れることができた。

　俺が友里から離れた後、古井さんはジト目で俺を睨にらみつける。

「何照れているのよ……。顔が真っ赤。時と場所を選びなさい」

「す、すみません……」

「まったく。これだから年頃の男は……。胸の大きい異性に対しては鼻息を荒くして異常に興奮するんだから……」

　どこか不満げな表情を浮かべる古井さん。

　珍しいな……あ。そういうことか。古井さん、胸がないから友里に嫉妬を……。

「今、『古井様は胸がないから友里に嫉妬している』とか思ったでしょ？」

「い、いやいやいや！　思ってないから！　全然そんなこと考えてないから！　あと、古井様って何!?　様付けなんてしないわ！」

　あぶねぇぇぇぇ！　というか、何で俺が考えていたことを当然の様に知ってんだよ！

　エスパーなの!?　この人って、もしかして人の心を読める人なの!?

「あっそう。顔を見ていたら、そんなことでも考えているんじゃないかって思ってね。当然、考えていないわよね……。考えていないわよね？」

　圧をかけてくる古井さんに、俺はビクッと体を震わせる。

　怖いな、おい。正直に言ったら絶対に殺されるでしょ。

「本当に考えていません……。本当に」

　古井さんはしばらくジト目で俺の顔を見つめた後。

「ふぅーん。まあいいわ。見逃してあげる」

　静かにそう告げると、視線を俺から友里の方に移した。

「友里。プールに入る前に、持ってきた浮き輪に空気を入れましょう。あっちに空気入れがあったから、早く行きましょう」

「はいは～い！　じゃあ行こうか古井っち！　涼とひなみも一緒に行こう！」

「あ、ああ。じゃあ行こう、ひなみ」

　俺がそう言って前を歩こうとした時、ひなみが俺の手を優しくギュッと握る。

　そしてウルッとした瞳で、顔を真っ赤にしながら口を開いた。

「りょ、涼君……。どうかな、この水着……。に、似合う……？」

　上目遣いで俺を見るひなみの可愛かわいらしい表情に、俺の鼓動は一気に速まる。

　ドキッとするだろ、こんなの……！

　普段は制服を着ているからあんまり気づかなかったけど、本当にひなみって肌が白いな。

　スタイルも引き締まっていて、それなのに胸も友里に負けず劣らず。

　どういう生活をすれば、こんな男の理性を破壊するスタイルになるんだよ……。

「す、凄く似合っているよ……。正直、似合いすぎてて、これ以上の言葉が見つからないよ」

　モジモジしながら言う俺だが、それを聞いたひなみはパッと目を輝かせた。

「ほ、本当!?　嬉うれしいな。涼君に褒められると凄く嬉しい」

　そう言うと、今度はひなみが俺の体をジッと観察し始めた。

「涼君の方こそ、凄い鍛えているんだね。腹筋とか結構ハッキリ見えるし、腕とかも」

「ああ。これか。昔色々鍛えててな。それでまあその時の筋肉がまだ残っているんだよ。最近はあんまり鍛えていないから、ちょっと筋力が落ちたけどね」

「ええ!?　じゃあ昔はもっとあったの!?」

「まあ、それなりにな」

「凄い！　私、鍛えている人って、本当にカッコいいと思う！」

「あ、ありがとう、ひなみ」

「うん！　じゃあ行こう涼君！」

「おう！」

　俺とひなみは少し会話をした後、友里と古井さんを追って歩き出す。

　しかし、ひなみの口から『カッコいい』の言葉が出てくるとは少し驚きだ。久々に聞いた気がする。

　意外とマッチョというか、筋肉質な人が好きなんだな、ひなみって。あんまりそういうイメージがなかったから、ちょっと意外。




　　　　◇




「いや～。本当に快適ですな～。やっぱり夏といえばプールだよね～」

　ドーナツ型の浮き輪に体を預け、プカプカと水面を漂う友里。気持ち良さそうな顔をしながら、プールの流れに身を任せている。

　俺達が今いるのは『流れるプール』だ。環状になったプール内では、穏やかな水の流れが生じており、何もしなくても勝手に時計周りに体が流される。

　最初に入るプールということもあり、穏やかで静かなところが良いということで、ここになった。

　かれこれ十分近くいるが、流れが本当に穏やかでついずっと入っていたくなってしまう。

　俺達は流れに身を任せて、適当に雑談しながら時間を過ごしている。

「やっぱりプールで最初に入るのはここだよね～」

「うん。人も結構いるけど、やっぱり大型施設なだけあって、全然窮屈に感じないね！」

　気持ち良さそうにそう言う友里と、楽しそうな笑みを浮かべるひなみ。

　一方古井さんは身長が小さく、プールの底にギリギリ足がつくが、正直危ないため浮き輪に乗ってプカプカと浮いている。しかもグラサンに、ココナッツの実にストローを挿し、チュウチュウと中のジュースを飲んでいる。さっきお店に立ち寄って買っていたな。

　外見だけセレブ感が……。いや、実際この人はお金持ちだからセレブか。

「ふぅー。快適ね。これでこそプールだわ」

　外見だけじゃなく、台詞せりふまでセレブになっているじゃねぇか古井さん……。

　泳がないでプールを楽しむ人を、庶民である俺は初めて見た……。

　俺は古井さんの前を泳ぎながら、友里達と会話を楽しむ。

「涼～。次のプールはどこ行く～？」

「俺はどこでもいいけど、そうだな。『波のプール』にでも行くか？」

「いいね～。ひなみもいい？」

「うん！」

　波のプールは、人工的に波を発生させるプールのことだ。波の強弱はランダムで、強い時もあれば弱い時もある。

　プールに入っているだけでも、意外と楽しめるんだよな、これが。

　しかし、友里の奴やつ。さっきからずっと浮き輪に頼ってばかりで全然泳ごうともしないな……。

　古井さんは身長が小さいから浮き輪を使っているが、女子では背が高い方の友里は何な故ぜ泳がない……？

　ちょっと気になるし、試してみるか。

「ほら友里。次は『波のプール』に行くんだから、そろそろ泳いだらどうだ？」

　俺は友里の浮き輪を上に持ち上げ、力業でひっくり返す。

「キャッ！　ちょっと涼！」

　友里は驚いた後、すぐさま水の中に沈む。ま、どうせすぐ上がってきて『もう！　いきなり何するのよ！』とでも言ってくるだろうな。

　そう思っていたのだが、実際は違った。

「あわあわっ！　わ、私泳げないの！　ちょっと涼体貸してよ！」

　水面から顔を出した友里はそのまま俺の体にしがみついた。

　密着する俺と友里。体が触れ合い、彼女の体温を感じる。それと同時に友里の胸の感触が……！　またかよ！

「友里、泳げなかったの!?」

「お、お、お、泳げるけど……そ、その今日はちょっと……」

「やっぱり泳げないんじゃないかよっ！　それ早く言ってよ！」

「無理無理！　泳げないなんて言えないよ～！　涼の馬鹿～！」

　友里はプクッと頬を膨らませ、ペチペチと俺の胸を何度も叩たたく。

　俺にしがみつきながら必死に叩いてくるから、俺は無理に引き離すことができず、そのままただ友里の可愛らしい攻撃を受けるだけだった。

　まさか友里が泳げないとはな。意外だ。予想外だったよ。天然なひなみが泳げないとかなら分かるけど、何でも器用にこなす友里が泳げないなんて、正直驚いた。

　意外な弱点があるもんなんだな。

「もう私怒ったもんね！　涼、『波のプール』に行くまでずっとおんぶ！」

「いやいや！　おんぶはアウトだろ！」

「おんぶ！　おんぶ！　おんぶ！　おんぶ！　おんぶ！」

　ベチベチと俺の胸を叩く力が次第に強くなっていく。

　少し力が強くなっただけじゃ全然痛くないが、しかし俺のちょっかいで友里に迷惑をかけたのは事実。

　友里の怒りを静めるには、わがままに付き合うしかないか。

「分かったから！　おんぶするから一旦落ち着いて！」

　俺がそう言うと、友里がにま～っと嬉しそうに口角を上げた。

「いえ～い！　じゃあ早く行こう、涼！　皆もいいでしょ？」

「う、うん……。私は全然いいよ」

「ひなみに同じく。あと友里密着しすぎ」

「ありがと～。だって泳げないから仕方ないじゃん。さ、涼！　行こう！」

「お、おう……」

　俺は友里を抱きかかえる様にプールサイドの方へと足を進めた。

　古井さんは依然としてグラサン状態でココナッツジュースを飲んでいるため、浮き輪についている紐ひもをひなみが引っ張りながら、俺達の後に続く。

「涼君……」

「ん？　どうした？　呼んだか？」

　後ろからボソッとひなみが俺の名前を呼ぶ声が聞こえたので振り返って確認する。するとひなみは少し表情を暗くして首を横に振った。

「う、ううん。何も言ってないよ。聞き間違いじゃないかな……？」

「そうか？」

　おかしいな。確かに聞こえたんだけどな。

　しかし、何故ひなみはちょっとだけ表情が暗いんだ？　さっきまで明るかったのに。




　　　　◇




『流れるプール』を後にし、私達が次に向かったのは『波のプール』。

　私達四人は早速大勢の人がいるプールの中へと入り、波の揺れに身を任せていた。

　古井ちゃんはココナッツを飲み終えると、今度はパイナップルの実にストローを差し込み、そのまま飲み始める。

　さっきプールに向かう途中、パイナップルがそのままジュースになった飲み物が売られており、古井ちゃんがすぐにそれを買っていた。

　本当、プールに入りながらジュースを飲むのが好きだよね、古井ちゃんって。お腹なか壊さないといいけど……。

　古井ちゃんが自分独自の楽しみ方でプールを満喫する一方。

「うわ～！　『波のプール』も凄すごいね～！　結構波が強くない？」

「意外と強いな。友里、泳げないけど平気か？」

「平気平気！　今はちゃんと浮き輪に乗っているし、近くに涼もいるからあ～んしん！」

　友里と涼君はベッタリとくっ付きながら、プールを楽しんでいた。私は二人の背中を見ながら、ただ波に揺れるだけ。

　私ももっと涼君と話したいな……。もっと涼君の近くにいたい。でも傍そばには友里が……。




　何もできずに終わるのかな……。




　いや、ダメだ……！　そんなのダメだよ！

　ちゃんと勇気を持たないと！　何かしないと始まらない！　動かないとチャンスは来ない！

　恥ずかしいけど、ちょっと不安だけど。それでも行くしかない……！

「りょ、涼君！　波が結構強いね！　わ、私も流されちゃいそうだから、隣にいてもいいかな……？」

　私は涼君の右側に立ち、恥ずかしさを感じながらも涼君に目を向ける。

「お、おう。全然大丈夫。ひなみもあんまり泳げないの？」

「ううん。ただ人も多いし、そ、その……。涼君の傍にいた方が安心かなって」

　私がそう言うと、涼君の顔は自然とニッコリしていた。頬ほおを少し赤く染めながらも、口角が上がっていた。

「ぜ、全然いいよ！　俺なんかで良ければ」

「あ、ありがとう！　涼君！」

　私は涼君にお礼を言った後、反対側──左側にいる友里に視線を向ける。すると、友里は少しだけ不満げな顔をしていた。

　私のことを拒否している、という感じではないけど、ちょっとだけ不安そう……。

　それもそうだよね。だって友里の好きな人は涼君だもの。それなのに私が二人の間に入ってきたら、機嫌を悪くしてもおかしくはない。

　むしろそれが普通だよ。でもね、友里。




　私だって涼君が好き。




　だから友里の行動をただ見ているだけなんてできないよ。

　もう羨ましがるのはお終しまい。私だって恋をしたい……。

　私は視線を再び友里から涼君に戻した。

　そして細くて、それなのにがっしりとした涼君の右腕をギュッと力いっぱい掴んだ。

　涼君の腕が私の胸に当たって、凄く恥ずかしいけど、でも我慢しなきゃ。

　これくらいできなきゃ友里に負ける……！

「え……！　ひなみどうした急に！」

「あ、い、いやそ、その！　私、全然力がないから、波が来ると簡単に流されちゃって、他の人にぶつかっちゃうかもだから、そ、その……。涼君の腕にしがみついてたら、大丈夫かなって。い、嫌だった……？」

　顔がカーッと熱くなるのを感じる。もう今すぐにでも顔を水の中に入れて、冷ましたいぐらい。

　でも、ここで引いたらダメ。涼君は優しいから引き受けてくれるはず。

「ま、まあそういうことなら。流されない様に注意してな、ひなみ」

「う、うん！　ありがとう涼君！」

　やった！　できた！

　友里と同じぐらい密着することができた。でもこれだけじゃまだ足りない……。

　今いる『流れるプール』の後、次に向かうのはたぶん『ウォータースライダー』だと思う。

　あの『ウォータースライダー』は二人用の浮き輪に乗り、そのまま一気に滑り下りるアトラクション。

　だから、また友里が次に向かう場所を提案して、そのまま行くはず。そして友里が自然な流れで涼君を誘うと思う。そうなったら、また私は二人の背中を見ているだけ。

　そんなのじゃダメだ。涼君とくっ付くことができたのなら、次のアクションも！

「あ、あの涼君！」

「涼、次に行く場所なんだけどさ！」

　私が涼君に声をかけた瞬間、タイミングが悪く友里と重なってしまった。

　私と友里はジッとお互いの目を見た後、すぐさま視線を涼君に戻す。

「「次に行く場所は、『ウォータースライダー』にしない!?」」

　やっぱり友里も同じことを考えていた。

　このまま涼君を誘うのは分かっている。でも私だって！

「お、おう。いいけど……」

「「じゃあ、二人で一緒に乗ろ！」」

　私と友里の言葉がまたしても重なる。

　ここまで来たら恥ずかしさを感じている場合じゃない。友里に負けない様にしないと！

　私は真剣な目で涼君を見つめながら、腕を力強く握り、そして体をより密着させる。

　その行動を見ていた友里も、負けない様に体を涼君にピタリとくっ付ける。

「涼、私と乗る？」

「りょ、涼君！　わ、私と一緒に乗ろう！」

　涼君を挟んで、私と友里はジッと睨にらみ合う。友里に何て思われるかはもう気にしない。勝負だよ、友里。

　水着姿で異性を誘うのは凄く恥ずかしいけど、でも前に進まないと！

「え、えええ!?　急にどうしたんだよ、二人共！」

「「どっちと乗る!?」」

「い、いや、急だな……。三人で乗るとかはないの？」

「「なし！」」

　私と友里は言葉を合わせ即答する。元々二人用しかないから、三人で仲良く乗ることはできない。

　私と友里のどちらかしか、涼君と一緒に楽しむことができない。

　涼君はしばらく首を傾かしげて深く考え込み、そして。

「じゃ、じゃあ、ひなみと最初に乗ろうかな……。ひなみが旅行に誘ってくれなかったら、そもそも俺はここにいなかったし」

「ほ、本当!?　ありがとう！　涼君！」

　私は涼君の腕を握る力をさらに強め、そして体をさらに密着させる。

　嬉うれしい……。凄く嬉しい！

　友里ではなく私を選んでくれた。理由がどうであれそれが何よりも嬉しい！

　笑顔がこぼれる一方で、友里は不機嫌そうに頬を膨らませ、私の顔をジッと見つめていた。

　彼女の瞳の奥からは、悔しさを感じる。

　ごめんね、友里。でも、私だって……！




　　　　◇




『波のプール』を出た後、私達は『ウォータースライダー』に移動した。

　高さ十メートル以上の場所からスタートする『ウォータースライダー』はかなりの人気があり、長蛇の列ができていた。

　クネクネと伸びる管の中を猛スピードで落下するため、悲鳴が時々聞こえる。特に女性の悲鳴が多い。

　怖いとはいえ、やはりスリリングを楽しみたい人は多いようで、かれこれ並んでから三十分以上が経過している。

　あともう少しで乗れそうだけど、やっぱりこの高さから落ちるのは結構怖いな……。

　今まで登ってきた階段の上から下を見ると、改めて恐怖を感じる。

　この『ウォータースライダー』は二人一組で滑り下りることとなっており、私と涼君、そして友里と古井ちゃんペアで分かれている。

「ひなみ、もしかして怖いのか？　大丈夫？」

　下を見て少し震えている私が気になったのか、涼君が優しく言葉をかける。

「う、うん！　全然大丈夫！」

「そうか？　震えているけど？」

「あ、あんまり経験がないだけだよ！　大丈夫！　怖い気持ちもあるけど、楽しみだから！」

「そっか……。なら大丈夫か」

「おお～。ひなみはやっぱり怖いんだ～。なら代わってあげようか？　トップバッターは怖いでしょ？」

　私と涼君の後ろにいる友里が、突然会話に入ってくる。

　心配している様子だけど、実際は私とペアを交代して、涼君と一緒に滑るのが狙いだと思う。

「だ、大丈夫だって！　わ、私が涼君と滑るから！」

「ふぅ～ん」

　友里は少し悔しそうな顔をして、プイッと私から顔を背けた。やっぱり友里はまだ諦めていないんだ。涼君と滑りたがっている。

　けど、待ち時間の関係で一回、よくて二回しか乗れない。何回も乗ることは難しい。

　だから、このチャンスは私だけのものにしたい……！

「お次のお客様ー。こちらへどうぞ！」

　そんなことを考えていたら、いつの間にか私達の番が来ており、係の方が準備をしていた。

　係の人は『ウォータースライダー』の入り口に二人用の大きな浮き輪を置き、流されない様に手で押さえている。

　二人でこれに乗った後、ここから一気に急降下して滑り下りる。スリリングだけど、涼君と一緒なら大丈夫！

「じゃあひなみ。他の人も待っているし、乗ろうか」

「う、うん！」

　私と涼君は一緒に浮き輪に乗り込む。涼君が前に座り、その後ろに私が腰を下ろす。

「じゃあひなみ、頑張ってね」

「うん。ありがとう古井ちゃん。古井ちゃん達もすぐに来てね！」

　流れる直前、古井ちゃんは私に手を振ってくれた。そしてその直後。

「では、楽しんでください！」

　係の人の言葉と共に、私達は一気に急降下する。管の中をグラングランと揺れながら、猛スピードで進む。あまりの速さに私は思わず両目を閉じ、歯を食いしばった。少しだけ怖い気持ちがあった。

「うおおおお！　すげぇ速いな！　ひなみ！　大丈夫か!?」

　涼君は私のことが気になったのか、楽しみながら同時に心配してくれた。

　でも、せっかく二人っきりで楽しめる環境にいるんだ。心配かけちゃダメだ！

「う、うん！　楽しい……。凄すごく楽しい！」

　強がっているけど、それでも好きな人と一緒に楽しめるこの空間を壊したくない。

　怖い、なんて絶対に言いたくない。一緒に思い出を作りたいから、心配かけたくない！

「そっか！　でももし不安なら俺に掴つかまってても大丈夫！」

　涼君は一瞬だけ私の方に顔を向け、笑顔を見せた後、また前を向いた。

　涼君の背中を見ていると、やっぱり心が落ち着く。その笑顔にどこか安心する。

　笑顔を見せてくれたってことは、もし私が掴まっても嫌がらないよね……？

　今は誰にも邪魔されない二人っきり。でもそれも永遠じゃない。恐らくだけど、もうそろそろで滑り終わる。

　なら、勇気を出さないと！

　私は恥ずかしかったけれど、後ろから涼君をまるで抱きしめる様に体を密着させた。

　涼君の後ろから手を回し、がっちり掴む。

　涼君の筋肉質な上半身、そして肌の密着に思わず鼓動が速まる。

　ドキドキする。凄く恥ずかしい。でも同時に安心する。ホッとする。好きな人の温ぬくもりが直接感じられる。

「ザバーン！」

　管の中から出た後、浮き輪に乗ったまま水面を少し滑り、無事に終わってしまった。

　私と涼君はボードを降り、次に滑り下りて来る人の邪魔にならない場所に移動しながら、喋しやべった。

「ふぅー。結構スピードが出ていて、楽しかったな。ひなみは大丈夫だったか？」

「とっても楽しめた！　最初はちょっと怖かったけど、でも中盤らへんから楽しくなって、あっという間だった！」

「そっか。楽しめて何よりだ」

「うん。あれ？　涼君、何か耳が真っ赤だよ？　どうしたの？」

　私は話してる途中、涼君の耳が真っ赤なことに気が付いた。滑る前は特に赤くなかったけど……。

　日焼けかな？　でもこんな短時間でそんなに赤くなるのかな？

「え!?　い、いやー。まあ気にしないで！　あははは」

「う、うん」

　何か誤ご魔ま化かしている様に見えたけど、でもそれ以上言及はしなかった。あんまり問い詰めるのは好きではないから。

　もうそろそろしたら友里達も来るかな？

　先ほど滑り下りた管の方を見ていると、前の方から、

「ま、まさかひなみに抱きつかれるとは思ってもいなかったよ……」

　涼君が何かボソッと呟つぶやいていたけど、私はしっかり聞き取ることができなかった。
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　午後十八時。

　プールの時間は終わり、俺達四人はホテルの部屋で少し休憩している。

　俺達は午前中からプールに入っていたため、夕方頃には体力が底をついてしまった。

　プールの時間は確かに楽しかったが、しかしさすがに長時間いると、体が疲れてしまう。

　かなり遊んだ上に、ホテルでの食事が十八時半からだったので、十八時前にプールを出て、今ホテルの一室にいる。

　部屋の中には大きなベッドが二つ。バスルームと大きなテレビが一つある。こんな広くて快適な環境で寝られるなんて、最高だな。

「長時間プールに入っていると、さすがに疲れるわね。楽しかったけど、プールは当分の間控えなきゃね……。日焼けも凄すごいし」

　古こ井いさんは疲れてしまったのか、ベッドの上で寝っ転がりながら深いため息をつく。

　古井さんは小柄で普段あまり運動とかしないから、体力がなさそうに見える。

　しかし、プールではずっとジュースを飲みながら、浮き輪でプカプカ浮いていた気が……。

「楽しかったね～。この後はホテルの夜ご飯。そして就寝か～。確か明日はここの近くのお祭りに行くんだよね、ひなみ？」

　寝っ転がる古井さんの隣で、友ゆ里りはあぐらをかきながら、もう一方のベッドに座っているひなみに言葉を飛ばす。

「うん。明日この近くでお祭りをやるらしくてね、それを楽しんだ後に帰る予定だよ。お祭りは夕方からだけど、帰りは古井ちゃんのお父さんが家まで送ってくれるの。本当感謝だよね！」

　俺達が今泊まっているホテルの近くには、結構大きい神社がある。その神社では毎年夏に祭りを開催するらしく、俺達はそこに行く予定だ。

　祭りは夕方から始まり、午後二十時前後で終わる。締めとして、でかい花火が上空に打ち上げられるとのこと。

　帰りは遅くなるが、それでも古井さんの父親が車を出してくれるそうだ。

「楽しみだね～。このメンバーでお祭りとか、超最高だよ～！　沢山思い出作れそうだね～。あ、そういえば今日写真を沢山撮っちゃたから、後で整理しとかないとだ～。うぅ～。消すの結構大変だし、なるべく全部残したいんだけどな～」

　プールで遊んでいる間、友里は『ここでも写真を撮るのか？』というぐらい、あちこちで写真を撮っていた。

　彼女のスマホは防水機能がついており、水没による破損の危険ゼロ。そのためプールにいる時は水中だろうが、待ち時間だろうが、隙あらば写真を撮っていた。

　そしてニヤつきながら、Ｘエツクスやインスタに投稿。キラキラ女子高校生らしい。

「あら、もうそろそろ夕食の時間になりそうね。三人共、部屋を出る前に一ついいかしら？」

　スマホで時間を確認した古井さんは、部屋を出る前に俺達に何やら話を持ち込む。

「どうしたの？　古井ちゃん？」

　ひなみが首を傾かしげながら聞くと、古井さんは寝っ転がっていた体をスッと起こし、俺達の顔を見る。

「部屋割りについてなんだけど、ちょっといい？」

「部屋割り？　確か二部屋予約しているんだよね？　なら、俺がもう一方の部屋で泊まれば」

「初めはそのつもりだったわ。でもせっかく男女で泊まりに来ているんだし、ちょっとドキドキ感が欲しいわよね？　だから、今から部屋決めで、誰と一緒に一夜を過ごすか決めない？」

「「「ええ!?」」」

　俺とひなみ、そして友里が言葉を重ねた。

　古井さんの衝撃的な提案に思わず、口がポカンと開いてしまった。

　え、じゃあ何？




　俺はこの三人の誰かと一夜を過ごさないといけないのか……!?




　ええ!?　そんなイベントありなの？　しかも二人っきりだろ？　普通にヤバいだろ！

　動揺する俺。一方友里とひなみは顔を少し赤くしながらも、どこかやる気に満みち溢あふれていた。

　え、何な故ぜそこまでやる気満々なんだ……？　もしかして、俺と一緒の部屋は嫌だから……？

　まあ、そうだよな。好きでもない俺と同じ部屋だなんて、普通は回避したいよな。

　しかし、古井さんは二人の顔を見ると、何故かニヤリと笑った。

　何故ひなみと友里の反応を見て、口角を上げたんだ……？

　もしかして、急に古井さんがこう言い出したのも、二人に何か関係があるのか……？

「ってか、急だな古井さん。何で初めからそれを言わなかったんだ？　いきなり言われてもな」

「だって、そっちの方がなんだか面白そうじゃない。旅にドキドキ要素は必須。それにね……。今日の二人の行動を見ていると、こっちの方が良い気がしたからね」

「え？　二人？　二人って誰のことだ？　俺も入っているの？」

「さあー。どうでしょうか。その鈍い頭を使ってよーく考えなさい。鈍感君」

　古井さんは俺を馬鹿にするかの様に、ペロッと小さく舌を出す。

　マジで何だよ、急に。二人って、もしかして友里とひなみのことか……？

　何であの二人にとって、この提案がドキドキ要素になるんだ……？

　古井さん、マジで何を考えているんだよ。

「さー。ということで、さっさと部屋を決めようかしら。そうね。ここは公平にじゃんけんで決めましょうか。全員必ず出してね。必ず！」

　古井さんはジロリと一人一人の目を見て言う。

　もうこれ完全に逃げ切れないじゃん……。本当にやるのかよ。もう俺は誰かと一夜を過ごすことが確定なのか。

　一夜……。二人っきり。

　あああああああああ！　やめろ！　余計なことは考えるな！

　考えたら終わりだ！　そうだよ、これはあくまで突発的に起きたハプニングなだけであって、俺に非はないんだ。

　気持ちを落ち着かせろ……。確かに緊張はするが、もうこうなっては仕方ない。

　ここで変に拒否する流れじゃないし、というかひなみと友里を見るとやる気満々だし。

　男の俺が今ここで引いたら、情けねぇ。

　あの二人だって、俺との同室を避けるために、全力でじゃんけんに挑むつもりだ。

　やってやるよ！　どんなことになっても、乗り越えてみせる！

「それじゃあいくわよ。せーの」

　古井さんの言葉に続き、俺達は声を揃そろえる。

「「「「最初はグー！　じゃんけん！　ポンッ！」」」」
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「で？　なーんで私のペアが君なのよ。普通に空気を読みなさいよ。このアホ」

「理不尽だろ！　だってじゃんけんだぞ！　俺に文句言わないでくれよ！　ってか、公平性を重視してじゃんけんにしたのは、古こ井いさんでしょ！」

「ツッコミがうるさいわね。分かったわよ」

　お父さんが経営しているホテルに泊まりに来て、部屋決めをしたのだけど……。

　まさか、私のペアがこのチンチクリンで、超がいくつあっても足りない、鈍感男だなんて……。

　最悪……。何で私とペアになるのよ。確率三分の一でしょ……？

　何故あの二人のどちらかを引かないのよ。

「はぁー。まあでも古井さんだからちょっと安心かもな。古井さんのことだし、特に問題とか起きなそう」

　私の下僕──涼りようはベッドの上でふてくされながらも、何だかんだこの状況を少し気に入っていた。

　夕食の後、私達はすぐにバスルームでシャワーを浴びたので、後は寝るのみ。

　しかし、この気分のままじゃあ寝るのは難しそうね。

　例えるなら、クラスの席替えで一番隣に来てほしくなかった人と隣になってしまった感覚に近いわ。

　どうしてここぞというタイミングで、私を引き当てるのかしらね……。

「しかし、何で急に古井さんはこんな提案したんだ……？　本当だったら、俺が部屋で一人寝る予定だったのに」

「まったく。本当に君は鈍感ね……。鈍感を極めし男ね」

　当初の計画ではそうなる予定だった。

　でも、今日のプールでひなみ、そして友ゆ里りがグイグイと涼にアタックしていた。

　友里は元々だけど、ひなみに関しては驚いたわ。あの子が男の子にあんなにも必死に攻めているところは、初めて見た。

　友里に負けたくない気持ちと、涼に対する気持ちの整理ができて、やっと一歩踏み出せたみたいね。

　そして友里もそのことに気が付いている。だから負けないために、とにかく今日のプールでは涼を奪い合っていたわ。

　ま、私は参加する気がなかったから、ジュース片手に外野から眺めていたけど。

　あの二人にとって、この旅行は涼との距離を詰められる一大イベント。だから友達の私がチャンスを作ってあげようと思ったのに。




　この男ときたら、じゃんけんで負けて、私とペアになってしまった……。




　鈍いだけじゃなく、空気も読めないなんて。

　あの二人のどちらかを引く確率は三分の二。かなりの高確率だったのに、何故私なのよ。

　運の使いどころを間違っているわよ。このアホ。

「教えてよ、古井さん。よくよく考えたけど、やっぱりよく分かんない……」

「それ本気で言ってる？　この鈍にぶ男おとこ」

「なんだよ。鈍男って……。そこまで言うか、古井さん」

　涼は少しテンションを落としながらも、そのまま続ける。

「あの二人がさ、じゃんけんの話になった途端に、急にやる気に満ち溢れて。そんなに俺とペアになるのが嫌なのかなー」

　この男……変なところでネガティブになっているじゃない。

　多分、涼はそこまで異性からモテた経験がない。さらにいうと、ひなみと友里は学年だけじゃなく、学校全体でも見てもトップクラスの美少女。体育祭の時だって、相当な人数からナンパされていたし。

　つまり、そんなハイスペックな美少女と自分が釣り合うはずがない。そう考えているんだわ。

　呆あきれた。君はあの日……。

　誰もが逃げることで精いっぱいの中、自分の命を捨ててでもひなみを助けに行った英雄じゃない。

　何を今更恋愛に対して臆病になっているのかしら。

「やっぱり君は鈍いわね。あの二人の気持ちに気づかないなんて、本当ダメね。はぁー」

「え、何その発言……。やっぱり、友里とひなみに関して何か古井さん知っているの？」

「知っていても教えないわよ。自分の頭で考えなさい」

「えー。分かんないよ……」

「じゃあ今日の出来事でも振り返って考えなさい」

　私がそう言うと、涼は『うーん』と言いながら、少し考え込んだ。

　少し黙り込んだのち、自信なさげにボソッとこう呟つぶやいた。

「あの二人、今日はやたら俺にボディータッチが多かった気が……」

　ほう。そこに気づいただけでも、まあ良しとしますか。

　典型的なラノベの主人公なら、まずそこにすら気づけないから、涼はまだマシね。

　涼はその後も自信なさそうに、小声で話を続ける。

「何かさ。こんな俺が言うのもあれだけど。自意識過剰なのかもしれないけど……」

「うん」

「あの二人って、俺のこと……。い、いやいや！　ないだろ！　やっぱり考えすぎだ！　だって俺がモテるはずが」

　やっぱり睨にらんだ通りね。恋愛に対して自信がないから、自分への好意に気づいていない。

　いや、好意に気づいているがそれをそのまま受け取らず、変に自分なりに曲解してしまっている。

　はぁー。ひなみか、それとも友里のどちらかが好きならさっさと行けっての。

　ここは言ってあげるしかないわね。

　私はスーッと深呼吸した後、涼の目を真剣に見つめる。

「いい？　恋愛だろうがなんだろうが、自分なんて、とは思わないことね。どんな人にだって良いところも当然ある。その良いところに多かれ少なかれ、人は好意を抱く。だから『自分なんて……』という考えは捨てなさい。君にだって良いところがあるんだから」

　ここまで言ってあげないと、このヘタレは気づかないでしょうね。

　通り魔を撃退しただけでなく、ずっとひなみを守っている。友達を守っている。

　変に自慢せず、困っている人がいたら誰だろうと助ける。

　君のその誰にでもできないところに、あの二人は惚ほれたんだから、自信を持ちなさいよね。

「お、俺にも良いところが……あるのか？」

「ええ。ってか、何でそんなに体が震えているのよ？　もしかして寒い？　エアコンの温度上げる？」

　私がエアコンのリモコンを取ろうとすると、涼は首を横に振る。

「い、いや。違くて。まさか古井さんにそんなことを言われるなんて、思ってもいなかったから」

　いや、そこかよ……。そこに感動して震えているのかよ……。まあ今までの私の言動を振り返ると、涼のこの反応は正しいが。

「俺の良いところってどこだ？」

「教えないわよ。言ったら調子に乗る」

「えー。お願いします、古井さん！」

「無理！」

　私はプイッと首を横に向け、両手を合わせて頼み込んでくる涼を拒否する。

　私が正直に、しかもこの二人っきりの空間でそんなこと言うわけないでしょ。
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「でもありがとう。古井さん。なんかちょっと自信が持てたよ」

「そう。ならいいわね。ところでさ……」

「ん？」

「もし自分に好意を抱いている人がいたら、君はどうするの？」

　私がそう聞くと、涼は顔を下に向け、黙り込んだ。だけど、私は彼の反応を無視してそのまま続ける。

「もし告白されたらどうする……？　それなりに可愛かわいい子だったら、オッケーするの？」

「いや、それだけでは絶対にしない」

　私が言った途端、涼は顔を上げて真剣にそう言った。

「嬉うれしいけど、外見だけで決めるのはダメだよ。俺はちゃんと性格とか、その人の人柄も見て決めたい」

「ふぅーん。良いこと言うじゃない」

「俺は草くさ柳やなぎとは違って、可愛ければ誰でもいいってわけじゃないからな。それに……」

「それに？」

「今は、まだ気持ちが整理できていないけど、気になっている人がいるんだ。だからその……」

「なるほどね。どれだけ可愛くても、気になっている人を優先したいと？」

「うん」

　鈍感だけど、でもしっかり芯はあるわね。そういうところは素直に尊敬するわ。

　世の男なんて、外見が好みだったら誰でも付き合っちゃうような人が多いからね。

「ちなみに、その気になっている人って……？」

「お、教えないよ！　教えたら絶対何かされるからね！」

「あらそう。協力できるかもしれないのに？」

「そ、それは惜しいが……。でもまだ気持ちがしっかり整理できてないから、まだ言えない」

「そう」

　恐らくひなみか友里のどちらかが、その『気になっている人』に該当すると思うわ。

　でもさすがに私でも、どっちのことを言っているのかは分からない。

　今日の行動を見ている限りだと、ひなみと話している時の方が、口角が上がる回数が多かったけど、まだ決定打に欠ける。

　単純に友里の前だと緊張して上手うまく話せない、という可能性もある。

「せいぜい頑張ることね。一応応援してあげるわ。一応ね」

「一応なのかよ……」

「ええ。じゃあお休み。私はもう寝るわ」

「了解。まあ何だかんだもう二十三時だしな」

「ええ。あ、そうそう。言い忘れたけど……」

「うん。どうしたの？」

「寝ている私に少しでも触れてみなさい。ぶっ〇すから」

「は、はぃぃぃぃ」

　委縮している涼の隣で、私はベッドの上で横になり目を閉じた。

　今の私は無防備。男に襲われてもおかしくはない。でも、自然とリラックスできた。

　だって、隣のベッドにいる男は……。

　誰よりも信頼できるから、何もしないって分かるもの。




　　　　◇




「まさか、私とひなみが同じ部屋になるとはね～。ちょっと予想外だったな～」

「うん。私もちょっとビックリした」

　部屋割りで私と友里が同じ部屋になり、二人でベッドの上に横になりながら、話をしている。

　いつもなら友里と二人っきりになれて嬉しいのだけど……。

　今はちょっとだけ気まずい。

　友里は私の恋のライバル。今日だって沢山衝突した。言い争いになってはないけど、涼君の取り合いになっていた。だからちょっとだけ、二人の間に気まずい空気が流れている。

「はぁ～。疲れたね～。明日のお祭り、楽しみだな～」

「そ、そうだね友里……」

　私はいつもより声のトーンを下げてしまう。

　うう。どうしよう。楽しいはずの旅行が……。

　私が一人で悩んでいると、友里が体の向きを変え、私の方をジッと見つめる。

「もしかしてさ、ひなみ。私と同じ部屋になって、ちょっと気まずいかな？」

　友里のその言葉に、私の体はビクッと反応してしまった。

　つい動揺して、何も言葉が出なかった。

　モジモジしてしまう私。しかし、そんな私を見て友里は朗らかに笑う。

「私もさ。正直に言うと、ちょっと気まずい。前にも言ったけど、私は涼が好き。そしてそれはひなみも同じ。恋のライバルだけど、でも楽しむ時は一緒に楽しもう。ね？」

「ゆ、友里……」

　その言葉を聞いて、私の心は落ち着きを取り戻した。

　変に意識しすぎていたけど、でも目の前にいる親友は、優しく語りかけてくれた。

　だから……私もプライドを捨てて、心を開かないと。

「ありがとう、友里。ごめんね、ちょっと意識しちゃって」

「ううん！　全然！　だ～いじょうぶ！　あ、そうだ！　このまま涼の良いところをお互い語り合わない？」

「良いところを？」

「そうそう！　お互い好きな人が同じなんだし、どこを好きになったのか話しつつ、寝るまで語り合おうじゃないか！」

「うん！　いいね！　いっぱい話そう！」

「おうおう！　じゃあまずは私からだね～」

　最初は友里から涼君の良いところを沢山話し始めた。




　小さい時、自分を変えるきっかけをくれたこと。

　命を守ってくれたこと。

　困っている人がいたら絶対に助けるところ。

　優しくて頼りになるところ。

　どれだけ自分が良いことをしていても、それをひけらかさないで、ずっと陰から人を支えていること。




　その一つ一つについて、熱くそして長く友里は語った。

　友里の中で涼君の好きなところは、改めて私とほぼ一致していた。

「でしょでしょ！　涼ってば無自覚に人を助けるけど、でも私達の好意には中々気づいてくれないよねー」

「うんうん！　でも、それを差し引いてもカッコいいから、どんどん好きになっちゃうよね！」

「いや～。その気持ち凄すごく分かるな～。ひなみは何が決め手で、好きになったの？」

「え？　私……？　そ、その……。私が困っている時にいつも助けてくれて。それと、どうしてか分からないけど、涼君の背中を見ていると、安心するの……。心が温かくなる」

　私は胸にそっと手を当て、涼君と出会った時、そしてこれまでの数々のハプニングを振り返る。




　初めて会ったのは、確か迷子の女の子を職員室に案内した時。

　それ以降、クラスが同じで教室では席も隣。段々と距離が近づいていった。

　皆に隠れて一人でお弁当を食べていた時も、涼君は友里や古井ちゃんにその状況を説明し、私を助けてくれた。

　不良に絡まれた時も、私の前に立ってくれて助けてくれた。

　私がストーカーに狙われている時も、ずっと傍そばにいれてくれた。




　私はそんな涼君が……。




　大好きなんです。




「わっかるな～。あのお人よしは本当人助けばっかりしているもんね～。ひなみ、いつか涼の本当の正体に気づく時が来るかもしれないけど、その時はちゃんと受け止めるんだよ……？」

「え？　正体？　何の話？」

「ああ！　いや、何でもないよ～！　気にしないで！」

　私が思わず聞き返すと、友里は目をグルグル動かし、必死に何かを隠す様に誤ご魔ま化かした。

　正体……？　友里は一体何の話を……？

　うーん。考えても分からないなー。友里はどんな意図であんなことを言ったんだろう？

「でもさ。ちょっと安心した。ひなみが本気で涼のことが好きだって分かってさ。お互いライバルだけど、ちょっと気持ちが落ち着いた。もし負けてもひなみになら、いいかなって」

　落ち着きを取り戻した友里は、真剣に、それでいてどこか優しさに満ちた目を私に向ける。

「うん。私もだよ。友里。お互い頑張ろうね……！　明日のお祭りで一気に距離を縮められる様にしたいね」

「うん！　頑張ろう！　負けないからね！」

「もっちろん！　じゃあそろそろ時間だし、寝ようか。夜更かしは美容の敵だし」

「そうだね。友里、お休み。それと話をしてくれてありがとう。嬉しかったよ」

「私もだよ、ひなみ。おやすみ。親友……」

　この言葉を最後に、私達二人はそっと目を閉じた。

　友里とは恋のライバルだけど、それでもお互いの本音を隠さず語り合えた。お互いどれだけ涼君のことが好きなのかがしっかりと理解できた。

　ライバルだけど、それでも……。ちゃんと好きな人のことを語り合えて、凄く楽しかったな……。
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　午前中は昨日と同じくプールで過ごした後、午後はちょっと休憩。そして、いよいよ祭りの時間になった。

　大きい荷物は郵送で各自の家に送った後、ホテルをチェックアウト。その後、俺達はそのまま徒歩で祭りの会場に向かった。

　ホテルからそう遠くない位置にあったため、四人で雑談をしながら歩いていると、あっという間に着いてしまった。周りは山に囲まれている中、今日の祭りの中心となっている神社があった。

　車が百台ぐらい停とめられるんじゃないかと思うぐらい広く、あちこちに屋台が何軒も続いている。地元の人から外国人まで、大勢の人で賑にぎわっている。

　たこ焼きにやきそばに、射的。さらには金魚すくいもあるな。

　祭りとか中学生ぐらいから、あんまり行ってなかったから、どこか懐かしい気分だ。

「うおぉぉぉぉ～！　見て見て！　もうお祭りやっているよ！　マジで楽しそう！　早く行こうよ！」

　屋台から漂う良い香りに、気分が一気に上昇する友ゆ里り。大興奮しているため落ち着きがなく、その場でピョンピョンと跳ねながら今にも会場に向かって駆け出しそうだ。

「はいはい、待って友里。人も多いんだし、皆で行動しないと」

「いや～、でも古こ井いっち！　これはもうテンション超上がるでしょ！　写真もいっぱい撮らないと！　皆早く行こう！」

「はいはい」

　いつも通り冷静な古井さんは友里の後に続き、屋台の方へと歩いていく。俺とひなみもその後に続く。

　かなり人が多いため少し歩きにくいが、まあ我慢はできる。

「！」

　と、その時だった。

　背後から、何か嫌な視線が……。こちらを観察してるような人が……。

　俺は思わず後ろを振り返るが、怪しい人物、そして俺達を尾行している様な人は誰もいなかった。

　き、気のせいか？　でも確かに今視線を……？

「うん？　どうしたの涼りよう君？　後ろを見て」

「え？　ああ、何でもないよ。ちょっと人が多いなーって」

「そうだね。凄く人が多いね。こんなに多いとは思わなかったよ」

　俺の隣を歩くひなみは、周囲の人の多さに少し委縮していた。ひなみは気が付いていないみたいだし、俺の気のせいか。

「ああ。そうだな。俺達が泊まっていたホテルが近くにあるだろ？　だからそこの宿泊客もここに来ているんじゃないかな？　まさに、今の俺達みたいに」

「そっか。地元の人だけじゃなく、観光客も大勢来ているかもね。はぐれない様に注意しないと」

「おう。まあ、俺は大丈夫だけど、ひなみは天然だから、そのうち迷子になるんじゃないかなー？」

「わ、私は迷子になんてならないよ！　しっかりしたお姉さんだもん！」

「そうかー？　きっと迷子になると思うんだよなー」

「もう！　からかわないでよ！　私だってもう高校生なんだし！」

　プクッと怒った顔を俺に向けるひなみ。

　ぶっちゃけ、ひなみの怒った顔って全然怖くないんだよな。だって怒っているけど、それでも可愛かわいさの方が勝っているから、正直あんまり怖くならない。それよりも古井さんの方が恐ろしいし。

「悪かったよ。もしはぐれてもいいように集合場所でも決めておこう」

「集合場所？」

「うん。ほら、スマホの充電が切れて連絡手段がなくなっても無事に合流できるように。あ、そうだ。もし花火が打ち上がる前にはぐれたら、あの山の中腹に集合しよう」

　俺は、神社のすぐ隣にある大きな山を指す。

「あの山の中腹に？」

「おう。ホテルでチェックアウトをしている時に、フロントの人に絶景スポットを教えてもらったんだ。あの山の中腹は隠れスポットらしいんだ」

「そんな隠れスポットがあったなんて知らなかった。じゃあ四人で打ち上げ花火を誰にも邪魔されずに楽しめるね！」

「おう！　もし花火の前にはぐれたら、中腹に。それ以降は神社の入り口で集合だな」

「うん！　って、だから私は迷子にならないから、そんな念入りに確認しなくてもいいじゃん！」

「ごめんごめん」

　さっきよりも険しい顔をするひなみだが、やっぱり可愛さの方が断然勝っている。

　全然怖くないし、というかむしろドキッとしてしまう。本気では怒っていないとはいえ、やっぱり可愛いな。







　俺達はその後、祭りの屋台を順番に回っていった。

　友里は主に食べ物にガッツリ食いつき、やきそばを買った際はたったの三分で完食してしまった。

　三分後にまた同じ客が買いに来た時の店主の驚いた顔が結構面白かったな。

　金魚すくいでは、古井さんが軽く十匹ぐらいすくい上げ景品まで貰もらっていた。

　一方ひなみはというと、友里と古井さんと一緒に祭りを楽しみつつ、綿あめに大夢中に。

　ひなみの顔より大きい綿あめを買い、幸せそうな顔でパクパク食べている。

　三人共とても祭りを楽しんでて、俺まで気分が上がっていく。

「あ、りんご飴あめがあるな……」

　三人と歩いていると、りんご飴の屋台が視界に入る。ほのかに甘い香りがすると思ったが、りんご飴だったか。

　俺は財布を出そうとポケットに手を突っ込んだ時だ。

「………ない。え、あれ？　さ、財布が……ない！」

　俺の体から一気に変な汗が吹き出る。

　さ、財布が俺のポケットにない！　嘘うそだろ！　もしかしてすられたのか!?

　俺は体のあちこちを触り、財布があるか確認する。が、やはりどこにもない。

「ん？　どちちゃの、涼？」

　モグモグとたこ焼きを食べながら、友里が異変に気付き声をかける。

「やっちまったよ……。財布がない」

「「「ええ!?」」」

　俺の言葉に、三人が言葉を重ねる。

「最後にあった記憶は？」

「確か、最後に触ったのはホテルを出る前。自販機でジュースを買った記憶がある」

　俺がそう言うと、古井さんはすぐにスマホを取り出し、どこかへ電話をかけ始めた。

「もしもし。古井小こ春はるですけど。少し尋ねたいことがありまして……」

　その後、少しの間古井さんは電話で誰かと会話をする。そして一分もせずに会話を終わらせ、耳からスマホを離し、ふぅーっと安心したかの様に息を吐く。

「ホテルのフロントに届いているって。どうやら、廊下に落ちていたみたい」

「マ、マジか！　ありがとう古井さん！」

　古井さんがさっき電話をしていたのは、俺達が先ほど泊まっていたホテルだったみたいだ。

　ホテルで落とし物──財布が届いていないかを確認していたらしい。

「お礼は私じゃなくて、ホテルの人に言いなさい。ほら。ここからそう遠くないんだし取りに行っちゃいなさい」

「おう！　俺取りに行ってくるから、少しの間三人で楽しんでて。戻ったら電話するから」

「オッケ～！　気を付けてね～！　花火が始まる前に必ず戻ってくるんだよ～」

　たこ焼きを食べ終えた友里は、俺にウィンクを送る。

　急いで食べたこともあり、頬ほおにソースが少しだけついているが、逆に天然ぽさが出ていて可愛いな、おい。

「じゃあ俺は一旦離れる。また後で！」

「うん。涼君、気を付けてね！」

　ひなみが手を振った後、俺は三人に背中を向け、ホテルまで一気に走り出す。

　ホテルまでそんなに距離があるわけじゃないし、すぐに戻れるだろうな。




　　　　◇




　涼君がホテルに戻ってから十分ぐらいが経たった。

　私と古井ちゃん、そして友里の三人で引き続き気になった屋台を回っている。

「美味おいし～。やっぱりお祭りで飲む物といえば、ラムネだよね～！　くぅ～。この爽やかな味が懐かしいな～。夏って感じだね」

　友里は瓶に入ったラムネを、ゴクゴクと一気に飲み干す。た、炭酸なのに一気に飲めるなんて、す、凄すごい……。

「友里、ちょっとペース早すぎじゃない？　そんなに食べたり飲んだりしたら、お腹なか壊すわよ？」

「平気平気！　私は全然大丈夫だからね～！　私の胃袋は頑丈なのですよ～」

「まあ、そこまで言うならいいけど……。お金も使いすぎないことね。この中だと友里が一番使っているし」

「気を付けます！　古井先輩！」

　友里はそう言うと、今度は別の屋台に目を向け、そのままハイテンションで向かっていく。

　私と古井ちゃんも、友里のペースに完全に呑のまれてしまい、しぶしぶその跡を追う。

　人混みの中を歩いている、その時だ。

「きゃっ」

　背後から誰かに押されてしまい、私は前にいる少し大柄の男性とぶつかってしまった。

　多分だけど、人混みの中を歩いていたから、無意識に誰かが私を押しちゃったみたい。

「あ、あのごめんなさい。ぶつかってしまって。誰かに押されてしまって」

　私はぺこりと頭を下げた後、ぶつかってしまった男性の顔を見た。

　眼鏡めがねをかけており、一般的な男性より少しふくよかである。髪もボサボサで髭ひげの剃そり残しが目立つ。

　少し見た目の印象が悪く、私は謝った後すぐさま離れようと思ったのだが。

「あ、あの………。く、九く条じようひなみさんですよね……？　あの『千年に一人の美少女』の……？」

　その声に、思わず私は足が竦すくんでしまった。同時に体が震え出した。

　この声……。




　初めて聞く声じゃない。どこかで聞いたことがある。

　そして私はこの声に凄く恐怖を感じたことがある。




「えへへ。やっとしっかり顔を見て話せることができましたね。ふふふ」

　不気味な笑みを浮かべる男。今の言葉と、そしてこの声。

　ああ。どうしよう……。どうしてここにいるの？

　どうして私が今ここにいることが分かったの？

　ショッピングモールで会ったファンの人とは、明らかにオーラが違う。雰囲気が違う。

　私を見つめるその目は、どこかいやらしさに満ちている。

　間違いない。この人は……。




　私のストーカーだ。
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「はっ、はっ、はっ。早く祭りに戻らないとなー」

　ホテルで財布を受け取り、俺は急いで祭り会場へと向かう。夏だから少し走っただけで、結構な汗が流れ出る。

　蒸し暑いし水が欲しい気分だけど、文句は言ってられねぇ。落とした俺が悪いんだ。

　早くひなみ達と合流しないとな。

　その時だ。

　俺のポケットに入れていたスマホから着信音が聞こえた。相手を確認すると、古こ井いさんからだった。

　どうせ『早くしなさいよ、このボケ！』的なことを言われるんだろうな。俺は一度立ち止まって電話に出た。

「はい、俺だけど、今走って──」

「今どこにいるの!?　あとどれくらいでこっちに戻ってこれる!?」

　俺が言おうとしたのだが、珍しく口調が乱れている古井さんの声に、思わず口が止まってしまった。

　え、何だこの動揺は……？　いつもの古井さんじゃないぞ……？

「ど、どうしたんだよ、古井さん」

「それが……。ひなみがいないの！　どれだけ探してもひなみが見つからないの！」

「………え？」

　フリーズする俺。はぐれていなくなった、という感じの内容じゃないことぐらいすぐに分かる。

　もしもだ。もしも、ひなみが消えたことに、例のストーカーが絡んでいたら……。

「こ、古井さん！　詳しく状況を！」

「分かっているわよ。君と別れた後、適当に屋台を回っていたら、突然ひなみの悲鳴が後ろから聞こえて。それで振り向いたら、大柄の男がひなみの前に……。その後ひなみは動転したのか、走ってどこかに行ってしまったわ。追おうとしたけど、人混みの中じゃ追うのが大変で、あっという間に見失ってしまったわ」

「電話は……？」

「ダメ。出てくれない。多分、逃げることで精いっぱいなのよ」

「古井さん。古井さんと友ゆ里りは神社の入り口まで戻ってほしい。俺とそこで合流しよう。その後すぐにひなみを探しに行こう。俺もあと数分で着く」

「分かったわ。友里も引き連れて、一緒に向かう」

　俺は電話を切った後、止めていた足を全力で動かした。とにかく全力で精いっぱい足を動かした。

　マズい。マズいぞこれ！　ひなみが一人になっちまってる！　ストーカーの野郎に襲われていてもおかしくはないぞ！

　マジでヤバいって！

　何でここにいるんだよ！　特に周りには言っていないし、ネットにも投稿していない。

　それなのに何な故ぜここが分かった!?

　あー、ダメだ。考えても分からねぇ。でも今俺がやるのはそんなことじゃねぇだろ。




　今すぐにでもひなみのところに向かわないと！




　走って数分もすると、神社の入り口に到着した。鳥居の脇に古井さんと友里がおり、俺は走って二人のところへ向かう。

「古井さん、友里！」

　俺が呼ぶと二人は声に反応し、こちらに顔を向けた。

「ひなみは!?」

「分からないわ……。ここに来る途中も探したのだけど、やっぱり見つからないわ……」

　古井さんが暗い表情を浮かべる。そして親指の爪をキリッと噛かみ、悔しそうにこう語る。

「何かしらの手を使って、ひなみがここに来ることを把握していたんだわ。でもどうやって……。旅行先にも現れるなんて、こちらの想定外だわ。悔しい……」

「考えていても仕方ない。手分けして探そう。古井さんはまずは警察に電話して、ここで待機だ。俺と友里でひなみを探そう」

「りょ、了解だよ涼りよう！　古井っちからさっき聞いたんだけど、まさか、ひなみにストーカーがいたなんてビックリだよ……。私、全然気づかなかった」

「気にするなって友里。それよりも隠していてごめんな。余計混乱すると思ったし、俺と古井さんで片付けるつもりだったんだけど、友里まで巻き込んでしまって」

　友里にはストーカーの件を隠していたのだが、この状況じゃもう隠すのは無理だろう。だから俺が来る前に、古井さんは友里にストーカーのことを話したんだと思う。

「そうね。その方が良いわ。私は小柄だから一人で助けに行っても、何もできない。ここで警察を待つとするわ。友里、涼。ひなみをお願い。警察が来たらすぐに合流するから、常にスマホを確認しててね」

「「了解」」

　俺と友里は再び祭りの屋台の方へと向かっていく。

　俺達が走り出すと、古井さんはスマホで警察に電話をかけ始めた。




　　　　◇




「ダメだ。ちくしょう。人が多すぎて全然見つからねぇ。どこに行ったんだよ、ひなみ！」

　古井さんと分かれた後、俺達は必死に神社の中を探したが、祭りに来ている人が多く、簡単にひなみを見つけられない。

　もうそろそろしたら、祭りのメインである花火が打ち上げられる。だから俺がホテルに戻っている間に、それ目当ての人が結構来ているようだ。

　ちくしょう。ダメだ。

　首を何度も振るが、やはり人が多く探すのがそもそも困難だった。

　ひなみと似た髪型、似た服装の人が多く、一人一人確認していたらキリがない。

「どうしよう涼……。ひなみがどこにいるのか分からないよ……」

　暗い表情を浮かべる友里。友里は先ほどから何度もひなみに電話をかけているのだが、全く繋つながらない。

　やっぱり、逃げるのに必死で電話に出る余裕がないのかもしれない。

「友里、一旦電話は後にしよう。それよりもとにかくひなみを二人で探そう」

「そうだね。でもこれだけの人がいると、そう簡単に見つからないよね……」

「この神社のどこかにいるはずだけど、ここは広いし人も多い。これじゃ探すのに時間がかかるな」

「うぅー。こんなことなら、はぐれた時の合流地点でも決めておけばよかったね。まさかこんなことになるなんて……」

　友里のその言葉に、俺はピンと来た。偶然の発言だと思うが、俺の頭に一筋の希望が見えた。

「そうか……。そうだよ。もしかしたらあそこにいるかもしれない！　友里！　友里はこのまま神社の中を引き続き探してくれ……！　もしひなみが見つかったら、必ず俺に電話をかけてくれ！　俺はあの山の中腹に行く。もしはぐれた時の合流地点にしようってひなみと話していたから、そこにいるかもしれない！」

「りょ、了解！　古井っちには私が言っておく！」

「頼む！　待っていてくれ！　ひなみ！　俺が必ず助けに行くからな……！」

　俺が山に向かって走ろうと、足に力を入れた時だ。

「ま、待って涼！」

　俺の手を友里がギュッと握り、動きを止めた。

　どうしたんだよ、友里……？




　　　　◇




　こんな時に、涼を止めるのは間違っているってことぐらい分かっている。

　今ひなみがピンチで、すぐに涼が助けに行かないといけないことぐらい、分かっているよ。

　でも、もしここで涼が行ったら……。




　きっともう、戻ってこないかもしれない。




　いつもの日常に戻れないと思う。ひなみを無事に助け、そして二人は……。

　そうなる可能性が高い。きっとそうなると思う。分かっているよ。自分が負けていることぐらい。

　涼はひなみのことが好きだと、まだ自覚はしていないと思う。でも。でもさ。




　そんな本気の目を見たら、もう好きだってことぐらい、私だって分かるよ。




　結局負けちゃったか……。

　でもそれでいいんだ。相手はひなみだから、羨ましい気持ちもあるけど、でも。支えたいって気持ちもある。

　だから……。

「ねぇ。涼。助けに行く前に一ついい？」

「どうしたんだよ、こんな時に」

　少し苛いら立だっている涼の顔が見える。ごめんね……。

「涼はさ……。英雄として助けに行くの……？　それとも好きだから助けに行くの……？」

「え？　それってどういうことだ……？」

　英雄。

　その言葉を私が口に出した時、涼の目が変わった。

　まるで知られてはならない事実を暴露されてしまった時の様な、驚き、そして動揺している目だ。

　涼は今まで通り魔からひなみを守ったことを頑かたくなに隠していた。

　どんな事情があって、隠しているのかは分からない。恐らく古井っちにしか言っていないと思う。

　だからこそ、私から『英雄』という言葉が出たのが、信じられなかったんだと思う。

　涼の正体に気が付いたのはほんの少し前。体育祭の日に、私は知ってしまった。

　偶然古井っちとの会話を聞いてしまい、そこで涼の正体を知った。

　今まで黙っていたけど、それでも私は今日……。




　今までの想おもいをしっかり伝えたい。隠すのはもう終わりだよ。




「ごめんね、涼。私さ、実は……」

　私は涼の目を真剣に見つめながら、全てをぶつける。

「体育祭の時に、古井っちとの会話を偶然聞いちゃってね。盗み聞きするつもりはなかったんだけど、それでも二人の会話に驚いて、今まで黙っていたんだ……。ごめんね」

「じゃ、じゃあ……やっぱり俺の正体を知っているってことか……？」

「うん」

　私はコクリと首を縦に振る。

「だから聞きたい。涼はあの時助けた英雄として、もう一度ひなみを助けに行くの……？　それとも好きだから助けに行くの？」

「英雄……。好きだから……か」

　私の質問に、涼は思わず黙り込む。しばらく考えた後、涼は自信なさげにこう言った。

「お、俺はただの友達として……」

「違うよね、涼？」

　私の言葉に、涼はビクリと反応した。

　まるで針で痛いところを刺されてしまった時の様に。

「涼……。私さ、涼のこと大好きなんだ。今まで出会った人の中でも誰よりも大好き。だから聞きたい。涼の率直な気持ちを。ひなみのことをどう思っているの……？」

「ゆ、友里は俺のこと好きなのか……!?」

「うん！　涼は全然気が付いていなかったけど、これでも結構頑張ってアピールしていたんだよ？」

　私が告白をすると、涼の顔がカーッと熱くなり、そして耳まで真っ赤になっていった。

　涼が今まで誰かと付き合っていたとは聞いたことがない。

　多分だけど、告白されるのは、私が初めてだと思う。

　慣れていないからこそ、私の気持ちに対して、体が過剰にドキッとしているんだ。

「マ、マジか……。全然気づかなかった……。いや、ちょっとそうなのかなって思っていたけど、まさか友里から告白されるとは想像できなかったから……」

「涼……。変なところでネガティブだね……。でも私が涼のことを好きだっていうのは、本当だよ？　だから聞きたい。ひなみのことをどう思っているのか」

「ど、どうしてひなみがここで？」

「だって、涼はずっとひなみのことを守ることに夢中なんだもん。通り魔の時もそう。今まで振り返るとずっとひなみを守っている。体育祭の時も、そして今も。友達だからってのもあると思うけど、でも傍はたから見ていて思うんだ」

　私は少し深呼吸した後、夕焼け色から夜の色に変わりつつある空を眺めながらこう言った。

「きっと涼は好きなんじゃないかなって」

「………！」

　私の言葉に、涼は大きく目を見開きながらも、口を閉じていた。動揺して上手うまく言葉が出ない。そう言った方が正しいかもしれない。

「だから聞きたいんだ。今助けに行くのは英雄として？　それとも好きな人だから？」

「……お、俺は……」

　思い悩む涼。

　涼が真剣に考えている中、私は彼の手をそっと握る。涼の体温と、大きくてゴツゴツした安心感のある手の感触が脳に伝わる。

「私は涼のことが好き。だから『自分がひなみに好かれているはずがない』、『俺なんかが……』っていう考えは捨てて、本心を教えて……。勇気を振り絞って私だって告白をしたんだから、涼の本当の気持ちが知りたい……」

　ああ、ダメだ。自分でこんなことを言ってて、涙が出てきそうだ。

　分かってる。涼のあの目は英雄として助けに行こうとしているのではなく……。




　ひなみのことが好きで大切だから、今すぐにでも助けに行きたい。




　そう瞳が言っているのが、簡単に分かる。きっと振られる。私はひなみに負ける。

　でもさ。それでもいいんだ。

　ちゃんと想いを伝えて、そして二人が恋仲に発展できるならそれでいい。

　負けちゃうけど、でもひなみは私の大親友。




　私の親友、そして好きな人が両想いになっているんだから、それを邪魔するなんて私にはできない。




　涙が出そうになるが、必死になって堪こらえる。潤んだ瞳で私は涼を見つめる。

　しばらく私の目を見た涼は、深呼吸し何か覚悟を決めたかの様な顔つきに変わる。

「俺は……俺は」

「うん」

「ひなみのことが好きだ。今までずっと近くで守ってきた。最初は正体がバレない様に隠れていたけど、でも最近考える様になったんだ。ひなみが傍そばにいると、どこか安心する。ひなみが苦しんでいたらどんな時でも傍にいて支えたいんだって。だから俺はきっと……」

「うん」

「ひなみのことが好きなんだ。大好きなんだ。だから俺は、英雄としてではなく、一人の男として彼女を助けに行きたい……！」

　静かに、しかし力強く涼はそう言った。

　良かった。ちゃんと自分の気持ちに気づいてくれて……。

　結局私は振られてしまった。でもどうしてだろう……。

　悲しいけど、でもどこかホッとしている。

　きっと、涼が自分の気持ちをちゃんと理解して、そしてハッキリ言ってくれたからだと思う。

　振られてしまった悲しみが心を苦しめながらも、でも好きな人が親友と結ばれている事実に、安心した。

「そっか……。ありがとう。涼。私はさ、振られちゃったけど、でも涼のことを好きになって後悔はしていないよ？」

「友里……。ごめん本当に」

「謝らないでよ～！　私は大丈夫だって！　ほらこの通り！」

　涼を安心させるために、私はニッコリと笑う。

　作り笑いだとバレてるかもしれないけど、でも涼を安心させるために、私はできる限り口角を上げる。

「私のことは気にせず、ひなみにちゃんと想いを伝えるんだよ？　あ、あと明日からも変わらずちゃんと接してね。告白して振られたけど、気にせず話してほしい」

「うん。分かった友里。今まで通り話すし、変に避けたりはしない」

「ありがとう。涼」

「ああ。俺の方こそありがとう、友里。何か気持ちの整理ができて、スッキリしたよ」

「そっか！　良かった……！　ごめんね、こんな時に急に。でも確かめておきたかった」

「いや、大丈夫だよ。友里。猛ダッシュでひなみのところに向かうからさ！」

「了解！　ひなみを絶対に守ってね？」

「おう！」

　涼が私に背を向け、走り去ろうとした時。

　私は最後に言い忘れていたことがあったと気が付き、涼の手をもう一度握る。

「え？　どうした？」

　涼は振り返りながらそう言う。私はもう一度真剣な目で涼を見つめる。

「涼。最後に一つだけ」

「お、おう」

「何があったのか分からない。涼がどうして英雄なのを隠しているのか私は知らない。でもね。涼がやったことは立派なことだよ。誰にでもできることじゃない。だから誇りを持っていい。過去に何かあって名乗り出ないだけなのかもしれない。詳しいことは知らないけど、でもね。『こんな自分なんかが英雄だなんて』って考えは捨ててね？　涼は立派なヒーローだから……」

　涼がどうしてひなみに正体を隠しているのか。その本当の理由を私は全く知らない。

　でも隠しているのには必ず訳がある。これは私の勘だけど、何か後ろめたいことがあるんだと思う。

　普通なら、誰かに自慢してもいいぐらいのことなのに、涼は何な故ぜか古井っちにしか話していない。

　世間からあれだけ称賛され、そして認められているのに名乗り出ないとなると、単に有名人になるのが嫌だ、という理由だけじゃないと思う。

　だからさ。涼のことは全部理解できているわけじゃないけど、それでも。




　涼の心を縛っている鎖は私が断ち切りたい。




　これから先、涼に辛つらいことや苦しいことがあったら、それを支えるのがひなみになると思う。

　私が必要以上に涼を支えるのは、多分間違いだ。それはひなみの役目だ。

　でも、涼の心を縛っている鎖を断ち切ることぐらいは許してね、ひなみ。

　好きだからこそ、最後にそれぐらいはしてあげたい……。

「ゆ、友里……」

　今度は涼の目がウルッとしてきた。

　やっぱり思った通り。きっと過去に何かあったんだ。小さい時、私と別れて以降何かがあったんだ。

「この先何があろうと、涼は立派なヒーローだよ？　だから気にしちゃダメ。過去に囚とらわれないで。ね？　約束」

　私が小指をスッと前に出すと、涼も小指を出して、そして互いの小指を絡める。

「うん。ありがとう。友里。本当にありがとう」

「大丈夫だよ、涼！　ささっ!!　はやくひなみのもとへゴー！」

「おう！　必ず守るから！」

　今度こそ涼は私に背を向け、そのまま山の方へと走っていってしまった。

　涼の背中が、あの大きな背中が……段々と小さくなっていく。

　そしてどんどん私との距離が離れていく。多分もうこの距離が縮まることはない。

　涼の心はひなみに行って、それ以降戻ってこないんだろうな……。

　あーあ。今年の打ち上げ花火は、好きな人とも見られると思ったんだけどなー。




　今年も一人かな……。




　でもまだ来年もあるし、きっと私にだって、良い恋に出会えるよね。

　ひなみ、涼。二人共頑張ってね。私にできることは、これぐらいだよ。

「さて。一応ひなみがこの神社の中にいる可能性もまだあるし、引き続き捜索に出ますか……！」

　私もずっと立ち止まっているわけにはいかない。

　涼が走っていった方向と反対の方に体を向け、そのまま足を動かす。

　私もひなみのことを探さないとね。

　そして、自分の恋の道を、また見つけないと……。

「バイバイ、涼」

　少しずつだけど涙が出てきた。でも、それでも私は真まっ直すぐ前を向いて、歩み出す。
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　俺は必死に走りながら、中腹地点まで山道を走り進める。

　虫の鳴き声が至るところから聞こえる中、俺は先ほどのやり取りを思い返した。

　まさか本当に友ゆ里りが俺のことを好きだったなんて……。薄々気づいていたけど、でも確信はなかった。

　友里はスタイルが良くて明るくて、そしてとても可愛かわいい。あんな美少女から告白されるとは本当に信じられねぇ……。

　でも、友里の告白のおかげで俺は気が付いたよ……。

　ずっと心に違和感があった。

　ひなみと一緒にいる時だけ、心が落ち着いてずっと傍にいたいと自然に思っていた。ひなみがピンチの時は、何があっても助けに行きたくなってしまう。

　他の人とはまた別の違った感情があると感じていた。

　やっとその正体が分かったよ。




　俺は……ひなみが好きだ。彼女のことが大好きだ。




　だから、何としてもストーカーから守りたい。何があっても助けたい。

　そして伝えよう。俺の気持ちを……！

　友里、ありがとうな……。もしひなみと出会っていなかったら、きっと俺は友里を好きになっていたと思う。

　友里の気持ちは絶対に無駄にはしない。俺は本当に良い友達に恵まれたよ。

　ひなみが俺のことをどう思っているのかなんて分からない。

　でも、しっかり好きだと言おう。

　あの時助けたヒーローだとかそんなの関係なく、男としてひなみが好きだと。

　俺は山道を必死に駆け上りながら、中腹地点を目指し、必死に足を動かす。

　汗がダラダラと流れ出て、喉が渇いてしょうがないが、それでも俺は気にしない。

　今すぐにでもひなみのもとに行かなければ……！




　　　　◇




「ど、どうして俺から逃げるんだよ……。ひなみちゃん！」

「や、やめてください……！　お願いですから来ないでください……！」

　涼りよう君が財布をホテルで落としてしまい、取りに行っている間、私の前にストーカーが突然現れた。

　さっきから異様に荒い息遣いに、興奮状態にあるせいか瞳孔が普通の人よりもだいぶ大きい……。

　どうしてここにいるのか？　何故ここにいるのが分かったのか？

　分からない点が多いけど、それでもこの状況はもう正直言って絶望的……。

　友里と古こ井いちゃんとはぐれてしまい、私はパニックになってしまった。

　周りに人がいても怖くて声を出せず、とにかく安全な場所に避難して警察を呼ぼうと思い、無我夢中で逃げた結果、山の中腹地点に来てしまったようだ……。

　中腹地点には少し広い平地があり、また展望台もある。

　山の中だというのに広くて、夜景が見える綺き麗れいな場所だけど、今ここにいるのは私とストーカーだけ。

　ストーカーは必要以上に私を追いかけまわし、ここまで来てしまった……。

　中腹地点は、涼君とはぐれた際の集合場所になっている。ここにいれば、もしかしたら涼君が来てくれるかもしれない……。

　でも、それもあくまで可能性の話。本当に来てくれるかなんて分からない。

　さっきからずっと電話が鳴っているけど、正直この状況だと出るのは無理だよ。

　ど、どうしよう……。

　周囲には誰もいない。目の前には私を狙う男が一人。この状況ってあの時と同じだよ……。




　地下鉄通り魔が現れた時と、全く同じだよ……。




　わ、私はこれからこの人に何をされてしまうの……？　誰か助けて……！

　私はブルブルと体を震わせながら、心の中で助けを求める。

　でも、依然として誰かが来てくれる気配すらない。

「だ、だ、大丈夫だよひなみちゃん……。俺は何もしないからさ……！」

「な、ならどうして私を必要以上につけ回すんですか！　どうして!?」

「そ、それはひなみちゃんに悪い男が近づかない様にしているだけだよ……！　さっきだってよく分からない男と一緒にいたでしょ？　きっとあいつはひなみちゃんのことを狙っている悪い奴やつだよ！　お、俺が傍そばで君を守るから、一緒に来てよ！」

「彼はそんなことしません！　あなたの方がよっぽど怖いです……！」

「そ、そんなことを言わなくてもさ……」

　男はそう語りながら、ゆっくりと私の方に近づいてくる。

　私も少しずつ後退するが、それでも男はどんどん私との距離を詰めてくる。

「お、俺はただひなみちゃんが大好きで守りたいだけなんだ……。あのニュース映像と出会って君に一ひと目め惚ぼれをしたんだ。今まで会った異性の中で、君が一番綺麗で可愛い……。それなのに、草くさ柳やなぎの様な奴が現れて、俺はもう我慢できないんだ。危ない奴がひなみちゃんを狙うなら、お、俺が守ってあげようと……。だ、だからさ……。俺と一緒に暮らそうよ？　ね？　ほら。じゃないと俺……。本気で怒っちゃうよ？」

　ストーカーはそのまま私に右手を差し伸ばす。

　怖く、そして脅しているような、恐ろしい目で私をジッと睨にらみつける。

　男の視線に気を取られて、気が付かなかったけど、この人……。

　左手に刃物を持っている……。

　刃渡り二十センチぐらいはある、鋭利な刃物をストーカーは強く握っていた。

　ああ、もうダメだ。私はここで死ぬ。た、助からない。

　怖くて声も出ず、いつの間にか足から力がスーッと抜け、その場でへたり込んでしまった。

　私の人生、ここで終わりなんだ……。嫌だよ。まだ死にたくない……。まだやりたいことが沢山ある……。

　あの男子学生が守ってくれたこの命を、こんなところで終わらせたくない。涼君にまだこの気持ちをしっかり伝えていない。好きだって言えていない。それにまだ男子学生にお礼の言葉も言えていない。

　それなのにこんなところで終わるなんて絶対に嫌だよ……。でも、どうしたらいいの……？




　私一人じゃこの人には勝てないし、もう逃げられない。

「ほ、ほら……。俺と一緒に過ごそう。ひなみちゃんを幸せにできるのは俺だけだ。でももし言うことを聞かないなら……。わ、分かるよね？　え、えへへ」

　ストーカーは不気味に笑いながら、私の方に鋭利な刃物の先端を向ける。

　死という恐怖を再び目の当たりにした私の目からは……。

　涙がボロボロと流れ出ていた。

　大粒の涙が頬ほおを伝って地面に落ち、大きい水玉模様が私の足元でどんどん出来上がっていく。

「な、泣くことはないよ。俺の言いなりになってくれれば、ちゃんと幸せにするから……。俺はただこれ以上、ひなみちゃんの傍に俺以外の男を置きたくないだけだ。君を守りたいだけだ。だから、ね？」

　男がゆっくりと近づき、そして互いの距離がとうとう三メートルを切った。

　ああ。もうダメだ……。助からない。でも。でも諦めたくない。

　友里と一緒に語り合って、私は本当に涼君のことが好きだって思ったんだ。

　振られるかもしれないけど、それでも涼君にこの気持ちを伝えたい。

　伝えるまで死ぬことはできないよ……。まだ、希望はあるかもしれないんだ……。

　最後の声を出そう……。

　私はゴシゴシと手で涙を拭き、そして震える唇で小さくこう言った。

「涼君……助けて！」

　私がそう言うと、ストーカーの表情が一気に変わった。眉間に皺しわを寄せ、顔の血管が浮き出ていた。

「またそんなことを言って……。君には俺だけいれば十分だろ！　俺以外の男は、君の傍には必要ない！　ずっと二人でいようよ……。だからもう」

　男は私をギリッと睨むと左手に持っていた刃物を大きく振り上げ、そして……。

「そんな名前は口に出すなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！　お仕置きだぁぁぁぁぁぁ！」

　一気に振り下ろしてきた。

　ヒュンッ！

　空気を切り裂く音が私の鼓膜を刺激する。

　ああ……。もうダメだ……。助からない。

　ストーカーが振り下ろした刃物がスローモーションの様に、ゆっくりと、ゆっくりと近づいてくる。

　あの時感じた恐怖を、私はもう一度体験するなんて……。今度こそもう助からない……。私の人生……ここで終わるんだ……。

　嫌だよ。お母さんやお父さん、妹達にまだ何もお別れの言葉を言えていないよ。友里や古井ちゃん達にも何できていない。

　涼君にだって、この想おもいを伝えられていないよ……。

　嫌だ。だ、誰か……。




　助けて……。

　そう心の中で願った、その時だ。




「ひなみに何しやがるんだお前ぇぇぇぇぇぇぇぇ！」




　茂みの方から突然、そんな怒声が聞こえてきた。

　その声を聞いた瞬間。その言葉が聞こえた瞬間。絶望の底にいた私の前に、光が、希望が見えた。大声を発しながらその人はストーカーの方に近づいていき、相手が刃物を持っているのも構わず、右拳で頬を思い切り殴り飛ばした。

「ぐああああっ！」

　ストーカーは悲鳴を上げながら、そのまま吹っ飛び、地面に倒れる。

「お、お前は……！　な、何で!?」

　ストーカーの口から私の前に立っている人を見て、そんな言葉がこぼれる。

　ストーカーが驚きよう愕がくする中、

「危なかった。俺がこの男から必ず守るから、もう大丈夫だよ。ひなみ！」

　涼君は私の前に立ったまま、こちらを向いて笑顔を見せてくれた。

　その顔を見た途端、襲われそうになっていたにもかかわらず、私の口角はゆっくりと上がった。

　涼君が……。涼君が来てくれた……！

　恐怖で涙を流していたけど、嬉うれしくて自然と笑顔になれた。

　それと同時に……。

「やっぱり、この背中って……」

　遠い記憶が少しずつ蘇よみがえりつつあった。
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「はぁ、はぁ、はぁ。危なかった。何とか間に合ったな……」

　俺は息を切らしながら、起き上がろうとしているストーカーを強く睨みつける。

　ギリギリだった。本当にあと少しでも遅かったら、今頃ひなみがどうなっていたか、分からなかったよ。

　ストーカーが何者なのかは分からないけど、これ以上ひなみには近づけさせねぇよ。

「な、何でここが分かったんだよ……。ひなみちゃんと俺がここにいるのが、どうして分かったんだよ！　俺は見てたんだぞ！　お前が神社を出るところを！　何な故ぜ急に出ていったのかは分からないが、それでも隙が生じたのは確かだ！　なのに何故！」

　ストーカーは周囲に唾を飛ばしながら、声を荒らげる。

　俺が殴った頬は赤く腫れており、唇から少しだが血が出ていた。

　それでも男は左手に持った刃物を強く握り、先端を俺の方に向ける。

「ひなみと約束してたんだよ。もしはぐれたらこの場所に集合だって。だからイチかバチかでここに来たんだよ！」

　俺はその後も続ける。

「逆にお前の方こそ何でここにいる……!?　どうして俺達がここにいることが分かったんだ？　誰にも言っていないぞ！」

　こいつが何故今ここにいるのか？

　それがどうしても俺には分からなかった。いくらストーカーといえど、旅行の情報を入手できるとは思えない。

　盗聴器でも付けられていたのか？　だとしたらいつ付けたんだ？

「くっくっく」

　ストーカーはうす気味悪く笑いながら、右手をズボンのポケットに入れる。そしてスマホを取り出し、とある画面を俺達に向けて見せてきた。

「確かに君達が旅行に行っていることは俺も数日前まで知らなかった。でも、この子の投稿のおかげで行く場所も分かったし、今後の予定も把握できたんだ……」

　ストーカーが俺達に見せてきた画面は、とあるＸエツクスアカウントだ。

　アカウント名を見てみるとそこには……『友ゆ里り』の文字が確かに画面に映っていた。

　投稿内容にも目を向けると、四人でプールに入っている時の写真やホテルの様子、そして祭りのことなどについて呟つぶやいていた。

「ひなみちゃんの行動を把握するために、君のＳＮＳをくまなくチェックさせてもらったよ。ほら、フォロワーにいる友里って子は、写真と共に旅行のことを投稿している。この前のショッピングモールもそうだ。ひなみちゃん、君は夏休み前に同級生の男子に遊びに誘われたでしょ？　でもその日は買い物があるから行けないって断った。誘った男子がそのことをＳＮＳで嘆いていてね。だから君が土曜日にショッピングモールに行くことが分かったんだ。でもあの時は人も多かったし、ずっと二人で行動していたから、途中で諦めて帰っちゃったんだけどね」

　俺は思わず唇を噛かみしめた。

　こいつ、俺が思っていた以上に頭が良い……！

　ひなみがフォローしているアカウントを調べ、そして友里にたどり着いたんだろう。

　友里はつい先ほどまでストーカーの件を知らなかった。だからＳＮＳ上にひなみが写っている写真を沢山投稿していたんだ。

　そしてそれを見たこいつは俺達の場所を特定し、ここまでついて来たのか……！




「お、お前は邪魔なんだよ！　ひなみちゃんの傍そばにいるのは俺だけでいい！　き、消えてくれ！」

　男は少し震えながらも刃物の先端を俺の方に向けたまま一歩ずつ近づいてくる。

「こ、これ以上俺の天使を汚さないでくれ！　ひなみちゃんは俺のものなんだよ！」

「何言ってんだよ。ひなみは誰のものでもねぇよ！　これ以上、ひなみを怯おびえさせるな！」

「う、うるさいっ！　ひなみちゃんを守れるのは……。守れるのは……」

　ストーカーは一度顔を下に向け、足を止める。そして呼吸を整えた後、狂った様な顔をこちらに向け、勢いよく走り出した。

「俺だけがひなみちゃんを守れるんだ！　お前は邪魔だ！」

　男がそう叫びながら、刃物を俺に向けながら近づいてくる。

「りょ、涼りよう君！　危ない！」

　恐怖のあまり動けなくなっているひなみの声が、後ろから聞こえる。

　大丈夫だ。俺は逃げない。逃げたら後ろにいるひなみが襲われる。

　絶対に守るんだ。俺が何としても！

　ストーカーの息遣いは荒く、興奮している。

　冷静じゃない。絶対にそうだ。

　だったらこうするまで！

　ストーカーが近づいてくる中、俺はスッと腰を落としそのまま半円を描く様に、地面スレスレの位置で足を回す。

　ストーカーは俺の咄とつ嗟さの行動に対応できず、勢いよく回した足が右足首に直撃。

「うわっ！」

　男はそんな声を上げながら、バランスを崩し、そしてそのまま倒れ込んだ。

　腰を地面にぶつけたストーカーは痛みに耐えるように歯を食いしばる。

　俺はその一瞬の隙を見逃さなかった。もう一度ストーカーの顔面目掛けて殴りかかる。

　パァンッ！

　乾いた音が響き渡ると同時に、ストーカーが持っていた刃物はスルッと手から飛び出して、刃物はストーカーから少し離れた場所に落ちた。

「よし、これでもうお前に武器はない」

　俺はポキポキと指を鳴らしながら、ストーカーに近づく。

　もう一発殴れば、さすがに動けなくなるだろう。そう思っていた時だ。

「お、俺を舐なめるな……！」

　ストーカーは突然大声を上げて立ち上がると、背中に隠していた刃物を取り出し、そして。

「死ねぇ！」

　俺の方に突進してきた。

　このストーカー、凶器をもう一つ隠し持っていたのかよ！　ダメだ、避よけきれない！　無理だ！

「りょ、涼君！　う、嘘うそ……。血が！」

　ひなみの悲鳴のような声が、辺りに響き渡る。

　俺の腹部の辺りから血が何滴もポタポタと地面に落ちていた。

　ゆっくりと落ちていく血は、真っ赤な水玉模様を俺の足元で作っていく。

　ああ、やべぇ。めちゃくちゃ痛い。

　でも……これで俺が終わるはずがねぇだろ！

「え、嘘だろ！　素手で止めた!?」

　そう。ストーカーの言う通り、俺はギリギリの位置で刃物を素手で掴つかみ、何とか腹部に刺さるのを防ぐことができた。

　だが無事で済むはずがない。刃物を握るその右手からは、大量の血が地面に落ちていく。

　鋭い痛みに対し、俺は歯を食いしばりながら、必死に耐える。今までで一番痛い。血も出ているし、手の肉もだいぶ切れてしまっている。

　でもよ。こんな痛み……。

　ひなみが傷つき、そして苦しんでいる姿を見る方が、よっぽど苦しいんだよ！　このクソ野郎が！

　俺は刃物を強く掴んだまま、ストーカーの頭に思い切り頭突きをする。

　ゴツンッ！

　鈍い音が聞こえた後、ストーカーは痛みに耐えきれなかったのか、刃物から手を離し、そのまま尻を地面について後ろに倒れ込んだ。

　俺は血が付いた刃物を、ストーカーが拾えない位置まで蹴り飛ばす。

「い、痛い……。ちくしょう……」

「おい、ストーカー。これ以上ひなみには近づくなよ！」

　俺は血が付いた手でストーカーの髪をギュッと摑み、脅す様に大声を発した。

　俺の言葉に、そして血が流れていても全く気にしない俺の行動に恐怖を感じたのか、ストーカーの目から涙がポロポロと流れた。

「あ、ああ。ち、ちくしょう……！　ちくしょう!!」

　ストーカーは俺の手を振りほどくと、そのまま一気に走り出し、山を下っていった。

　良かった……。これで少しは安心できる。

　直に警察も来るし、指紋がついた刃物も近くにある。捕まるのも、時間の問題だろうな。

　そう思った途端、俺の足から突然力が抜け、そのまま膝をついてしまった。

　緊張と恐怖、そして激痛に、俺の体が耐えられなくなってしまった。

　やべぇ。手の血が止まらねぇ。

「りょ、涼君！　大丈夫！」

　後ろで見ていたひなみが、慌てて俺の傍に駆け寄る。

　ひなみの体には目立った傷はない。良かった。俺の手は結構切れてしまったけど、でも死ぬって訳じゃない。

　とりあえず、何とかなったな……。
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「涼りよう君！　すぐに傷の手当てをしないと！」

　私は涼君の傍に駆け寄り、血が出ている手の傷口を確認する。

　傷口からはかなり血が出ているから、相当な激痛だろうことが容易に分かる。

　私を守るために、涼君がこんな重傷を……。私のせいで……。

「大丈夫だよ。ひなみ。痛いけど別にこんぐらいで死ぬことはないだろうし。派手に転んで血が出た程度の傷と同じだよ。だから平気。心配無用。な？」

　涼君は傷を負っていない方の手で優しく私の頭を撫なでてくれた。ニッコリと笑いながら。

「で、でも」

「俺は平気。痛いのは我慢できるし。それよりもひなみの方はどう？　何かあのストーカーにされた？」

「ううん。大丈夫。特に暴行されたりはしていないよ」

「そっか。なら良かった。古こ井いさんが警察に通報しているから、直に警察が来る。これ以上あのストーカーを追い詰めると何されるか分からないし、助けが来るまでここで待とう」

「う、うん……」

　ストーカーはいなくなった。もう不安も恐怖もない。今ここにいるのは私と涼君の二人きり。二人だけしかいない。

　聞くなら今しかない……。

　涼君が傷を負っているけど、でもこのタイミングを逃したら、聞くことができないかもしれない。

　私はゴクリと唾を飲み、そして涼君の手をそっと握る。

「……ん？　どうしたんだ、ひなみ？」

　ずっと疑問に思っていた。

　どうして涼君の背中に見覚えがあったのか。

　どうして涼君が隣にいると安心できるのか。

　ずっと考えていたけど分からなかった。

　でももし、涼君が……。




　私を助けてくれたあの時の男子学生なら説明がつく。




　今もこうして助けに来てくれたけど、涼君が私に見せてくれたあの背中は……。

　私が地下鉄で通り魔に殺されそうになっている時に見たのと同じ。

　もしかしたらあの男子学生の正体って……。

「あ、あのね涼君……。これから私は一つ質問するから、正直に答えてほしい」

「え？　質問？」

「うん」

　私はコクリと首を縦に振り、その後呼吸を整える。そして涼君の目を真剣に見つめる。




「涼君は……あの時私を助けてくれた、男子学生ですか……？」




　私の質問に、涼君は目を大きく見開いた。

　そして動揺のあまり、しばらく口を閉じたままだった。

　この反応は……やっぱり。私はその後も続ける。

「私ね。涼君の背中に見覚えがあったの。どうしてか分からなかったけど。でもやっと分かった。ストーカーに襲われそうになっている時に、私に見せてくれたあの背中は……。通り魔事件で見た時と全く同じ。もしかしたら涼君が、あの時の男子学生なんじゃないかって思ってね。それで聞いたの……」

「ひ、ひなみ……。お、俺は……」

　涼君が何か言いかけたけど、でもきっと誤ご魔ま化かそうと何か言い訳をすると思う。

　だから私は涼君が言いかけている途中で、遮る様に話を続けた。

「涼君。お願い。本当のことを言ってほしい……。涼君はあの時私を助けに来てくれた人なの？」

　涼君は目を伏せて、そして少し暗い表情をする。少し沈黙が流れた後、涼君は口を開いた。

「もし、そうだと言ったら、ひなみはどうする？」

　その言葉を聞いた瞬間。

　雷にでも打たれたかの様な、強い衝撃が体中を駆け巡った。衝撃のあまり、私はしばらく言葉が出なかった。

　ずっと会いたかった。

　ずっと見つけたかった。

　ずっと探していた。

　その人が今、目の前にいる。嬉うれしくて、今物もの凄すごくドキドキしている。やっと会えた。

　でも温かい感情に心が満たされたかと言われると、そうでもない。
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　嬉しい一方で。




　今までこんなに近くにいたのに、どうして名乗り出てくれなかったのか……？




　それだけが分からず、理解ができなかった。まるで私が遊ばれていたみたい……。

　涼君は私が探していることを知っていたにもかかわらず、何も言ってくれなかった。

　そう思うと、涙が出てきた。

　嬉しい。だけど、どうして今まで……。

　言葉にできない感情に心が襲われ、どんどん涙が溢あふれ出てくる。いつの間にか涼君の手を握っていた手は、彼の胸元の方に伸びていた。そして私の口は、意に反して勝手に動き出す。

「どうして……。どうして今まで名乗り出てくれなかったの……！　私……凄く会いたかったのに！　ずっとお礼を言いたかったのに！　何で！　何で！　何でなの!?　うぅぅ……」

　涼君の胸元を掴みながら、強くそう叫ぶ。

　涙と激しい言葉だけが体から出てくる。自分の感情が整理できない。ずっと傍そばにいたのに。どうして。どうして名乗り出てくれなかったの……？

「うぅ……。どうして……」

　嗚お咽えつしながら、必死に訴える。

　すると涼君は泣きわめく私をそっと抱きしめた。静かに、そして安心させるかの様に。

「ごめんな。ひなみ。ずっと黙っていて……。悲しい思いをさせてごめん。ずっと知っていたけど、でも嫌がらせで黙っていたわけじゃないんだ。聞いてほしい」

　涼君はそのまま話を続けた。

「俺はさ……。昔、大親友を虐いじめから守ることができなかったんだ。教師に相談しても誰も力になってくれない。同級生も同じ。皆見ないふりをして、手を差し伸べなかった。だから俺だけでもって思って、頑張ったんだけどさ。結局、そいつは転校していった」

「し、親友……？」

「うん。女だったんだけどさ。でもほぼ毎日ずっと遊んでいた。でも……。守れなかった。あいつを守るために必死に色々武術とか習ったんだけど、でもダメだった。俺はあいつのヒーローになれなかった。守れなかった」

「で、でもそれがどうして……」

「それが俺にとってトラウマだったんだ。ひなみを通り魔から守った時、名乗り出なかったのはこのせいなんだ。親友一人救えなかった俺が、全国で英雄扱いされていいのか……。そう思って、ずっと黙っていたんだ。名乗り出なくても、ずっと陰から守れればそれでいいと思っていたんだ」

「だから、名乗り出なかったの……？」

「うん。それにさ、英雄扱いされたくて助けたわけじゃない。ひなみが助けを求めていたから助けた。ただそれだけだ。感謝の気持ちはもう届いている。だからさ……。ずっと隠していたんだ」

　涼君は私を抱きしめながら、もう一度そっと優しく頭を撫でる。

「ごめんな。本当にごめん……。俺はダメな奴やつだからさ、つい名乗り出せなかったんだ」

「ぐす……。そ、そんなことないよ。涼君は立派だよ……」

「ありがとう、ひなみ。でもさ、俺は遅かれ早かれ、いつか言おうと思っていたんだ。ずっと隠しているつもりはなかった」

「そ、そうなの？　どうして……？」

「ここに来る前に、俺は友ゆ里りから告白された」

「……え？　友里から……!?」

「ああ。でも断った。友里は良い人だけど、俺には好きな人がいる。だから断ったんだ。でもその時にさ、励まされたんだ。友里は偶然俺の正体を知っててな。『涼は立派なヒーローだから』って俺の背中を押してくれた。支えてくれた。だからさ、もう隠すのはやめにしようって。そして自分の気持ちをしっかり伝えようって」

　涼君はギュッと強く抱きしめた後、手を離して私の目を見つめる。そして少し呼吸を整えた後。

　ゆっくり、そしてはっきりと私にこう言った。




「俺は……。ひなみのことが好きだ。大好きだ。これからは英雄とか関係なく、ひなみの傍にいたい。ずっと支えたい。一人の男としてひなみを愛したい。こんな俺でもひなみと付き合いたい」




　涼君の目から、ポツポツと涙が流れ出た。挫折を乗り越えて、涼君は私に本当の想おもいを伝えてくれた。

　涼君の涙を見たら、また私の目からも涙が溢れ出ていた。どんどん流れ出てきた。

　涼君を好きになってから、沢山のトラブルがあった。

　草くさ柳やなぎさんが現れ、そして親友の友里がライバルとなり、最後にはストーカーに襲われそうになったりと。

　沢山の出来事があった。でも、それでも。私の気持ちは変わらない。

　鼓動が速まりドキドキする中、私は……。




「……うん。私も好き。涼君が大好き……」




　震える唇で私はしっかりと自分の気持ちを涼君に伝えた。

　嬉しい……。お互いの気持ちが分かって本当に心の底から嬉しい。

　いつの間にか、悲しい涙から幸せの涙に変わっていた。お互い見つめ合い、ニッコリと笑う。

　その後、ゆっくりと近づき、額をくっ付ける。

「ひなみ……。こんな俺だけど、これからもよろしくな」

「……うん。涼君、あの時助けてくれてありがとう。そして……大好きだよ」

　私の言葉の直後、一発の花火が上空に打ち上がった。花火は夜空で大きく咲き、キラキラと輝いた。

　大きく、そして美しい花火の下で、私と涼君は再び抱きしめ合った。

　友達から、恋人として……。




　ありがとう、涼君。ずっと守ってくれてて。




　　　　◇




　ストーカーが無事に捕まってから、あっという間に二学期の初日が訪れた。

　まだ夏の暑さが残っているが、八月ほどではない。日を追うごとに少しずつ気温が下がり、秋が近づいている。

　夏休みが終わって二学期が始まるため、学生にとって今日は憂鬱な気分だろう。

　そんな中、俺はというと。

「はぁはぁはぁ……。ちくしょう！　寝坊した！」

　寝坊してしまった。

　言い訳ができないほどに寝坊してしまった。

　夏休み気分を切り替えれられず、ダラダラと夜更かししてしまい、結果寝坊してしまった。

　最寄り駅を降りて猛ダッシュで学校に向かうも、周囲にはほとんど学生を見かけない。俺と同じく寝坊しだろう人が数人はいるが、しかし登校時間には時とき乃の沢さわ高校の生徒で溢れ返るこの道が、スカスカの状態だ。

　やべぇー。マジでやっちまったよ。何で母さん起こしてくれないんだよ。

　美み智ち香かも普通に学校に行ってんのに、何な故ぜ俺を起こさん！

　俺は急いで学校へと走り、そして下げ駄た箱ばこに到着。下駄箱を見ると、俺以外全員来ているみたいだ。

　あちゃー。もう最悪だろ。

　俺は階段を上り教室へと向かう。そして勢いを落とさずに走り続け、そして。

「す、すみません……！　遅刻しました！」

　教室のドアを勢いよく開ける。全員が俺に注目する中、ＨＲ中の華はな先生に深々と頭を下げた。

「ったく、何してんだよ慶けい道どう。夏休みは昨日で終わりだ。気持ちを切り替えろよ？」

「す、すみません」

「ほら、さっさと席に着け。始業式がもうそろそろで始まるぞ。今年から校内放送での始業式に変わったから、そのまま席に着きなさい」

「は、はい。すみません」

　俺は体を小さく丸め、申し訳なさそうな顔をしながら、自分の席へと向かう。

　すると、俺の席周辺にいる友里と古井さんが飽きれた顔をしながら、俺が来るのを待っていた。

「いや～、初日に遅刻とか涼は中々だね～。寝坊するって連絡が来た時は驚いたよ～」

「本当すまん。皆で行こうって約束をしていたのに……」

「ま、涼はおっちょこちょいでドジだもんね～。どこかの彼女さん、これじゃあ苦労するだろうね～」

「う、うるせぇよ。今日は偶たま々たまだよ」

「ま、私はもっとしっかりした彼氏さんを作るけどね～」

「すみませんね、こんなだらしない男で！」

　俺が友里の言葉についかっとなって言い返すと、後ろに座っている古井さんが、下から椅子を思い切り蹴ってきた。後ろを向くと、蔑んだ目をした古井さんが口を開く。

「どうせ、ひなみとエロいことをしている妄想でもしていたんじゃない？　本当に嫌ね、思春期の男って」

「いや、そんなこと考えてないから！　全然違うから！　嘘うそ言うのやめてくれません!?」

　古井さんは俺の言葉を聞いた直後、ニヤリと笑い、視線を俺からひなみの方へと移した。

「だってよ、ひなみ。あなたの彼氏さん、彼女であるひなみに欲情しないんですって。酷ひどい男ね」

「っておい！　そういう意味じゃないから！　ってか、妄想しているって言えば変態扱いされるのに、違うと言えば今度はひなみを使っていじるのかよ！」

「当たり前でしょ？　出来立てほやほやのカップルをいじるのって、とても楽しいんだから」

「少しは祝福のムードになってほしいよ」

「少し前にしたじゃない。おめでとうー（棒読み）って」

「気持ちが全然こもっていないけどね！」

　相変わらず、古井さんのこのペースにはついていけねぇ。

　どんな答えを出しても必ずいじってくる。こんなのもう無理だろ。

　古井さん、俺の反応が嬉うれしかったのか、凄すごい笑顔になっているよ。なんて幸せそうな顔だよ。

　はぁー。この人からは逃れられそうにないな。俺はため息をついた後、隣に座るひなみに目を向ける。

　夏休み後、初めて教室で顔を合わせるから、ちょっと緊張する。

　俺が目を向けると、すぐさまひなみと目が合った。

　少しばかりお互いを見つめた後、ひなみは少しだけ頬ほおを紅あかくし、プクッと膨らませた。

　そして、

「涼君のバーカ。今日一緒に登校しよって約束したのに……」

　少しばかり機嫌が悪くなっていた。

　やっちまったぁぁぁぁぁ！

　ひなみと一緒に登校する予定だったが、俺が寝坊してしまったのが原因で怒っている！

　俺はなんて愚かなんだ！

「す、すまん。ひなみ！　マジでごめん！」

　俺が謝ると、ひなみはチラリとこちらに視線を向ける。そしてまたすぐにプイッと顔を背けた。

「涼君のバーカ」

　小声でボソッと呟つぶやくひなみ。

　ちくしょう。怒らせてしまったが、その反応ですら可愛かわいい……。

「あーあ。こりゃ大変ですね～、涼。ひなみが怒っちゃってるよ。涼、こういう時、どうしたらいいか知ってる？」

「え？　何？」

　俺が聞き返すと、友里はこっそり耳元に顔を近づけアドバイスをくれた。

　俺はその内容が信じられなかったが、でもひなみの親友からのアドバイスだし間違っていることはないはず……。

　そう信じて、俺は勇気を振り絞って、周りに聞こえないぐらいの小さな声でこう言った。

「ひ、ひなみ。今日も可愛いぞー。誰よりも可愛いぞー。だ、大好きだぞー」

　自分で言ってて恥ずかしくなるが、それでもひなみの機嫌が良くなるなら構わない。

　顔が熱くなりながらもそう言ったのだが、その直後。

　ボキュンッ！

　小さな爆発音の様なものがひなみの方から聞こえてきた。

　プクッと頬を膨らませていたあの可愛らしいひなみが、俺が囁ささやいた直後に急に眼がグラングランと揺れ、頭から真っ白な煙が出始めた。

　見るからにヤバいぞ、これ……。

「べ、べ、別にそんな言葉はう、うれ、嬉しくないもん……。涼君のバーカ……ば、罰として放課後ちょっと付き合ってほしい……」

「お、おう。分かった」

　いや、めっちゃ顔が赤いぞ。今にも火が出そうなほど顔が赤くなっているぞ。さっきの比ではないな。

　ひなみは指先でクルクルと毛先を丸めながら、ごにょごにょと何か呟き始める。

　何を言っているのか分からないが、それでも俺の言葉に動揺しているのが分かる。怒っているというよりかは、嬉しくて表情が踊っている、と言った方が近いかもしれないな。

「お、おい友里。本当にこれで大丈夫なのか？」

　心配になり、友里にそう聞くと、彼女はこう返してきた。

「大丈夫でしょ～。ま、あのアドバイスは適当だけどね～。ひなみの照れる顔と動揺する涼を見たくって！　てへ！」

「適当なのかよ！　てへじゃねぇよ！」

　友里が先ほど俺の耳元で囁いた際、『ひなみの容姿を褒めて、大好きって気持ちを伝えると機嫌よくなるよ～』とアドバイスしてくれたのだが……。

　俺達の反応を楽しむために言ったのかよ。いつの間にか、友里までも古井さんの様にＳっ気が出てきている……。

「いや～。初々しいね、このバカップルは。もう結婚しちゃえば？」

「「まだしないよ！」」

　友里の言葉に俺とひなみの言葉が揃そろう。しかし、このタイミングの良さが逆に友里の悪戯いたずら心ごころを刺激してしまった。

「ふぅ～ん。息ピッタリじゃん。さすがベストカップル。それに結婚は『まだ』しないんだね～。まだ、ね～」

　ちくしょう！　咄嗟に言った言葉に関してもいじりだしたな、友里！

「ゆ、友里！　からかわないでよ！」

「えへへ～。やっぱり二人は面白いね～。もうそのままゴールインしちゃいなよ！」

「「だから、そういうことは言わないで！」」

　と、ここでもまた息の合った反応をする俺とひなみであった。




　　　　◇




　友里と古井さんに散々いじられてから始業式が終わり、俺とひなみは今地下鉄に乗っている。車内はほとんど人がおらず、俺達はくっ付いて席に座る。

　ひなみが放課後に付き合ってほしいと言っていたが、どうやら江ノ島に行きたいらしい。

　今日は始業式ということで、午前中で終わる。午後は学校がないので、そのまま江ノ島に行って遊ぶこととなった。

「ひなみ、本当に悪い。寝坊して……」

「もう大丈夫だよ。それに全然怒ってないし」

「ほ、本当？　でもちょっと拗すねていたというか」

「あ、あれはそ、その……。手を繋つないで登校したかったのに、それができなかったから……」

　急に声を落とすひなみ。そのまま顔を下に向けて、ギュッと手を強く握る。

　恥ずかしくても、それでも気持ちを伝えているのがよく分かる。

　原因を作ったのは俺だ。なら、俺が自分でしでかしたことの尻拭いをしないとな。

「じゃあ、今繋ぐか？」

　俺がそう言うと、ひなみがパッと顔を上げた。そして目をキラキラと輝かせた。

「う、うん。いい……？」

「おう。繋ごっか」

「うん」

　俺とひなみはそっと手を近づけ、そしてゆっくりと手を結ぶ。

　ひなみの手は相変わらず柔らかく、そして細くて小さい。ひなみの温ぬくもりが手から心に伝わる。

　恋人になってから、心が通い合ってから初めて手を繋いだと思う。なんだろうな、この感覚。幸せだな。

「そういえば、涼君と初めて会ったのも、この地下鉄だよね？」

「そうだな。といっても、ひなみは俺のことをしばらく忘れていたけどな」

「だ、だって仕方ないじゃん……！　事件から結構時間が過ぎていたし」

「ははっ。冗談だって。それに俺も正体を隠していたしな」

「そ、そうだよ……」

　ひなみはここで少し口を閉じた後、何かを思い出す様に語り始めた。

「あの時は本当に怖かった。もうダメかもしれないって思った。でも涼君がいてくれたから、私は今もこうして生きている。涼君、あの時私を助けてくれてありがとうね」

　真剣な表情で俺を見つめるひなみ。俺の手を握るその力は、少しだけ強くなっていた。

　俺の方こそ感謝しなきゃいけない。

　ひなみはこんな俺を選んでくれた。英雄とか命の恩人とか関係なく、俺を好きになってくれて、その上で隠していた正体も受け止めてくれた。

　俺は特にカッコよくないし、勉強ができるわけでもない。

　頼りないけど、それでも俺を好きになってくれて彼氏にしてくれたことが、何よりも嬉しいよ。

「ありがとう、ひなみ。ひなみの方こそ、俺を選んでくれてありがとうな」

「ううん。涼君は立派でカッコよくて、そして誰よりも優しいもん。自慢の彼氏だよ」

「そっか。そりゃありがとう。嬉しいよ」

「うん！　涼君が喜んでくれると私も嬉しい！」

「それは俺もだよ」

　お互いの目を見つめ合いながら、少しの間俺達は笑い合った。もっと体をくっ付けて、手を握る力をギュッと強めた。

　電車が心地よいリズムで揺れるのに合わせて、ひなみはゆっくりと俺の肩にもたれかかる。

「涼君。もしもね。また私がピンチになったら助けてくれる？」

　助けるかって……？

　そんなもん答えは一つだよ。

　たとえ相手が銃を持っていようと。地下鉄通り魔だろうと。俺は……。

「死ぬ気で守るよ、ひなみ」

　そっと俺はひなみの耳元で囁いた。

　恥ずかしい気持ちもあるけど、それでも。




　ひなみのことを本当に大切に思っているし、大好きだからその気持ちは絶対に口に出したい。




「ありがとう、涼君。でも、私も守られてばかりじゃダメだよね……。私も涼君を守りたい。涼君が辛つらい思いをしている時、苦しんでいる時、悩んでいる時。私はいつだって涼君の傍そばにいる。涼君の心を傍でずっと支えたい」

　真剣な目で俺を見るひなみ。彼女の想おもいの強さが、瞳を通して俺の心に強く響く。

　俺達がこの関係になるまで色々なことがあった。その度に、ひなみは迷いながらも、成長していたと思う。

　入学当初は他人想いのせいで、自分より相手を優先してしまい、意見や考えを中々言えなかった。自分のことよりも、相手のことを何よりも大切にしていた。

　でも、今は違う気がする。

　地下鉄通り魔の時とは違って、もう守られているだけのひなみじゃない。

　自分の力で誰かを支えようとしている。自分の意思でしっかり前に進んでいる。

　やっぱりひなみは凄すごいな。こりゃ、異性としてじゃなくて、人としても惚ほれるよ。

「そっか。ありがとう、ひなみ。ひなみが傍にいてくれると、本当に安心するよ。俺がくじけそうになったら、支えてほしい」

「うん。勿もち論ろん。私だって、涼君を支えたいからね。大好きだよ、涼君」

　ひなみはそう言うと、そのままゆっくりと瞼まぶたを閉じ、可愛らしい顔で眠りに入ってしまった。

　ったく、寝ている顔も可愛いな。




　ひなみ、これから先何があろうと。

　どんなことがあろうと。

　俺が必ず守ってやるからな。

　陰からではなく、本物のヒーローとして。
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　読者の皆様お久しぶりです！　作者の水み戸と前まえカルヤです！

　最終巻である三巻を読んでくださり、ありがとうございます。

　今まで沢山の苦労がありましたが、こうして無事に最後を迎えることができて、心の底から嬉うれしいです。

　ひなみと涼りようの恋を応援してくださった読者の皆様に、少しでも楽しんでもらえる様に精いっぱい書きました。

　ＳＮＳ等で感想を呟つぶやいてくださると大変嬉しいです。

　さて、このあとがきコーナーですが、正直な話、これで最後になるかもしれません。

　別に作家業を辞めるわけではありませんよ。

　ただ、来年から新社会人として働くので、仕事に慣れるまでの間は、執筆が難しくなるかと……。

　あ、ちなみに行きたかった第一志望のエンタメ系の企業様から内定を頂けたので、進路はとりあえず大丈夫です。

　ご安心を……！

　そういう訳で、さすがに新卒として仕事をしながら十万字書くのは難しいので、当分はおやすみになるかと思います。

　最後になるかもしれないから、何を書こうかなー、と必死に考えたのですが……。




　特にない……！　本当に特にないんです！（笑）




　いや本当に書けるネタがないんですよ。三巻を書く頃には就活は落ち着いており、日常生活でも目立った変化はありませんでした。

　今思うと、多くのシリーズを出しているベテラン作家さんは、一体どこからあとがきで書くネタを見つけてくるんだ……。僕には無理だ……。

　書くネタがないので、どうして私がラノベを書き始めたのか。

　これについて簡単に書いておこうと思います。

　何な故ぜ私がラノベを書き始めたのか。




　もうこれはシンプルで、灰色の高校生活を送っていたからなんですね。




　あらやだ恥ずかしい……。

　でも本当なんですよ。良い思い出がなさすぎて、灰色どころか真っ白かもしれません。

　高校受験に失敗し、私立高校に通うことになりました。部活には所属していたのですが、正直あまり活動はなく、暇でしたね。

　ゲームして、勉強して、漫画を読んだりアニメを見て寝る。これの繰り返しでしたよ。友達とか作らなかったです。

　だけど、同じ中学の同級生達は高校生活を謳おう歌かしていて、羨ましかったです。

　だから、大学では何か大きなことに挑戦しようと決めていました。

　最初はプログラミングとかＳＮＳの運用をやっていたんですが、上手うまくいかず……。

　どうしようかなー、と悩んでいた時に出会ったのが、ラノベでした。

　ラノベなら初期投資ゼロで行えますし、自分が書いた物語で感動やワクワクを届けられるって最高じゃないですか！

　そういう訳でラノベを書き始めました。

　書き始めて一年で書籍化ができるとは思ってもいませんでしたが、本当に続けて良かったです。

　とても優秀な編集者さんに作品を拾っていただき、さらにひげ猫さんにキャラを描いていただけるとは、本当に幸せ者ですね。

　関係者の皆様には本当に感謝しかありません。

　また、カクヨムの方で投げ銭をしてくださった方、そしてファンレターを送ってくださった読者の方。

　本当にありがとうございます。

　社会人生活が落ち着いたら、またラノベをのんびりと書きたいと思います！

　今までありがとうございました。
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